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序章　【赤魔道士】は覚醒する




《《　解雇　》》




　ギィ……と乾いた音を立てて、古びた木製のドアが開いた。その瞬間、ドアの隙間からガヤガヤとした賑やかな音が飛び込んでくる。

　酒に食事、話し合いにちょっとしたいざこざという、冒険者の奏でる耳慣れた喧噪が、俺にはずいぶん遠く感じられた。

　『祝福の間』を出た俺は、冒険者ギルドに併設された酒場を見回し、目当てのテーブルを見つけると、そちらへ向かった。一滴の酒も飲んでいないはずなのに、足下がおぼつかない。

「レオン、どうだった？」

　俺に気づいたのか、『狼ろう牙が剣けん乱らん』のリーダー【聖騎士】ウォルフは背を向けて座ったままそう言った。気に食わない態度だけど、頭に生えた獣耳がこちらを向いているので、意識は俺に向いているのだとわかる。

「だめ、でした……」

　耳障りな喧噪が溢れるなか、ウォルフのため息が不思議とはっきり聞こえた。

「じゃあ、約束通りお前はクビだ」

　『クビ』という言葉に、血の気がさぁっと引いていく。

　いやだ！　クビになるのだけは……!!

「お、お願いします！　何でもしますから、クビだけは勘弁してください!!」

「だめだ」

　ウォルフの背後から脇に回り込んで頭を下げたが、冷たい声が返ってくるだけだった。

「もう充分わかってると思うけど、あなた足手まといなのよ」

　その声に顔を上げると、ウォルフに向かい合って座る女性、同じパーティーメンバーの【天弓士】レベッカが冷たい笑みを浮かべていた。俺より五つも年上なのに、先祖にエルフがいるとかでいまだ十代のあどけなさが残る容姿だ。それでいながら、年齢相応の経験を持ち合わせているものだから、冷たい目のまま口角を上げるというその表情には、妙な色気があった。

「お願いします！　雑用でもなんでもしますから!!」

「あら、それじゃいまと変わんないじゃない」

　レベッカが、言葉とともにクスクスと小馬鹿にしたような笑みを漏らす。

　くそ……！

「報酬を下げてくれてもいい!!　だから……！」

　この町唯一のＢランクパーティー『狼牙剣乱』。俺以外全員が上級職で、ほどなくＡランクにも届くというパーティーの一員、というステータスは絶対に手放したくない。

「君を守りながらでは先に進めんのだよ。わかってくれ、レオン」

　端整な顔立ちの優男が、諭すように言う。

　【大魔道】の彼は、名をロイドといい、正真正銘のエルフだった。優しい口調で正論を吐かれると、反論できないじゃないか……。

　ふと別の視線を感じてそちらを見ると、【暗殺者】のチェルシーと目が合った。

「い……いい加減自分の力を理解したらぁ!?」

　彼女は視線を泳がせながら、そう吐き捨てる。いつもどこかおどおどしているくせに、口を開くときつい言葉しか出てこない彼女が、とにかく俺は苦手だった。

　もうひとり、見覚えのない少年が同じテーブルにいて、興味深げにこちらを見ていた。気にはなったが、いまはそれどころじゃない。

「じゃあ、荷物や回復、支援担当はどうするんですか!?　それをひとりでまかなえるヤツなんて、そうそういませんよ!!」

　とにかく俺の利便性を訴えかける。

「たしかに戦闘では役に立たないかも知れないけど、俺なら剣も魔法もそこそこいけますし……」

「それなら問題ねぇよ。せっかくだから紹介しといてやる」

　鬱陶しげにではあるが、ようやく俺のほうを見たウォルフは、すぐに視線を動かし、先ほどの少年に目を向けた。……やはり関係者なんだろうか？

「『旋風烈火』のドーガが引退したのは知ってるな？」

「ええ、まぁ……そこそこニュースになりましたから」

「そこの若い衆が何人かフリーになってな。優秀だってんで預かったんだよ」

「さぁノエルちゃん、去りゆく先輩に引き継ぎの挨拶をなさいな」

　レベッカめ……いちいち癪に障る言い方しやがって。

「はじめまして！　えっと、さようならのほうがいいのかな？」

　暢気な口調でそんなことを言いながら、ノエルと呼ばれた少年は立ち上がった。

「ま、どっちでもいっか！　ボクはノエル、【神官】だよ。よろしくね、先輩！」

「あ、ああ、よろしく。俺は──」

「もうお別れなんだし、わざわざ名乗ってもらわなくてもいいよ！　ボク、名前を覚えるのは苦手なんだ」

「そ、そうか……」

　イラッとしたが、ここで怒って印象を悪くしてもしょうがない。まだ声変わりもしていないらしいノエルは、下手すりゃ十代半ばかもしれないが、それで中級職になってるんだからすごいやつなのだろう。

「こいつは元々旋風烈火で【荷運び】をやっていたんだが、適性がありそうだってんで、ドーガのおやじが【白魔道士】にクラスチェンジさせたんだよ」

「自分でも知らなかったんだけど、遠い先祖にノームがいるんじゃないかってね」

　いい血筋かよ、羨ましい。たしかに【神官】相手に俺の白魔法じゃ敵わない。でも……。

「ノエルくん、君【荷運び】レベルはいくつ？」

「あはは〝ノエルくん〟だなんて、ちょっとこそばゆいなぁ……。えっと、【荷運び】レベルだよね？　一〇だよ」

　勝った……！

「そうか、俺は二〇だぞ！　なぁ俺のほうが──」

「あははっ！　ウケるー」

　俺がプレゼンをしようとしたところで、ノエルが笑った。

「初級一般職をリミットまで上げるなんて、冒険者としては全然自慢になんないよー」

「で、でも、〈収納庫ストレージ〉の性能は──」

「んなもんマジックバッグで代用できんだよ、オレらくらいになるとな」

「う……」

　重さや容量を感じさせず、異空間に物を収納する【荷運び】のスキル〈収納庫ストレージ〉。高レベルともなれば収納物の劣化を防ぐ機能もあり、駆け出しからしばらくは重宝されるが、冒険者ランクが上がって収入が増えると、〈収納庫ストレージ〉に似た効果のあるマジックバッグというアイテムで代用できる。

　そして狼牙剣乱には、マジックバッグを買うくらいの金銭的な余裕があった。

「うぅ……」

　このパーティーじゃあまるで役に立ちそうにない……。

　でも、俺の……俺みたいな半端者の居場所なんて、そうそうない。

「お、お願いします！」

　だから俺は、迷わず土下座した。

　クスクスと俺をあざ笑う声や、ため息が頭上から聞こえてきたが、知ったことか。

「消耗品の買い出しも装備類のメンテ出しも、いま以上に効率よくやります！　いままでやってこなかった納品だってやりますから!!」

「あ……アンタ、大の男がそんなことして恥ずかしくないの!?」

　頭上からチェルシーの声が聞こえてきたけど、気にしない。

　恥ずかしいに決まってるじゃないか。でも、そんなこと言ってられないんだよ……。

「はぁ……ったく……」

　ガガッっと椅子の動く音がしたあと、ウォルフが俺のすぐ脇に片膝をついたのを感じた。

「買い出しやらなんやらは手分けしてすりゃあいい。値切るとかケチケチするほど貧乏じゃねぇしな。あと、納品？　お前なんかにさせるかバーカ」

　そこでウォルフは、俺の肩に優しくトンと手を置いた。

「二年、レベリングに付き合ってやったんだ。もういいだろ？」

「うう……」

　それを言われると、つらい……。俺のクラスチェンジ条件を模索するため、いろんな初級戦闘職をレベル二〇初級リミットレベルまで上げるのに、ずっと協力してもらっていたのだ。でも、今日、最後の戦闘職がレベル二〇初級リミットレベルに達したけど、クラスチェンジはできなかった。

「いい加減オレらのこと、解放してくれや」

　チクショウ！　まるで、全部俺が悪いみたいな言い方しやがって……。

「ふふ、プルプル震えちゃって……。もしかしてこの子、泣いてるの？」

　レベッカの言うとおり、いつの間にか俺はポロポロと涙を流していた。

　悲しくて、悔しくて、情けなくて……。

「気分悪っ!!　先に出とくっ!!」

　チェルシーはそう叫んだあと、【暗殺者】らしからぬ大きな足音とともに去って行った。

　俺だって、好きでこんな醜態さらしてるわけじゃない……。

「あははっ！　大の男がなっさけないんだー」

　ノエルめ……ガキのくせに、ケラケラ笑いやがって……！

「おい、笑うんじゃない。レオンに対して失礼だろう」

　でもロイドの、俺を憐れむ言葉のほうが、つらい。

「お願いしますっ！」

　俺は涙でぐちゃぐちゃになっているであろう顔を、気にせず上げた。

「候補には挙がってるんです！　あとは条件さえ満たせば……」

「全部リミットまで上げてだめだったろうが」

「でも、まだ一般職が──」

「それ全部試すまで付き合えってか!?　てめぇ一般職がなんぼあると思ってんだコラァ!!」

「ひぃっ……！」

　ウォルフの怒鳴り声に、思わず身を縮めてしまう。

　こういうところ情けないよなぁ、なんてことが、妙に冷静に頭をよぎる。

「はぁー……とりあえず、座れや」

「え……？」

　深いため息をついたあと、ウォルフは俺の腕を掴んで立たせ、さっきまで自分が座っていた椅子に座らせた。それと同時に、先に出ていったチェルシー以外の他のメンバーも全員席を立った。

「オレたちゃもう行くぜ」

「ま、待って」

　引き留めようとすると、不意に給仕が現れ、テーブルに料理を並べ始めた。

　サラダ、スープ、ステーキ、パン、そしてワイン。どれもこの酒場で頼める最高の品ばかりだ。高級な料理から漂う匂いのせいか、こんなときなのに、俺の腹はグゥと鳴った。

「メシ、まだ食ってねぇんだろ？」

「え？」

　さっきまでとは打って変わって優しい声だった。

「いまはともかく、最初のころはあなたに随分お世話になりましたわ。だから、ありがとう」

　そう言ってレベッカが微笑む。こんな柔らかな笑顔を彼女から向けられたのは、いつぶりだろう？

「いまはここでお別れとなるが、お互い冒険者を続けていればいずれ会うことがあるかも知れない。そのときは笑って話せるといいな」

　ロイドはいつもと変わらない。でも、それがいまは少しだけ嬉しい。

「そいつはオレらからの奢りだ。ゆっくり味わってくれや」

「ウォルフさん……」

　こうまでされると、彼らにしがみついているのが情けなくなってきた。

　もう、諦めるしかないのかな。

「先輩、早く食べないと冷めちゃいますよー？」

「……ああ、そうだな」

　さっきまで憎たらしいクソガキだと思ってたが、優しい口調でそういわれると、なんだかかわいく見えてくるから不思議だ。俺ってチョロいのかな。

「ウォルフ、そろそろ定期便の時間よ」

「おう、わかってる」

　定期便……。つまり、彼らは今日、この町を離れるのか。

「一緒に行きたかったけど残念だ。じゃあな、レオン」

　俺のクラスチェンジが成功していれば、一緒に連れて行ってくれたんだろうか。

　一緒に行きたかったってことは、そういうことだよな。

「お世話に、なりました……」

　俺はポロポロ涙を流しながら、頭を下げた。

　しばらくして頭を上げると、ウォルフたちの姿は酒場から消えていた。

「さて……冷めないうちに食べないとな」

　メンバーを見送った俺は、椅子に座り直して料理を食べ始めた。サラダは新鮮でシャキシャキとしていて、肉は適度な歯ごたえを残しながらも、恐ろしく柔らかかった。かかっているソースもドレッシングも、最上のものなんだろう。スープもワインも、すごくいいものに違いない。

　でも、ひとりで食べる豪華な料理は、思っていたより美味しくなかった。
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　ゆっくりと食事をしているうちに落ち着いた俺は、料理を平らげてひと息ついたあと、酒場を出た。そして、すぐ近くに併設されているギルドの受付に行く。

「珍しいわね、レオンくんがここに来るなんて」

「ええ、そうですね」

　受付に立っているのは猫獣人の女性で、ミリアムさんという。俺がこの町に来て冒険者登録をしたころからの付き合いだ。

　軽く挨拶を交わすと、彼女のメガネがキラリと光った。

「あ、もしかしてプロポーズ？」

　このミリアムさんという人は、会えば〝結婚して！〟と言ってくる人だった。三〇歳になるまでには結婚したいとかで、以前は手当たり次第求婚してたな。

　美人だし、仕事もできるのに、なんでモテないんだろう？　たまに顔を出せば、俺みたいなヤツにも求婚してたから、もしかするとそういうネタなのかも。

「はは……」

　思わず乾いた笑いが漏れる。彼女が本気なら養ってもらうのもありかも、なんてふと思ってしまった。

　五年前、狼牙剣乱に入ってからは、依頼達成の報告や素材の納品なんかをウォルフとレベッカがやるようになり、ほとんど受付に顔を出すことはなくなった。

「ハズレ職と一緒にいるのは恥ずかしい、か」

　以前メンバーから言われたことを、ふと思い出した。

　そう言われてからギルドに顔を出す頻度は減っていて、レベリングを始めた二年前からはほぼ完全に来なくなっていた。だから町中で偶然会うことはあっても、こうやって受付でミリアムさんと対面するのは本当に久しぶりだった。

「なにか言った？」

「ああ、いえ、なにも」

　いかんいかん、人と話している最中に独り言なんて、失礼だよな。

「さて、レオンくん」

　ミリアムさんがメガネをクイッと上げる。すると、彼女の口調と表情が改まった。

「あなたはＢランクパーティー狼牙剣乱を外れました」

　お仕事モードになったミリアムさんは、固い口調で俺にそう告げた。さすがに〝クビになりました〟なんて、ストレートには言わないみたいだ。

「冒険者ギルド規定に従い、初級職レベル二〇初級リミットレベルのレオンくんは、暫定Ｄランクとなります」

　一三歳で冒険者になって七年、がんばってＢランクになったんだけどなぁ……。

　ま、俺ごときにゃ不相応ってことか。

「暫定Ｄランクですので、階層制限が通常より低くなります。暫定の文字が取れるかどうかは、今後の活動次第です。あと、暫定のうちはランクが下がりやすいのでお気をつけください」

「わかりました」

　ソロでどれだけやれるかわからないけど、まずは暫定の文字を取るってのを目標にするか。

　Ｄランクともなりゃ、どこかのパーティーに拾ってもらえるかもしれないしな。

「それからこちら、情報提供報酬の明細となります」

「情報……なに？」

　ミリアムさんが紙切れを俺の前に差し出した。そこには『クラスチェンジに関する新情報の提供に対する報酬』と書かれていて、その額は……。

「はぁ!?　ひゃ──」

　おおっと、危うく大声を出すところだった。

「ふぅー……ふぅー……」

　落ち着け、俺。もう一度よく数えるんだ。えーっと、いちじゅうひゃく……。

「うん、間違いない」

　一〇〇万ガルバと記されている。半年は働かなくても暮らせる額だ。

「あの、これはいったい？」

「これまで同様、情報提供に対する報酬ですよ」

「これまで……？」

「まさか、知らないの？」

「知らない……？　なにを？」

　俺の反応に、ミリアムさんが眉をひそめる。

「あの人たちは、本当に……」

　そしてなにかを呟いたが、うまく聞き取れなかった。

「では、改めて説明させてもらうわね……」

　俺の反応に驚いたせいか、お仕事モードが解除されたミリアムさんが少し砕けた口調で説明を始めた。

　いつまで経っても中級職にクラスチェンジできなかった俺は、実はかなり特殊な状態だったらしく、いまだギルドにない情報をいくつも提供したということで、情報提供報酬とやらがパーティーに支払われていたということだった。

「あのときは一〇〇〇万ガルバが支払われたからね」

「い、いっせん……」

　それは俺のクラスチェンジ候補に、ギルドの記録にない未知のクラスが出たときの話だ。それ以降も俺がそれぞれの職業でレベル一五初級マスターレベルに達したときと、レベル二〇初級リミットレベルに達し、クラスチェンジができないことが判明するたびに一〇〇万ガルバ前後の報酬が支払われていたらしい。

「あいつらっ……！」

　俺がいつか中級職以上にクラスチェンジできるかも知れない。だからレベリングを手伝ってくれていたんだと思っていた。

　でも、違った。あいつらは金欲しさに、俺を利用していたんだ。

　Ｂランクパーティーにとって、一〇〇万ガルバは大金といえないまでも、はした金と切り捨てるには惜しい額だ。

「ウォルフ、レベッカ……それにロイドとチェルシーも……！」

　ウォルフとレベッカはともかく、善人そうなロイドや、俺に興味なさそうなチェルシーまでもが、俺を騙し、搾取していたんだと思うと、ムカムカと腹が立ってきた。

　だが、疑問もあった。

「でも、なんで今回あいつらはこれを受け取らなかったんですか？」

　これを受け取っていれば、一〇〇万ガルバを得るだけでなく、俺にこのことがバレなかったかも知れない。

　連中の心情はどうあれ、少なくともまぬけな俺は、最後の別れはいい雰囲気だったと想い続けたことだろう。なのに……。

「この報酬を得るには、冒険者ギルド本部の承認が必要だからね」

『定期便に間に合わないから、今回のぶんは餞別も兼ねてレオンに全額やることにするよ』

　情報提供報酬の受け取りに時間がかかるとわかったウォルフは、そう言って俺をパーティーから外す手続きを終え、メンバーはさっさとギルドを出て行ったそうだ。

「今回は、全額……か」

　ふざけやがって！　これまで一ガルバも払わなかったくせに!!

　もしかしたら俺への分け前にこの報酬が含まれていたのかも知れないけど、だったらひと言あってもいいはずだ。黙っていたんならやっぱり搾取してたってことじゃないか。

　でも、それ以上に腹立たしいのは……。

「俺のことを、その程度に……」

　今回のことを知って、俺がどう思うかなんて、どうでもいいってことだ。そんなことよりも、定期便に乗って次の町に進むほうが大事。

　連中にとって、俺はその程度の存在だったってことだ。

「ちくしょう……」

　また、涙が溢れそうになり、必死に堪えた。

「だ、大丈夫、レオンくん？」

「え、ええ」

「じゃあ、報酬はどうする？　ギルドに預けるか、現金で渡すか……」

　金の話をされて、少しだけ気分が落ち着いた。相変わらずムカムカしてはいるが、泣き出すほどじゃあない。

「じゃあ、一万だけ現金で、あとは預けます」

「わかったわ。じゃあギルドカードを」

　ミリアムさんに促され、俺は〈収納庫ストレージ〉から片手に収まる透明なカード──ギルドカードを出し、彼女に渡した。

「はい、以上で手続きは終了です」

　最後にミリアムさんは、丁寧な言葉で締めくくった。手続きが終わり、ギルドカードと数枚の紙幣が受付台に置かれた。

「それにしても凄いわね、初級職をすべてレベル二〇初級リミットレベルまで上げるなんて」

　そう言ってミリアムさんはクスリと笑った。

「……そんなに、おかしいかよ」

　笑いやがったんだ。

　この女は。

　俺を。

「え？」

「俺のこと馬鹿にして、楽しいのかよぉ!!」

　怒りとともに、涙と叫びがあふれ出した。この女も、連中と同じで、俺を半端者だと……ハズレクラスだと馬鹿にしやがったんだ!!

「ご、ごめんなさい……そんなつもりは……」

「どいつもこいつも俺のこと見下しやがって!!」

「レオンくん、気分を害したのなら謝るわっ！　だから、落ち着い──」

「うるせええええええ!!」

　もう、自分がなにに怒っているのかよくわからなかった。とにかく俺は、叫び倒して暴れ回りたかった。

「ちくしょおおぉおぉ……!!」

　そして俺は虚空に手を掲げ、〈収納庫ストレージ〉から剣を取り出そうとした。

　ギルドで剣を抜くのは御法度だ。でも、もうどうでもいい。

「これ、そう騒ぐでないわい」

　突然、耳元でしわがれた男の声が聞こえた。

　囁くようなその声をはっきりと耳にした直後、俺は頭に衝撃を受けて気絶した。




《《　回顧　》》




　退屈な故郷にいるのがいやで、勇者を目指して冒険者になろうと思った。

　一三歳で村を出て、この町を訪れ、未成年者の新人に推奨されている【荷運び】のクラスを得て、荷物持ちとして冒険者のサポートを行った。買い出しなんかの雑用が得意なおかげか、いろんな冒険者がかわいがってくれた。

　およそ二年が経ち、そろそろ一五歳の成人を迎えようかというとき、いつものように冒険者ギルドを訪れた。

「レオンくん、そういえばもうすぐ成人だったわね？」

「はい、おかげさまで」

「どう、おねーさんと結婚しない？」

「あはは、冗談はよしてくださいよ」

　ついに俺にもミリアムさんの求婚が来たかー、なんてことで成人になることを実感しながら、冒険者ギルドで荷物持ちを必要としているパーティーを探していると、美しい女性に出会った。

　──レベッカだった。

　ひと目惚れだったのかもしれない。俺は彼女から目を離せなくなった。

「人の女ぁじろじろ見てんじゃねぇ!!」

　狼獣人の脚力で、思い切り蹴飛ばされた。ウォルフとの出会いは最悪だった。

　レベッカがとりなしてくれ、とりあえず一緒に食事をとることになった。

「へぇ、若いのにすごいじゃない！」

　俺の【荷運び】レベルが一〇を超えていると知って、レベッカはそう言って褒めてくれた。

　彼女がウォルフの恋人なのだと知ってもなお、俺は褒められたことが嬉しく、誇らしかった。

　最近パーティーを組んだばかりのふたりは、荷物持ちを探していて俺を誘ってくれたが、もうすぐ成人なので、できれば戦闘職としてメンバーにしてもらえないかを頼んでみた。

「だったら【赤魔道士】がいいと思うわ！」

　レベッカは無邪気にそう言った。

　発足したばかりの狼牙剣乱は、【戦士】のウォルフと【弓士】のレベッカのふたりだけだった。そこに黒魔法と白魔法、そして剣術が使える【赤魔道士】が入れば、牽制や回復、支援などで上手くサポートできるだろう。そのうえ、俺にはそこそこ容量の大きい〈収納庫ストレージ〉がある。荷物持ち兼サポートメンバーとして有用であることは間違いなく、俺は【赤魔道士】になることをふたつ返事でオーケーした。

「正気なの？　ハズレクラスよ!?　だったら私のお婿さんになったほうが絶対いいわよ!!」

　二年の【荷運び】活動で顔なじみになっていたミリアムさんからは止められたが、俺はレベッカと同じパーティーに入りたくて、【赤魔道士】になった。

「くれぐれも、レベル一五初級マスターレベルになる前に、他の初級職にクラスチェンジするのよ!?　なにかあったらすぐに相談してっ!!」

　レベッカと同じパーティーに入れると浮かれていた俺は、ミリアムさんの言葉を聞き流していた。

「へぇ、やるじゃねぇか」

「ほんと、思ってた以上に強いわね」

　他の戦闘職と比べてレベルの上がりやすい【赤魔道士】は、その万能性もあって大いに活躍できた。

　レベルが上がり、能力が強化され、魔法を覚える。どんどん強くなっていくのが楽しくて、俺は戦いに明け暮れた。気がつけば、レベル一五初級マスターレベルに達していた。

「ねぇ、最近がんばってるみたいけど、まさか【赤魔道士】のレベル一五初級マスターレベルになってないわよね？」

「いやぁ、あはは……」

　ミリアムさんの追求をのらりくらりとかわしながら、俺は【赤魔道士】として活動を続けていた。

「最近、ちょっと頭打ちよね」

　レベル一五初級マスターレベルに達してからは、なかなかレベルが上がらなくなった。

　そんな中、ウォルフとレベッカは着実にレベルを上げ、それぞれ中級職の【騎士】と【狙撃手】になっていた。レベルがあがらず、剣術は中途半端で、初級魔法の一部しか使えない俺は徐々にふたりの足を引っ張るようになっていった。

「黒魔法を伸ばしてみたらどうかしら？」

　たしかに強くなったふたりと俺とのあいだを埋めるには、初級とはいえもう少し強力な魔法が欲しかった。

　そこで俺は【黒魔道士】にクラスチェンジした。

　このころから、野営をするようになった。

　日帰りでいける範囲では手応えがなく、旨みも少なくなっていたからだ。そして俺は、ふたりと同じパーティーになったことを初めて後悔した。

　安全地帯セーフエリアと呼ばれる安全な場所にテントを張るか寝袋を使う、というのが、冒険者の一般的な野営方法だ。

　狭いテントにはふたりが寝て、俺は外で寝袋に入る。それが、このころの狼牙剣乱の野営スタイルだった。

「あっあっあっあっ！　いいっ！　ウォルフぅもっとぉ！」

「おおおお！　レベッカぁ、出すぞー」

「きてぇ！　レベッカのおま○こに、ウォルフのいっぱい出してぇー！」

　なんの魔法効果も付与されていない安物のテントだから、声も音も丸聞こえだ。

　布一枚隔てた向こう側で、レベッカがウォルフに犯されている。そう思うと、なんだか悔しくて、情けなくて……。

「うっ……！」

　でもその音を聞きながらするオナニーを、俺はやめられなかった。

「あら、起きてたの、レオン？」

　何度か繰り返して野営にも慣れたころ、いつものようにセックスを終えたレベッカが、全裸のままテントの外に出てきた。

　くすんだ金髪は乱れ、肌の表面には汗が滲んでいる。

「ふふ、開放感があって気持ちいいわね、こういうのって」

　レベッカが身み動じろきするたびに、少し小ぶりな上向きの乳房がぷるんと揺れた。だがそれよりも俺の目を釘付けにしたのは、べっとりと濡れた恥毛と、股間から内股を伝う半透明の粘液だった。

「さっきからどこ見てるのよ、エッチ」

「あ、いや、その……」

　俺はドギマギしながらも、結局レベッカから視線を外せずにいた。

　彼女は妖艶な笑みを浮かべながら、その場に腰を落とした。大きく股を開き、秘部を誇示するように。

「んふふ……」

　恥毛の影からのぞくそれは、粘液にまみれてらてらと光り、彼女とは別の意思を持った生き物のようにヒクヒクと動いていた。中央にはわずかに開いた穴があり、それは彼女の呼吸に合わせ大きく開いたり小さく閉じたりしている。

　初めて見るそこは少しグロテスクだったけど、なぜか俺は胸の高鳴りを覚え、股間が熱くなるのを感じた。

　さっき射精したばかりの肉棒は、気がつけばカチンカチンに固まっていた。

「ん……」

　レベッカは俺が凝視しているのを知りながら、手を股間に当て、人差し指と中指を閉じかけた穴に突っ込んだ。

　にちゃ……といやらしい音が鳴り、二本の指が割れ目の内側に飲み込まれていく。

「はぅん……」

　膣口に突っ込んだ指を開き、くにゅりと穴を広げる。

　内側にある薄紅色の粘膜が、ウネウネと蠢いているのが見えた。

「んっ……はぁ……」

　そして彼女が軽くイキむと、奥から白濁の粘液がコポリと流れ出した。

　ただ見ているだけなのに、射精しそうだった。

「ねぇレオン、あなたもここに、挿れたい……？」

　俺は無言で何度も頷いた。

「うふ……じゃあウォルフより強くなったらね？」

　そういうと、彼女は立ち上がり、俺に背を向け、テントに戻っていった。

　俺はそのあとすぐに肉棒をしごき、射精した。その日二発目にもかかわらず、いままでで一番気持ちよかった。

　それ以降も、レベッカは何度かそうやって俺に自分を見せつけた。

　襲いかかりそうになることもあったが、ウォルフにバレたときのことを考えると、怖くて動けなくなった。

　それ以前に、俺じゃあレベッカを抑え込めなかっただろう。彼女が同意しない限り。

　そんな活動は、ロイドが加入するまで続いた。




[image: ]




　中級職となったウォルフとレベッカのレベルがふた桁に達しようかというころには、俺の火力不足が深刻になってきた。【黒魔道士】もレベル一五初級マスターレベルに達していたが、しょせんは初級魔法までしか使えないクラスだ。本来ならこの時点で中級職の【魔導師】を選択できるはずなのだが、クラスチェンジを司るアーティファクト『祝福のオーブ』にはそれが表示されなかった。

「都市伝説だと思ってたんだけど」

　【赤魔道士】をレベル一五初級マスターレベルまで上げると、他の初級職から中級職にクラスチェンジができない。そんな噂があった。

　ここで俺は、ミリアムさんの言葉を思い出す。だが、もう手遅れだ。

「ごめんなさいレオン、私たちのせいで……」

　そして、【赤魔道士】には上級職はおろか、中級職すら存在しない。でもこの時点ではまだ後悔はなかった。少なくとも、最初のころの俺は、パーティーの主力として活躍できていたのだ。

　あのころは、本当に楽しかったな。

「火力不足を補いましょう」

　俺たちはメンバー募集をかけてエルフの【魔導師】ロイドを仲間に加え、俺は回復や支援を強化するため【白魔道士】にクラスチェンジした。

　その時点で俺が狼牙剣乱に加入して、三年が経っていた。

「もう少し、装備を強化したいわね」

「そのためには金が要るな」

「ならば【斥候】を加えてはどうか？」

　ロイドの加入で俺たちはさらに強くなったが、レベルに対して装備が貧弱なことが問題になってきた。

　このころには俺たちもそこそこ名が売れていたので、募集をかければ何人もの応募があった。そこで、まだ駆け出しに毛が生えた程度だが、将来性に期待できそうな若いドワーフの【斥候】チェルシーを仲間に入れた。

　しばらくレベリングを行い、チェルシーはすぐに中級職の【密偵】にクラスチェンジした。

　それまで諦めていた宝箱の罠を外せるようになり、パーティーの装備は充実し始め、俺たちはどんどん強くなっていった。

「レオンはやっぱり【赤魔道士】が似合うわよ」

　チェルシーが加入して半年が経つころ、【白魔道士】をレベル一五初級マスターレベルまで上げた俺は、【赤魔道士】に戻った。

　このころには初級魔法などほとんど役には立たず、支援や回復はポーションなどのアイテムを使うことが多くなっていた。そうなると、身体能力に優れた【赤魔道士】のほうが、なにかと動き回れて便利だったのだ。

「私たちも、いよいよ上級職ね」

　さらに半年──俺が加入して五年──が経ち、俺も二〇歳になったとき、俺以外のメンバーは全員が上級職にクラスチェンジしていた。

【聖騎士】ウォルフ、【天弓士】レベッカ、【大魔道】ロイド、そして【暗殺者】チェルシー。

「ねぇレオン、そろそろウチにいるのがつらくなってきたんじゃない？」

　このころから、レベッカの俺に対する当たりが少しキツくなってきたように思う。それでもあと少しでＢランクというところだったので、俺はなんとか食らいついた。

　そしてほどなく、【赤魔道士】がレベル二〇初級リミットレベルに達したとき、祝福のオーブに新たなクラスが表示された。

　──【賢者】と。
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《条件を満たしていないためクラスチェンジできません》




　祝福のオーブに現れた【賢者】という未知のクラスにドキドキしながら、クラスチェンジをしようとしたところ、そんなメッセージが頭の中に流れた。そのメッセージは、音声として聞こえたような、文字情報として見えたような、どちらにせよ一言一句過たず理解できるものだった。レベルアップや魔法、スキルの習得時にも同じようなメッセージが流れるので、その声──あるいは文字──自体は馴染みのあるものだった。

「儂も長いことギルドにおるが【賢者】というのは聞いたことがないのう……」

　クラスチェンジに立ち会ったギルドマスターは、そんなことを言っていた。

「もしかすると、特殊クラスかもしれんのう」

　特殊クラスというのは、ある条件を満たすと現れるクラスのことで、【武闘僧】や【魔法剣士】なんかが有名だ。

　たとえば【武闘僧】は、【白魔道士】と【喧嘩士】のふたつをレベル一五初級マスターレベルまで上げると表示されるものだ。

　【魔法剣士】は【戦士】と【黒魔道士】をレベル一五初級マスターレベルまで上げると表示されるのだが、表示されたとしても【戦士】としてある程度剣術に長けていないと、さっきの俺のように条件不足でクラスチェンジを実行できない、ということがあるらしい。そのあたりの判断基準は曖昧だが、少なくとも【戦士】のあとに選択できる中級職が【重戦士】ではなく【騎士】でなければだめだ、といわれている。

「こちらで調べられるだけは調べてみるわい」

　その後、【賢者】についてはギルド総出で調べてくれたが、過去に記録はなく、新発見のクラスと認定された。

「新クラスだなんてことが周りに知れると、面倒に巻き込まれるかも知れないから、あまりギルドには近づかないほうがいいわね」

　当時は俺を気遣っての配慮だと思っていたが、情報提供報酬に気づかせないための言葉だったんだな。

　それからはひたすらレベリングの日々だった。

　クラスチェンジの条件がわからないので、とりあえず初級戦闘職をレベル一五初級マスターレベルにするか、レベル二〇初級リミットレベルにすれば条件が満たされるのではないか、と見立てての行動だ。上級職の支援を受けながら、格上の敵と戦っての、いわゆるパワーレベリングというやつを行い、なにかのクラスでレベル一五初級マスターレベル、レベル二〇初級リミットレベルになるたびにクラスチェンジを試した。

　およそ二年で、七つの戦闘初級職と、ついでに【荷運び】のレベルをすべてレベル二〇初級リミットレベルにしたが、知っての通り俺が【賢者】にクラスチェンジすることはなかった。




《《　認識　》》




　目が覚めると、知らない天井が見えた。

「ほっほっ……起きたかの」

　声のほうに目を向けると、よぼよぼの爺さん──ギルドマスター──がいた。

「まったく、ギルドで揉め事なんぞ起こさんでくれんかのう」

「すみません、ギルドマスター」

　身体を起こしながら、俺は彼に謝罪した。

「お前さん、ウォルフのところの【赤魔道士】じゃよな？」

「ええ……」

　【赤魔道士】と呼ばれ、馬鹿にされたような気がした。

「たまたま儂があの場におったからよかったもんの、そうでなければ大惨事になるところじゃったぞ？」

「はは、冗談でしょう？　俺がちょっと暴れたところで、そのへんの冒険者に取り押さえられて終わりですよ」

「お前さん、本気で言っとるのか？」

「ええ。それにいまの俺は非力な【斥候】ですし……といっても、塔の外じゃただの人か、はは……」

　最初に【赤魔道士】をレベル二〇初級リミットレベルに上げたあと、すでにレベル一五初級マスターレベルに達していた【黒魔道士】と【白魔道士】をレベル二〇初級リミットレベルに上げた。そのあとは、連続でレベリングを行うのに、多くの物資を持ち込めたほうがいいだろうと、先に【荷運び】をレベル二〇初級リミットレベルに上げた。

　余談だが、一部の一般職にも中級、上級職がある。しかし、【荷運び】のレベルを上げても中級職の【運送師】は出なかったとだけ言っておく。

　あとは残る初級戦闘職【戦士】【弓士】【喧嘩士】の順に上げていき、最後に残った【斥候】がいまのクラスというわけだ。




　──トントン。




「あの……失礼します」

　ドアがノックされ、そのあとにミリアムさんの声が続いた。さっき取り乱したから、できれば会いたくないんだけどな。

「ふむ……入るがよい」

　そんな俺の心情を察してくれるはずもなく、ギルマスは彼女を招き入れた。

「レオンくん……大丈夫？」

「ええ、まぁ……」

　気まずくて、目を逸らした。つかつかと足音が近づいてきて、俺のすぐそばで止まった。

「レオンくん、ごめんなさい……！」

　その声が震えていたので、俺は思わずミリアムさんのほうへ目を向けた。彼女は俺のすぐそばで、深々と頭を下げていた。

「いえ、俺のほうこそ」

　俺の言葉を受けて、ミリアムさんは顔を上げた。メガネの奥にある目は真っ赤に充血して、涙が溢れそうだ。よほど怖い思いをさせてしまったのだろうと、胸が痛む。

「ごめんなさい、レオンくんがどんなに傷ついているか気づかず、私は無神経なことを……」

　確かに馬鹿にされて取り乱したけど、あれは俺の虫の居所が悪かったのが原因だ。どちらかというと、俺が悪いんだろう。

「いえ、俺のほうこそ取り乱してしまって、すみませんでした」

「いまさらなにを言っても言い訳にしか聞こえないだろうけど……私は、あなたをバカにするつもりなんてなかったわ……！　本当に、これだけは信じて!!」

　そう言う彼女の目には、たしかに俺を蔑む色は見えない。でも、ついさっきまで、パーティーメンバーから搾取されていたことにも気付けなかった俺だ。人を見る目なんてないんだろう。

「いいですよ、どうでも……」

「レオンくん……」

　俺の言葉に、ミリアムさんは眉を下げ、猫耳をペタンと寝かせた。ゆらゆらと揺れていた尻尾も、力なく垂れ下がる。

「はぁー……しょうのないやつじゃのう」

　ギルマスの、呆れたような声が室内に響いた。

「レオン、といったか。お前さん、今日の予定は？」

「えっと、とくにやることもないので宿に……あ」

　パーティー名義で借りていた宿は、もう解約されているだろう。だったら、今夜の宿を探すことから始めないといけないなぁ。

「宿を探すのは明日でよい」

「え？」

　俺の状況から事情を察したのか、ギルマスはそう言って立ち上がった。

「いまから塔にいくぞ」

「え？　ちょ、ギルドマスター、なにを？」

　俺もギルマスの言葉に驚いたが、それ以上にミリアムさんが驚いているようだった。

「なに、夜までには帰ってくるわい」

「でも……」

「このままこやつを放ってはおけんじゃろ？」

　どうやら、俺を気遣っての提案らしい。

「別に俺のことなんて気にしなくても──いてぇっ!!」

　その言葉を遮るように、ギルマスは手に持っていた杖を俺の頭に振り下ろした。

「ギルドマスター命令じゃ。さっさと立つがよい」

　彼の意図はよくわからないが、ギルドマスター命令と言われてしまえば従わざるをえない。

「クラスは【赤魔道士】にしとこうかの。装備品はあるかえ？」

「あ、はい。自分の持ち物だけは〈収納庫ストレージ〉に──」

　そこまで言って思い出した。

『一度荷物の整理をしたいから、〈収納庫ストレージ〉のものを全部出しておいてね？』

　レベッカにそう言われ、昨夜俺は〈収納庫ストレージ〉に入れっぱなしにしていた消耗品や、預かっていた予備の装備品なんかを取り出したのだ。

『レオンのも整理しておいてあげるから、全部出しておきなさいよ』

『ふん、そこまでしてやる義理はねぇだろ。てめぇの物はてめぇで管理しな』

　そう言ったウォルフに、レベッカが文句を言いたげな視線を送っていた。

　あのときは、レベッカが厚意でそう言ってくれたんだと思ったが、あいつは俺の物まで持っていくつもりだったのか。そうなると、ウォルフの言葉は俺に対する温情なのかな。だからって、許してやるつもりもないけど。

　……いや、俺が許そうが許すまいが、あいつには関係のない話か。

「レオンくん、気をつけてね……」

　そう言って俺を見送るミリアムさんは、心底心配しているように見えた。
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　この町の中心には塔がある。正確に言えば、塔の周りに町があるというべきだろうか。

　塔を中心にできた町なので、こういう場所は塔とう下か町まちと呼ばれる。

　【赤魔道士】にクラスチェンジし終えた俺は、それに見合った装備を身につけた。

「この装備も久しぶりだな」

　ミスリルの軽鎧の上から赤いローブを羽織り、腰にミスリルのロングソードを佩く。兜や盾は装備できない。

　身につけること自体は可能だが、そうすると魔法やスキルの効果が下がったり、動きが鈍くなったりするのだ。ちなみに装備できる武器は片手で扱える剣と杖のみ。

　こういったことは【赤魔道士】に限らず、クラスごとに相性のいい武器や防具があり、相性の悪いものを装備するとクラスによって得られる恩恵が著しく下がることもあるので、気をつけなければいけない。

「うむ、似合っておるの。ではいこうか」

　クラスチェンジに立ち会ってもらったギルドマスターとともに、ギルドから直通の通路を通って塔の入り口に向かう。

「お、ギルマスじゃないですか」

　入り口を見張る衛兵が、ギルマスに声をかけてきた。

「ほっほっ、ごくろうごくろう」

「どしたんすか。現役復帰っすか？」

「いや、ちょいとこやつの面倒をな」

　ギルマスの視線を追った衛兵と、目が合う。

　彼はよくここで目にする人だが、いつも片眉を上げてなにかを窺っているようで、あまり好きじゃない。

　彼は片方の目を見開き、もう片方の目を細めてじっと俺を見据え、軽く顔を近づけてきた。

「おー、ウォルフんとこの【赤魔道士】じゃねぇか」

「……どうも」

　ここでも【赤魔道士】呼ばわり……。いや、事実ではあるんだけどな。

「ソロになったというんでな、どれくらい戦えるのか見てやろうと思うての」

「お、やっと辞めたのか。そいつぁめでてぇや！」

　そう言った彼は、嬉しそうに両目を細めた。彼のこんな表情を見るのは、初めてかもしれない。

　そうか、足手まといの俺が抜けたことで、狼牙剣乱が次の塔に行けたことが、そんなにめでたいのか。

「レオン、お前さんランクはどうなっておる？」

「暫定Ｄですね」

「それだと何階までいけるんじゃったかな？」

「あー、Ｄだと三五階までっすけど、暫定なら三〇階っすね」

「では二一階から行こうかの」

　塔には一〇階ごとに転移陣があり、攻略した階であれば、いつでも転移が可能だ。

　俺はギルマスと一緒に、二一階に転移した。

「とりあえず三〇階まで、ソロで攻略してもらおうかのぅ」

「え!?」

　二〇階台はそれほど難易度の高い階層じゃないけど、初級職がソロで攻略できる場所じゃないはずだ。

「お前さん、最上階を何度も攻略しておるんじゃろう？　いまさらなにを驚いとるんじゃ」

「いや、それはメンバーがいたから……」

　ギルマスの言うとおり、ここのところはパワーレベリングついでに何度も上層階から最上階までを周回したけど、上級職ばかりのメンバーが弱らせたモンスターにとどめを刺すだけの、簡単な作業だったからなぁ。

「心配するでない。なにかあれば儂が助けてやるでの」

「はぁ、そういうことなら」

　そんなわけで、俺は冒険者になって初めてソロで塔の攻略に挑むことになった。




「あっという間に二五階まできたではないか。思うとったよりずいぶん順調じゃぞ？」

　自分でも驚きだった。

　たしかにパワーレベリングでは弱ったモンスターばかりを相手にしていたけど、だからって瀕死になるまで弱らせるのは難しい。ときには充分体力の残った敵を相手取ることもあり、ある程度の戦闘はこなしていたので、それなりに経験を積めていたのだろうか。

　上層階のモンスターに比べて、中層階の敵は驚くほど弱かった。

　あと、なにげに驚いたのが、よぼよぼに見えるギルマスが、結構速いペースで走る俺にぴったりとついてきて、かつ息も切らせていないことだ。やっぱギルドマスターって地位は伊達じゃないんだな……。

「しかし複合属性の、しかも《弾ブレット》系を使えるとはのう」

「一応【黒魔道士】はレベル二〇初級リミットレベルなんで」

　【赤魔道士】が使える攻撃魔法は、《地》《水》《火》《風》の単属性と、各属性の矢を飛ばす《矢ボルト》系のみだ。しかし【黒魔道士】は《炎》《氷》《雷》といった複合属性に加え、《矢ボルト》系よりも威力の強い《弾ブレット》系の攻撃魔法を覚えられる。そして一度覚えた魔法は、別のクラスになっても使うことができた。他のクラスになると魔法効果は著しく下がるのだが、【赤魔道士】に限っては、初級魔法ならそこまで効果を下げずに使用可能だ。

「剣術、体術もなかなかじゃし、敏捷性も大したもんじゃわい」

　【戦士】【喧嘩士】【斥候】を極めているからだろうか。ギルマスがいうとおり、本気で戦ったとき、以前よりも身体が動くようになっていた。もしかして、俺って結構強いのか……？

「でも、そろそろひとりじゃあ、しんどくなってきましたよ」

　とはいえ二五階まで来ると、ソロでは厳しくなってきた。

「ふむ。先ほどから気になっておったんじゃが、なんで支援魔法を使わんの？」

「え、だって支援魔法はメンバーの支援に……」

　もしかして、自分にも使えるのか？　俺はパーティーのサポート要員で、支援はあくまでメンバーを強化するためにだけ使っていたし、それが当たり前だと思っていたんだけど……。
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「おつかれさまっす。何階までいけたんっすか？」

「結局儂の手助けなしに三〇階まで攻略しおったわ」

　自分に支援魔法をかけてからは、驚くほど攻略がはかどり、あっという間に三〇階までを攻略してしまった。

　ちなみに三〇階までという階層制限だが、三一階につながる階段を上ってすぐの転移陣までは使っていいことになっている。

「早っ！　半日くらいしか経ってないっすよ？」

「塔のマップもすべて頭に入っているようでな。実に無駄のない攻略じゃったわい」

　狼牙剣乱ではほとんど雑用だったしな。

　マッピングも俺の仕事だったから、この塔のマップはすべて頭に入っている。中層階とはいえ、普通は何日もかけて探索するんだけど、戦闘をうまく避けながら最短ルートを進めば、半日での攻略も可能なんだ。

「あのクソパーティー、こんないい人材を、必要もないのに長いこと拘束しやがって」

「え!?」

　いい人材？　俺が？　それに、あいつらがクソパーティーだって？

「俺、【赤魔道士】ですよ？」

「ああ、頼りになるオールラウンダーだよな」

　頼りになる？　【赤魔道士】が？

「でも、ハズレクラスだって……」

「そりゃ自分からはなりたかねぇけど、パーティーにひとりいてくれりゃあ、ありがたい存在だぜ？」

　俺、役立たずじゃないのか……？

「次の塔に向かうレベルだとキツいかもしんねぇけどな」

「うむ。それにこのレオンは、初級魔法をすべて使えるうえに、近接戦闘にも長けとる。いや、その気になれば弓矢も使えるんか。しかもこの塔の最上階までの情報がすべて頭に入っとるからのう」

「ははっ、そりゃすげぇ！　いままではウォルフのクソ野郎どもが囲ってたからアレだが、明日っからお前ぇさん、人気者だぜ？」

　俺が、人気者……？

「あの、狼牙剣乱の評判って……？」

　俺の問いかけに、普通に開いていた両目のうち、片方の目が不機嫌そうに細まり、いつもより険しい表情になる。さっきからこの衛兵さん、クソパーティーとかクソ野郎って言ってるけど……。

「普通はパーティーにひとりかふたり上級職がいて、残りは中級職のレベルが三〇～四〇になってりゃあ、次にいくからな」

　ちなみに中級職のマスターレベルは三五、リミットレベルは五〇だ。

「上級職が四人もいるのにいつまでもここでグダグダ活動しながら偉そうにしてる連中だぜ？」

「でも、それは俺が足を引っ張ってたから……」

「ならさっさとお前さんを解放すりゃよかったのさ」

　解放……。そういえば、俺が狼牙剣乱を辞めてから、クビとか解雇って言葉を、聞いていないことに、いまさらながら思い至った。

「だけど俺、パーティーを辞めたくなくて」

「なんでだ？」

「なんでって、あそこにしか、俺の居場所はないと……」

「なんでそんなことを思ってたんだ？　お前さんを評価している冒険者なんて、この町にゃゴロゴロいるぜ？　ちょっとでも愚痴を言おうもんなら、すぐにでもスカウトがきたはずさ」

　……そうなのか？

「俺、ギルドにほとんど行ってないから、そんなこと知らなかった……」

「冒険者なのにギルドに行ってないっておかしくねぇか？」

「行くなって言われてたから……」

「はっ！　やっぱクソパーティーじゃねぇか」

　でも、それは俺が選んだ行動だ。

　レベッカに気に入られたくて、ウォルフに認められたくて……。彼らの言うとおりに動いて、どうやれば役に立てるか、気に入られるかだけを考えていた。

　自分がどうしたいか、どうすべきかなんて、ちゃんと考えたことはなかった。

「俺、ばかだなぁ……」

　そのとき、ギルマスが俺の肩をトンと叩くように、杖を置いた。

「じゃが、そのおかげでお前さんは強くなったとも言える。人生悪いことばかりでもないぞ？」

　たしかに、無理なレベリングのおかげで、俺は普通の【赤魔道士】より随分強くなっているみたいだ。

「ちなみに今回の成果は五～六万ガルバといったところかのう」

「え!?」

「大容量の〈収納庫ストレージ〉を持っておるおかげで、魔石もドロップアイテムも、残さず拾うとるからな」

　半日足らずで五～六万？　適度に休憩をはさめば、もう四～五時間は充分に戦えるから、一日で一〇万近く稼げるのか!?

「お前さんの力量なら三五階までならソロでも充分にやって行けそうじゃし、暫定の文字は今日で取ってやろう」

「三一～三五階までの往復なら、一日一五万はかたいな」

「一五万!?」

　それは俺がパーティーから支給されていたひと月ぶんの分け前と同じ額だぞ！

「それに、パーティーを組めば最上階までの攻略も可能じゃろ」

「ははっ、そうすりゃ月に四〇〇～五〇〇万はいくか。パーティーの人数にもよるが、毎月一〇〇万は稼げるってこった」

「一〇〇万……」

　もちろん、冒険者だから安定した収入が約束されているわけじゃない。でもパーティーがなくても、自分の力で生きていけるんだってことがわかって、俺はなんだか元気が出てきた。

　ずっと他の冒険者から馬鹿にされていたと思っていたけど、どうやらそうじゃないみたいだしな。

「お前さん、この塔下町にいりゃあ食いっぱぐれるこたぁなさそうだな」

　この塔下町にいる限り、か……。

　結局、俺はウォルフに追いつくどころか、追いかけることすらできないってわけだ。

「人は人、俺は俺、か……」

　まぁそれもいいかな。

「ふふ、辛気くさい顔をするでない。未来は明るいぞい、若人よ」

　そう言ってギルマスは、トントンと俺の肩を杖で叩いた。

「さぁ、日も暮れてきたことじゃし、町に行こうかの」

　言われてみれば、通路の窓から見える空は随分と暗くなっていた。

「冒険者の新たな門出じゃ。今夜は儂が奢ろう」

　ギルドに戻ってドロップアイテムなどを換金し、正式なＤランクとなった俺は、ギルマスに連れられて町へと繰り出した。

　できればミリアムさんに改めて謝罪し、お礼を言いたかったけど、彼女は勤務を終えて帰っていた。

「若いんじゃ。遠慮せずどんどん食うがよい」

　美味い料理を食べ、高い酒を飲んだおかげか、パーティーをクビになったことや、これまでいいように使われていたことがわかって落ち込んでいた気分も、随分よくなった。

「さて、最後はここでスッキリしたら、明日から心機一転、新しい冒険者としての一歩を踏み出すんじゃぞ！」

　高級酒場を出てしばらく歩き、いい具合に酔いが覚めたころで、街灯の少ない通りにある一軒の店に連れてこられた。

「極上マッサージ『極楽への階段』？」

　つまり、マッサージで疲れを癒やして、明日からがんばろうってことなのかな。




《《　覚醒　》》




　店に入るとまずシャワーを浴びさせられた。

　着替えにガウンが用意され、着ていた衣類は預かってくれるとのことだが、どうせ大した量じゃないので〈収納庫ストレージ〉に入れておく。

「こ、こちらでお待ちくださいませー……！」

　どこかおどおどした雰囲気の、兎獣人の少女に案内され個室に入った。ベッドしかない、殺風景な狭い部屋だ。

　とはいえ、マッサージを受けるだけなら仕切りさえあればいいはずだし、ベッドも大人ふたりが並んで寝転がれる程度には広いから、ここはそれなりの高級店なんだろう。

「なんか、変な雰囲気だよな」

　思わず独り言が漏れる。

　とても清潔な場所なんだけど、なにかこう妙な空気に包まれている感じがする……。

　変にドキドキしてきたので大きく息を吐き、肺の中が空っぽになったあとは、自然に空気を取り込むに任せて息を吸い込んだ。

「……ん？」

　そのとき、なんとなく覚えのある匂いを微かに感じた。

「あれ？　これって……」

　野営のとき、レベッカから漂う匂いになんとなく似ているような気がした。

　その匂いに記憶が刺激されたのか、脳裏に彼女の卑猥な姿が浮かび、その直後から股間に血が集まっていく。

　いや、リラックスしにきたのに、なにを硬くしているんだ、俺は。




　──ガチャリ。




　個室のドアが開いた。
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「おまたせしましたぁ」

　わざとらしく甘えたような声とともに、施術師と思われる女性が入ってくる。

「……え？」

　その女性は俺と同じく、ガウン一枚を羽織っているだけだった。

　いや、マッサージ師ってのはゆったりした服を着ていることが多いけど、これはあまりにもラフすぎやしないか？

「今宵お相手をする、エメリアです」

　軽く挨拶をしながら、エメリアさんは優雅な足取りで歩いてきた。

　丈の短いガウンからのびるむっちりとした脚が動くたび、さらさらとした濃緑の頭髪と、大きく開いたガウンの衿えりから覗く胸が揺れる。

「──!?」

　ひらりとめくれた裾の隙間から、少しクセのある濃緑の恥毛が見えた。

　まさか、下着すら身につけてないのか？

　……ここ、マッサージ屋なんだよな？

「うふ、ゆっくり楽しんでいってね」

　エメリアさんはそう言いながら俺のすぐ隣に座り、腕に抱きついた。柔らかい感触が腕に当たり、チラリとそちらを見ると、たわんだ衿の隙間から薄褐色の乳首が見えた。

　このひと、やっぱり下着を身につけていない。

「あ、あの……ここってマッサージのお店なんですよね？」

　恐る恐る尋ねてみると、エメリアさんは軽く目を見開いたあと、すぐにその目を細め、口角を軽く上げた。

　その表情が、俺をからかっていたレベッカと重なる。

「ええ、もちろん」

　言いながら彼女は俺の股間に手を伸ばし、ガウンをめくって肉棒を握った。

「おぅ……」

　ひんやりとした柔らかい手に肉茎を包まれ、俺は思わず声を漏らしてしまう。

「硬くなった身体をほぐしてあげるのが、私のお仕事ですもの」

「あ、あの──っ!?」

　いきなりモノを握られて混乱しながらも、なにか言わなければとエメリアさんのほうを見ると、思ったより近い場所に彼女の顔があり、俺は思わず息を呑んだ。

「お名前、聞いてもいいかしら？」

「え？」

「いやなら、名乗らなくてもいいし、なんなら偽名でもいいんですよ？」

「えっと……レオンっていいます」

　なにか後ろ暗いことがあるわけでもないし、俺は普通に名乗ることにした。

　……正直に言うと、なにも考えず名前を口走っただけだけど。

「レオンくんっていうのね。素敵なお名前」

　ただの社交辞令だろうけど、俺は少し胸が温かくなるのを感じた。それ以上に股間は熱くなってるけど。

「あ……」

　彼女の手が俺の肉棒から離れ名残惜しさからつい声が出てしまう。

「うふふ、顔が硬いわよ」

　そんな様子にクスリと笑みを漏らしながら、エメリアさんは身体をひねってこちらを向き、俺の顔を優しく両手で包んだ。

「一番硬いところは最後にして、まずはここからほぐしていきましょうか」

　そう言ったあと、彼女の顔がゆっくりと近づいてきた。

　鼻と鼻が当たりそうになっても接近は止まらず、ほどなく唇に柔らかいものが当たるのを、俺は感じた。

　しばらく押し当てられたそれは、やがて離れていった。

　……キス、されたんだよな？　ファーストキスがマッサージ師って、どうなんだろう。

　っていうか、マッサージ師……？

「あの……」

「なぁに？」

「ここって、普通のマッサージ屋じゃない、ですよね……？」

「うふふ、そうね。特別なマッサージのお店ね」

　いや、なんとなくわかってたけどさ。

「ふふ」

　俺の顔を包んでいた、エメリアさんの手が離れる。彼女はあいかわらず微笑んでいたけど、少しだけ眉が下がっているように見えた。

「レオンくんはこういうお店、初めて？」

「は、はい」

　ふと、彼女の口元から笑みが消える。

「もしかして、ファーストキスだった？」

「えっと、はい……」

「それは、ごめんなさい……」

「え？」

　突然の謝罪に、俺は戸惑った。

「私みたいなのが初めてじゃ、いやでしょう？」

　そう言って彼女は、自嘲気味な苦笑を漏らした。

「えっと……」

　改めてエメリアさんを見たが、ものすごく綺麗な人だ。胸だって大きいし、ガウン越しに見えるスタイルもよさそうだ。なにより、俺に語りかけてくれる言葉や、顔を包んでくれた手が、柔らかくて心地よかった。

　この人とキスをしたんだと、改めて考えてみた。

「あの、全然、いやじゃないです」

　そう、全然いやな気分じゃなかった。

「ほんとに？」

「はい」

　エメリアさんの顔に、妖艶な笑みが浮かぶ。

「じゃあ、おねえさんにまかせてもらっていい？」

「えっと……はい」

　俺が答えたあと、彼女の腕が首に絡みついてきた。

　そして再び、ふたりの唇が重なり、ほどなく彼女の舌が俺の口内に侵入してきた。俺はされるがまま、それを受け入れた。

「んむ……ちゅぷ……れろ……」

　しばらくは口内を蹂躙されるに任せていたが、徐々に気分が高まり、やがて俺のほうからも舌を動かした。

「んふ……れろれろぉ……じゅぶぅ……」

　互いに絡み合い、ときに俺からも舌を伸ばして彼女の口内に侵入する。

「んはぁ……ふふ」

　ほどなくキスは終わり、ふたりは離れた。互いの口と口のあいだに、とろりと糸が引かれた。

「ねぇ……」

　俺の首に腕を回したまま、わずかに顔を離したエメリアさんは、潤んだ瞳を上目遣いにこちらへ向けている。

「脱がせて？」

　俺はぎこちない動きで彼女の腰に手を伸ばし、帯をほどいた。はらりとめくれたガウンの衿に手をかけ、広げる。ガウンは袖だけが通された状態となり、華奢な肩と、大きな双丘が露わになった。

「……っ」

　つんと上を向いた乳房の表面には、じんわりと汗が浮かんでいた。

　すぅっと息を吸い込むと、甘酸っぱい匂いが鼻腔を刺激する。

「手が、固いわね？」

　言いながら彼女は、首に回した腕をほどき、俺の手を取った。

「柔らかい物を触って、手のこりをほぐしましょうか」

　俺は彼女に誘導されるがまま、手のひらを乳房に当てた。

「あん……」

　うっすらと汗ばんだ肌が手に吸い付いてきて、俺は思わず指に力を入れてしまった。

「もっと、やさしく……」

「あ、す、すみません」

　慌てて手を離そうとしたが、手首を握っていたエメリアさんに制止された。

　そして彼女は、俺の手をぐっと自分の乳房に押し当てる。

「私はいいけど、慣れてない娘はびっくりしちゃうから」

「あ、はい……」

「うふ、素直でいい子」

　乳房に触れる手から力が抜けたのを感じたエメリアさんは、再び俺の首に腕を回し、優しく頭を撫でてくれた。

「おっぱい、柔らかいでしょう？」

「はい、すごく……」

　初めて触る女性の乳房は、ほんの少し力を入れただけで指が沈み込んでいくほど、柔らかかった。

「ん……その柔らかさを、楽しめばいいのよ……」

　ゆっくりと、優しく、乳房を揉みしだく。ときには撫でるように。

「んぁ……はぁ、んぅ……」

　そうしているうちに、エメリアさんの口から、吐息とともに短い声が漏れ始めた。

「ねぇ、もっと柔らかいところ、触ろっか？」

　しばらく夢中で乳房をもてあそんでいると、エメリアさんから声がかかった。

「もっと、柔らかいところ？」

「そう。女の子の身体で、一番柔らかいところ」

　そう言うと彼女は、再び俺の手を取った。

　そしてゆっくりと誘導された右手が、やがて股間に到達した。

「んぅ……どう？」

「……あったかい」

　恥毛に包まれたそこは、彼女が言うとおりとても柔らかくて、しっとりと湿っていた。

「そこは、とても繊細な場所だから、優しく触ってね」

「は、はい……」

「ふふ、じゃあ、周りをなぞるように、ゆっくり撫でてみて」

　彼女に言われるまま、俺はしっとりと湿ったそこを、ゆっくりと撫で始めた。

「んぁ……ん……いい、よ……その、調子……んぅ」

　しばらく撫でていると、なにかねっとりしたものが指に絡みついてきた。

「はぁん……いい……感じよ……。レオンくんが、優しく触ってくれたから……あぁん……！」

　エメリアさんの身体が、ビクンと震えた。

「そしたら、真ん中の割れ目に、指を、いれてみましょうか」

　ちょうど割れ目になっているところに中指の腹を当てた俺は、そのままゆっくりと関節を曲げていった。

「んはぁ……！」

　中指はぬぷりと粘膜に包み込まれていき、指先が穴の縁に触れる。

「そのまま……なかまで、挿れてぇ……はぅんっ……！」

　彼女に言われたとおり、軽く曲げた中指を、根本まで挿し込んだ。穴の内側もぬるぬると濡れていたけど、表面には少しざらざらとした感触があった。俺はそのまま、内側を指で優しくこすった。

「ああんっ！　いいっ……レオンくん、上手よぉ」

　それから俺は、右手で股間を触りながら、左手で乳房をもてあそんだ。

「んんっ……！　レオンくん、もう、いいわ……」

　そう言われて、俺は指を抜き、乳房を離した。

「んふふ……じゃあ次は……」

　頬を上気させながら、彼女は立ち上がり、ガウンの袖から腕を抜いて全裸になった。

「レオンくんも、脱ごっか」

　言い終えるが早いか、エメリアさんは俺のガウンの帯をほどき、衿をはだけた。

　その動きに合わせて袖から腕を抜き、俺もすぐ全裸になった。

　軽く視線を落とすと、いきり立った陰茎の先から、透明な粘液があふれ出していた。

「それじゃあ、レオンくんの一番硬いところを、私の一番柔らかいところで包んであげるわね」

　彼女はベッドの端に座ったままの俺にまたがると、肉棒を軽く持ち、自身の腰の位置を調整した。

「んぁ……ふふ……当たってるの、わかる？」

「はい……とろとろで、あったかいです」

　肉棒の先端が、柔らかいものにねっとりと包まれているのを感じた。

「じゃあ、いくわね……んんっ……！」

　肉棒が、先端からゆっくりと包み込まれていく。

「んはぁ……！」

　そしてほどなく、根本まで完全に飲み込まれてしまった。

「全部、入ったよ……？」

「はい……すごい、です……」

　亀頭から肉茎、根本までを包み込む粘膜が、ねっとりと絡みついているのがわかった。

　その粘膜が、彼女の呼吸に合わせうねうねとわずかに動いている。

「エメリアさん……俺……」

「あら、レオンくん、もしかして、イキそうなの？」

　そう言ったあと、肉棒がキュッと締め上げられた。

「ふぁ……！」

　エメリアさんの言うとおり、俺はただ挿入しただけなのに、イキそうになっていた。

　陰嚢に溜まった精液が、もう根本の辺りにまで迫っているように感じられる。

「それじゃ、一回出しとこっか」

「ちょ、ま……」

　エメリアさんは俺の肉棒を締め上げたまま、クイっと軽く腰を動かした。たったそれだけの動作で、俺は限界を迎えてしまった。

「あっ……」

　俺が情けない声を出すのと同時に、締め上げが緩む。

「やばい、出るっ……！」

「いいよ、そのまま出して……」

「ああっ！」




　──ビュルルルルルルー!!　ビュルルルッ!!　ビュルルッ！　ビュルッ……！




　勢いよく放出された精液が、エメリアさんの内側を満たしていく。

「んっ……ふふ……いっぱい、出てるね？」

「あっ……ごめ……なさい……」

　頭の中が真っ白になり、意識が飛びそうになる。

「いいのよ。私の膣内なかに、いっぱい出してくれて、嬉しいわ」

　肉棒が脈打つたびに、頭の奥に雷撃を受けたような刺激が走る。失神しそうになるのをなんとか堪えていくと、少しずつ脈動は収まり、それと同時に刺激が弱くなっていった。

「んふふ、だいぶ収まってきたけど、もう少し余韻を楽しみましょうか」

　接合部からごぽごぽと精液があふれ出るのも気にせず、エメリアさんは俺の頭を胸に抱いてくれた。そうやって、挿入したまま心地よい余韻にひたっていると、徐々に肉棒は萎れ、さっきまでの高揚が嘘のように冷めてきた。

　もちろん、エメリアさんに包まれ、抱かれている心地よさに変わりはないが、それとは別のところで、ぼんやりとしていた意識が晴れ、思考がクリアになっていく。




《条件を満たしました。賢者タイムを開始します》
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　……はい？

　いま、頭の中にメッセージが流れたよな？

　賢者タイムってなんだよ、と戸惑う俺の頭に、さらにメッセージが流れ続ける。




《【賢者】へのクラスチェンジにともない、以下のスキルを習得しました》




〈身体能力向上〉

〈精神力向上〉

〈魔力向上〉

〈魔法効果増大〉

〈消費魔力軽減〉

〈身体損傷回復力向上〉

〈精神損傷回復力向上〉

〈疲労回復力向上〉

〈魔力回復力向上〉

〈全属性適応〉




「おおお……！」

　なにやら一気にスキルを覚えたせいか、あるいは賢者タイムとやらのせいなのか、身体の奥底から湧き上がるものがあった。

　力が、魔力が、そして精力があふれ出してくるようだ。

「あん……！　レオンくん、もうおっきくなってるの？」

「え？」

　エメリアさんに言われて気づいたが、彼女に挿れたままの肉棒が、射精して間もないというのに硬直している。

「んふふ、このままもういっかい、出しちゃおっか」

　エメリアさんはそう言うと、しがみついた俺の身体を支点にゆっくりと腰を引き上げた。根本まで包み込まれていた肉棒が根本から解放され、彼女の内側に溜まっていた精液が、ドロリとかき出されるのを感じた。

　カリが出るか出ないかのところで動きを止めたエメリアさんは、再び腰を落とそうとした。そのタイミングで、俺は思いっきり腰を突き上げた。

「んぎぃぃぁあっ……!?」

　肉棒は一気に根本まで飲み込まれ、先端が最奥部に当たると、エメリアさんが大きく身体を仰け反らせ、わずかに痙攣した。

「あ……あぅ……ん……んもう……悪い子……。いきなり奥まで突かれたら──ああああっ！」

　笑みを浮かべながら、軽く俺を窘めようとするエメリアさんの言葉を遮るように、俺は続けて腰を突き上げた。

「あっあっあっあっ！　レオンくん、そんなっ、急に……激しっ……！」

　エメリアさんが激しく喘ぐ。俺にいいように嬲られているようでありながら、彼女のほうでもタイミングを合わせて腰を揺らして肉棒を刺激する。

　さすがはプロだ。

　うねる粘膜に肉棒をこすられ、快感に脳を刺激されながらも、妙に冷静でいられるのは、やはり賢者タイムのおかげだろうか。

　とはいえ、冷めているわけじゃない。自分から動いているぶん、訳もわからず射精してしまったさっきよりも気持ちいいくらいだ。

　その証拠に、射精してからまだそれほど経っていないにもかかわらず、俺は早くも限界を迎えようとしていた。

「エメリアさん……！」

「んっんっ……イクの？　レオンくん、イクのね？　いいよ、そのままおねえさんのおま○こに、いっぱいぶちまけてぇ」

「うああっ！」




　──どびゅるるーっ!!　びゅるるっ！　びゅるっ!!




「あはぁっ！　二回目なのに、どぷどぷ出てるぅ……！」

　彼女の言うとおり、ほとんど休みなしで連射したにもかかわらず、放出される精液の量に翳りはなかった。

　軟らかな肉壺に包まれた肉棒は、脈打つたびに精液を放ち、俺に快感をもたらした。

「ん……ふぅ……ほんと、悪い子……」

　膣肉で柔らかくイチモツを包み、断続的に射出される精液をその身に受けながら、エメリアさんはふわりと俺の頭を抱きしめた。柔らかな二の腕や豊満な乳房に、ゆだった頭が包まれ、俺は妙に安心してしまう。

「私は慣れてるからいいけど、ほかの娘にこんなことしちゃだめよ？」

「ごめんなさい……エメリアさんの膣内なか、すごくよかったから」

　包まれているだけでも幸せだったけど、もっと気持ちよくなりたいという一心で、つい腰を振ってしまった。彼女の言うとおり、自分勝手な行動だったと思う。

「ふふ、私で気持ちよくなってくれて、うれしい」

　そう言ってエメリアさんは、もう一度ぎゅっと俺の頭を抱きしめてくれた。

　射精がある程度落ち着いたところで、エメリアさんは腰を上げて肉棒を引き抜いた。

「すごい……あふれちゃう……」

　二回分の射精をその身に受けた彼女の膣口から、精液がドロリとあふれだし、内ももを伝い落ちていく。

「じゃあ、お掃除しよっか」

　彼女はそう言うと、床に膝立ちになり、俺の股間に顔をうずめた。

「あむ……」

　そして、軽くしなびた肉棒を咥えた。

「んむ……れろ……こく」

　陰茎にまとわりついた粘液を舌でこそぎ落とすようにねぶったあと、彼女の喉が鳴った。

　俺の精液を飲み込んでくれたんだと思うと、興奮してしまい、舌や口内粘膜の刺激も合わせて、イチモツがまた硬くなった。

「んふ……はむぅ……れろ……じゅぶぶ」

「ぅあっ……！」

　口の中で肉棒が硬直するのを感じ取ったエメリアさんは、一度上目遣いに微笑むような視線を向けたあと、激しく攻め始めた。

「じゅぼぼぼ……レロレロ……」

　舌を絡められ、あるいはキュッと絞った唇にこすられ、ときに吸引されながら、俺の肉棒はエメリアさんに蹂躙された。膣とも手とも異なる初めての刺激に、俺はほどなく限界を迎えた。

「エメリアさん、出ますっ……！」




　──どびゅっ！　どびゅっ！　びゅるるるーー!!




「んぉぐぅ……んく……んく……じゅぼぼ……」

　肉棒が脈打つたび、エメリアさんの喉が鳴る。

　三発目だというのに、大量に放出された精液を飲み干したあと、彼女は肉棒を強く吸引し、肉茎に残った精液を一滴残らず吸い尽くした。

「んはぁ……！　はぁ……はぁ……また、いっぱい出たねぇ」

　そう言ってにっこりと笑ったエメリアさんの口の端から、とろりと白濁の粘液が垂れ落ちた。

　その姿に、しなびていた肉棒がムクムクと起き上がる。

「あら」

　一度視線を落として俺の股間を確認したエメリアさんは、顔を上げ、妖艶な笑みを浮かべた。

「ふふふ、きみが満足するまで付き合うわよ。だから、いっぱい気持ちよくなってね」
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「あっあっあっあっ！」

　俺が腰を振るたびに、眼下でエメリアさんの大きな乳房が揺れる。胸元から首、頬にかけてべったりと精液がまとわりついているのは、さっき胸で挟んでしてもらったからだ。

　あれからいろんな体位を試し、いまは正常位になっている。

　もう、一〇回以上射精したと思う。

　あふれ出したり、飛び散ったりしたふたりの体液が、ベッドだけでなく、部屋のあちこちを汚していた。

「んっんっ……レオンっくん……おねえさんの身体、気持ちいい？　飽きて、ない……？」

「エメリアさん、気持ちいいです！　何回出しても、ずっと挿れていたいくらいに」

「そう、よかったぁ……楽しめるだけ、楽しんでね……んぁあっ……！」

　そのときふと、俺ばっかり楽しんでいるような気がした。

　腰を動かし、肉棒で膣内をこすれば、エメリアさんも気持ちよさそうな声を上げてくれる。ときどき、身体を縮めて痙攣することもあるので、絶頂に達しているんだろうと思う。

　でも、ずっと俺ばっかり奉仕されているような気がした。聞けば朝までの料金をギルマスが払ってくれているらしい。だから、時間はまだあった。

　それまでに、彼女にももっと楽しんで欲しいと思った。

「エメリアさん、気持ちいいですか!?」

「あっあっ！　いいっ……レオンくんのおち○ちん、おっきくて、硬くて……それに、おま○このなか、せーしでぬるぬるしてるからぁ……おねえさん、さっきから何回もイッてるんだよ……？」

　でも、まだ余裕があるみたいだった。いまの俺なら……賢者タイムの俺の能力なら、なにかもっといい手があるんじゃないだろうか。

「はぁっ……ふぅっん……レオンくぅん……もっとぉ……！」

　俺を求めて声をあげるエメリアさんだけど、少し前からぐったりしていた。もうかれこれ二時間以上はやりっぱなしだから、疲れているんじゃないだろうか？

　だったら……。

「《疲労回復リカバー》」

　俺は魔法を使って彼女の疲れを癒やしてあげた。

「んんっ!?　なんだか、急に、元気に……」

　ベッドにぐったりと寝そべっていたエメリアさんは、軽く身体を起こして手をつき、グイグイと腰を動かし始めた。

「あんっあんっ！　いいっ……！　レオンくん、もっと激しく突いてぇっ!!」

「ぐぅぉ……エメリア、さんんっ……!!」

　エメリアさんは俺の動きに合わせて腰を振り始めただけじゃなく、膣内に咥え込んだ肉棒をギュウギュウと締め上げ始めた。快感はいやが上にも増し、思わずうめいた俺だったが、これじゃあ最初のころと変わらず、いいように攻められているだけだ。

　俺のほうからもっと攻めるために……魔法というのはいい戦法かもしれない。

「はぁんっ……どう？　気持ちいい？　もっといっぱい出していいのよ？」

　激しく攻め立てられながらも、俺はなんとか考えをまとめ、ひとつの魔法を選択した。

「せ……《感覚強化センスブースト》……！」

　その名の通り、感覚を鋭敏にする魔法だ。

　本来は五感を強化して、危機の察知などに役立つ魔法だが……。

「んあああああああっ!?」

　魔法効果が現れると同時に、エメリアさんは悲鳴のような嬌声を上げて大きく仰け反った。

「イクっイクっイクっイクっ！　イッちゃうううぅぅうううっ!!」

　感覚強化センスブーストによって触覚を鋭敏にされたエメリアさんは、粘膜からの刺激を相当強く感じているようだ。

　あまりの快感に身体を支えていられなくなったのか、彼女は再びベッドに身体を預けた。

「あっあっ……うそ……いやぁ……！　出るっ……でちゃうぅぅううっ!!」

　出る？　いったいなにが──と思った矢先、接合部から熱いものがプシャップシャッと断続的に放出された。それは愛液や精液のようなドロリとしたものじゃなく、透明でサラサラとした液体だった。

　もしかして、これが噂に聞く潮吹きってやつか？

「やだぁ……おち○ちんでなんて、ありえないぃっ……！」

　言いながらエメリアさんは恥ずかしげに顔を覆い、身をよじった。

　挿入で潮を吹くなんて、普通はないことなんだろうか？

　よくわからないけど、エメリアさんが気持ちよさそうにしているのはなんだか嬉しくて、俺はさらに腰のストロークを大きくし、動きを速めた。あいかわらず体力は無限に湧き上がってくるようで、いつまで経っても疲れる気配がない。

「ひぃっ……あ、あ、あ、あ、あ、あ、ま……まってぇ……イッてるぅ……いま、イッてるからぁ！　止まってぇ……おかしくなる……わたし、おかしくなっちゃううっ!!」

　いつの間にか顔を覆っていた手は離れ、エメリアさんは身体を硬直させながら、シーツをギュッと握りしめていた。

「おねがいよぉ……もう、ゆるひてぇ……」

　なんとか首だけを持ち上げ、こちらを見る彼女の目尻からはボロボロと涙が溢れ、だらしなく舌先を出した口の端からよだれを垂らしながら、エメリアさんは俺に懇願した。

　そうしているあいだも絶頂を迎えているのか、断続的に腰回りが痙攣し、ときおりプシャッと音を立てて潮が噴出される。

「へん……へんなのレオンくぅん……！　おへやのなか……やらしい匂いが充満してて……じゅぼじゅぼじゅぼじゅぼ、エッチな音うるさくてぇ……あたま、おかひくなっちゃぅぅううぅっ!!」

　どうやら触覚だけじゃなく、聴覚や嗅覚からも刺激を受け、エメリアさんは本当におかしくなってしまいそうに見えた。でもそんな彼女が愛おしくて、俺はエメリアさんに覆い被さった。

　精液にまみれた乳房がべっとりと胸板に密着したけど、気にせず彼女の背中に腕を回して抱きしめ、唇を重ねた。

「んんーっ!?」

　口内に舌を入れた瞬間、彼女はまた硬直し、膣がギュウッっと締まった。

　もしかしたら、味覚から得た刺激でまた絶頂に達したのかも知れない。

「はむ……じゅぶ……れろぉ……」

　それでも俺は気にせず、彼女の口内をまさぐりながら、激しく腰を動かし続けた。エメリアさんのほうでも俺を求めるように、しがみついてきた。彼女の両腕が背中に、両脚が腰に絡みつき、その心地よい束縛を楽しみながら、一心不乱に舌を絡め、腰を振り続けた。
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　じゅぷじゅぷ、にちゃにちゃというねっとりとした水音だけが室内に響く。

「んちゅぷ……レロレロ……はむぅ……んんーっ」

　そうやって、まるで恋人同士のように互いを貪り合っていると、ほどなくお互いに限界が訪れた。




　──びゅるるるるるるぅぅぅぅっ！！！！　びゅるるっ！　どびゅっ!!　どびゅるるっ!!




「んんんんんんーーーーーっ！！！」

　口を塞がれたままのエメリアさんが、くぐもった悲鳴を漏らした。

　そんな彼女の膣内に、俺はこの日一番の量の精液を放出する。

　永遠に続くんじゃないかというくらいに、何度も何度も肉棒が脈打ち、そのたびに精液が勢いよく放出され、意識が明滅した。彼女のほうでも絶頂に達しているのか、俺の脈動に合わせて、ビクンビクンと身体が震え、全身を硬直させた。

「んむ……れろぉ……ちゅぷ……」

　そして互いの絶頂が収まるまで、俺たちは舌を絡め続けた。

「はぁ……はぁ……レオン、くぅん……」

「エメリアさん……」

　長い射精が終わり、まったりとしたキスをやめたあとも、俺たちはしばらく抱き合っていた。

　とても心地いい時間だったけど、そろそろ一区切りつけようと、俺は身体を起こし、腰を引いて肉棒を抜いた。

「んぅ……」

　まだそこそこの大きさを保っていた肉棒を抜く際、カリが膣口に引っかかり、エメリアさんは軽く喘いだ。

「んふぅ……いっぱい、あふれちゃう……」

　彼女の言うとおり、肉棒が抜かれた直後から、精液がドロドロと止めどなく溢れ始めた。長く入れっぱなしだったせいか、エメリアさんの膣口はだらしなく開いたままだった。

「うん……しょ……っと」

　エメリアさんは、俺に股間を見せつけるように股を開いたまま、上体を起こした。

　精液の流れ出る勢いが少し遅くなっていたが、彼女が起き上がる拍子に力が入ったのか、その瞬間だけゴポリという音とともに、少し勢いよく粘液があふれ出す。

「んふふ……まだまだ入ってるよ……んっ……んっ……」

　ようやく流出が落ち着いたかに見えたが、エメリアさんがイキむと、ごぷ、ごぷっと精液が漏れ出した。

　それを最後に、精液の流出は収まった。

　彼女の股間の前には白濁の水たまりができていた。

「ほんと、一〇回以上出したっていうのに、最後までたくさん出しちゃうんだから……。レオンくん、あなた何者なの？」

「えっと、ただの冒険者ですけど……」

　そう答えたものの【賢者】という存在がただ者ではないことを、俺は彼女とのセックスを通じて痛感していた。おそらくなんだけど、賢者タイムが始まった直後に習得した大量のスキルが、いろいろと影響しているんだと思う。

　たとえば疲れにくかったり、激しく身体を動かし続けられるのには〈身体能力向上〉の恩恵があるだろう。

　出血などによる体液の流出に効果がありそうな〈身体損傷回復力強化〉あたりが、精液の再生に関与していそうな気もするし。

「あと、途中で急に疲れがなくなったのは？」

「それは、その、魔法で……」

「え!?　じゃあ、急に敏感になったのも……？」

「はい。《感覚強化センスブースト》を……」

「本当に？」

　怒られるかと思ったけど、エメリアさんは目を見開いたあと、怪訝な表情を浮かべた。

「戦闘用の魔法って、塔の中でしか効果がないって聞いたことがあるけど……」

　たしかにそれはそうだ。戦闘職が習得するスキルやレベルによる能力補正なんかは、塔の外だと効果が激減してしまう。黒魔法や白魔法に至っては、塔の外では使えないのだという基本的なことを、俺はいまさらながら思い出した。

「たしかに支援魔法を使ったセックスの話は聞いたことがあるけど、そういうのは冒険者同士が塔の中でやってるって噂よ」

　そう言われて思い当たることがあった。

『【赤魔道士】って《身体強化フィジカルブースト》しか使えないの？　残念ね……』

　いつものように、ウォルフと一戦交えたあとのレベッカが、そんなことを言っていたのを思いだした。あれはそういうことだったんだろう。

　そのあと【白魔道士】にクラスチェンジして他の支援魔法も覚えたけど、そのときにはロイドが加入していたから、レベッカたちはそこまで乱れることがなくなっていた。

「あーあ、でも、プロ失格ね、私」

　俺が考えを巡らせていると、エメリアさんが俺の隣でそんなことを言った。

「どうしてです？」

「だって、お客さんを楽しませるのが仕事なのに、あんないいようにイカされちゃってさ」

　そういえば、エメリアさんの態度が最初に比べてずいぶん砕けた感じになってるな。それだけ距離が縮まったんだとしたら、なんだか嬉しい。だったら俺のほうも、ちょっと歩み寄ってみようかな。

「でも、さっきのが一番気持ちよかったよ？」

「そうなの？　私はもう無我夢中って感じだったから、ちゃんとサービスできた自信がないんだけどね」

「えっと、俺、思うんだけど、セックスってお互いが気持ちいいほうが、よくない？」

　少なくとも俺はそうだ。エメリアさんが俺に奉仕してくれるのは、それはそれでよかったけど、やっぱり彼女がしっかりよがってくれたほうが、気持ちよかった。

「エメリアさん……？」

　なんかエメリアさん、きょとんって感じで固まってるんだけど。

「ぷっ……くく……あはははははっ！」

　と思ったら、急に吹き出して大笑いし始めた。

　なんだなんだ？

「あはは……あーおかしい……！」

「えっと、なにがそんなにおかしいの？」

「ふふふ、だってぇ……そんな当たり前のこと、ついさっきまで童貞だった坊やに言われるなんてさ」

「ぼ、坊やで悪かったな」

　ちょっとバカにされはしたけど、彼女とのそんなやりとりが、妙に楽しかった。

　そういえば俺、こうやって女の人と普通に話すの、こっちに来てからほとんどなかったかも。

「うふふ、褒めてんのよ」

「エメリアさん……」

「さんはいらないわ、レオン」

　呼び捨てにされてドキッとした。

「エ、エメリア」

　ちょっと緊張したけど、そうやって呼び捨てにすると、エメリアは嬉しそうに笑ってくれた。

「ありがとね」

「え？」

「私たちの仕事って、言ってみればおま○こを使ってオナニーを手伝うようなものなのよ」

「そんな……」

　自分を卑下するようなエメリアの言葉に、少しだけ胸が苦しくなった。

「そんな顔しないで。仕事にはちゃんと誇りを持ってるんだから」

「そう……」

「でも、そうね。もう何年ものあいだ、何百人って男の人の相手を何千回としたけど、セックスをしたのは久しぶりかも」

　言いながら虚空を漂っていたエメリアの視線が、俺を捉えた。

「ねぇ、レオン」

「なに？」

　彼女の口元に、艶やかな笑みが浮かぶ。

「私、もっとセックスしたい」

「……俺も」

　彼女のその言葉と、妖艶な笑みに、イチモツが硬くなっていく。

「魔法はまだ使える？」

「うん。いくらでも」

「素敵……」

　それから俺たちは、朝までセックスをしまくった。




《賢者タイムを終了します。おつかれさまでした》







一章　【賢者】は新たな出会いを果たす




《《　検証　》》




　明け方、ひたすらセックスを楽しんだ俺たちは、しばらく繋がったまま眠りについた。意識を完全に手放す直前、メッセージが聞こえた。

　それから、エメリアの厚意で昼間まで休ませてもらった俺は、シャワーを借りて店を出た。

　部屋も身体もドロドロだったので、試しに生活魔法の《浄化クリーン》を使ってみたけど、あまり効果はなかった。

「また来てね」

「うん。今度は自分のお金でエメリアを抱くよ」

「ええ、待ってるわ」

　店を出た俺は、冒険者ギルドへ向かった。

　本当なら今日一日くらいは休んだほうがいいんだろうけど、昼まで寝たおかげかかなり回復していたので、そのまま塔の探索へ向かうことにしたのだ。

「あー、回復薬ポーションとか食料を用意しないといけないけど……ま、いいか」

　装備以外の物資については、ほとんどを狼牙剣乱に渡していたけど、今日の探索は早めに切り上げるつもりなので、本格的な物資の準備は明日以降に回すことにした。

　一応〈収納庫ストレージ〉には、装備品と着替え以外に、傷用回復薬フィジカルポーションと疲労回復薬スタミナポーション、魔力回復薬マギポーションがふた瓶ずつと、携行食が三食、軽い疲労回復リカバー効果のある寝袋が入っている。

　あと、水だけは数樽持っているんだけど、それはさすがに返せとは言われなかったからそのままだ。今回のアタックは半日程度で終える予定なので、これだけあれば充分だろう。




『明日っからお前ぇさん、人気者だぜ？』

　昨日衛兵さんに言われた言葉を思い出し、ちょっとドキドキしながらギルドに入った。

「ん……？」

　ギルドに入ってすぐの待合スペースには結構な人がいたんだけど、俺に興味を示すようなやつはいなかった。

　っていうか、受付近くに人が集まっているんだけど、なにかあったのかな？

「狼ろう牙が剣けん乱らんがいないとは、どういうことですの!?」

　その人だかりの中心らしきところから、そんな声が聞こえてきた。あまり聞きたくない名前を聞いてしまったなぁ。

「おや、噂をすりゃあ狼牙剣乱のメンバーさんがお見えだよ？」

　そんな声が聞こえたあと、その場にいた全員の視線が俺に集まった。

　なんなんだよ、いったい……。

「どこ？　どこにいらっしゃるの!?」

「ほら、入り口んとこだよ」

　次の瞬間、人だかりが割れ、その先にひとりの女性が見えた。

　その女性はローズゴールドの長髪を縦ロールにし、豪奢なマントを身に纏っていた。少し開いたマントのあいだから見えるのは……ドレスアーマーってヤツかな？

　いかにも高貴そうな女性が、つかつかと俺のほうに歩いてくる。

「ねぇあなた！」

　俺より少し背の低いその女性は、目の前で立ち止まると、軽く見上げるかたちでライトグリーンの瞳を向け、鋭い視線とともに問いかけてきた。昨日までならこんな美人を前にしたらオタオタしてただろうけど、妙に落ち着いているのは童貞を捨てたからだろうか。

「なんでしょう？」

「あなた、狼牙剣乱のメンバーですの？」

「元、ですけど」

「元？」

　首を傾げる女性の向こうから、ひとりの大柄な、虎獣人の女性が歩いてくるのが見えた。

「ああ、そういやクビになったんだったねぇ、【赤魔道士】さん？」

　その大柄な女性は俺を馬鹿にするような笑みを浮かべながら、そんなことを言った。

　見覚えのある人だ。

　なんとかいう女性だけのパーティーでリーダーをやっている人で、何度かウォルフに突っかかってたのを見た覚えがある。ウォルフのほうは相手にしてなかったけど。

「聞いたことがありますわね。狼牙剣乱には足手まといの【赤魔道士】がいると」

　彼女がそう言った瞬間、周りがザワつき始めた。

「あっはっはっは！　そうそう、こいつがそのハズレ【赤魔道士】さまだよ!!」

　そんなザワめきをかき消すかのように、女はわざとらしく笑い、大声を上げた。

「で、どうするのさお姫さま？　狼牙剣乱にこだわるってんなら、昨日までのこいつは一応メンバーだったよ？」

「ハズレクラスを？　ありえませんわ！」

　彼女は吐き捨てるようにそう言うと、踵を返して受付に戻っていった。

　虎獣人の女は俺を一瞥して口角をわざとらしく片方だけ上げたあと、ピンク縦ロール女性の後についていった。

「だったらやっぱアタイら爆ばっ華か繚りょう乱らんに入るべきじゃない？」

　ああ、そういやあいつ、そんな派手派手しい名前のパーティ名だったなぁ、なんてことをふたりの背中を見送りながら思った。

「わたくしはいずれ勇者になる身ですのよ!?　ならば所属するパーティーにもそれなりの格が必要です！　たかがＣランクパーティーなどあり得ませんわ!!」

　勇者という言葉に、胸がチクリと痛む。

「くっ……！」

　女虎獣人は悔しさに言葉を詰まらせたが、すぐに切り替えて説得を再開する。

「っつってもさぁ、いまここにいるなかじゃあ、アタイらが一番ランクが高いんだよ？　いくら探してもアタイら以上の冒険者なんていないって」

「でも狼牙剣乱はＢランクでしたわ！」

「そりゃあいつらが異常だったんだって！　ここじゃあＢランクに上がる前に次に進むのが普通なんだよ」

「むぅ……」

「とりあえず護衛ってことで、試しに同行してみない？」

　そこからちょっとしたやりとりで高貴な女性のほうが折れ、彼女は爆華繚乱の他のメンバーらと一緒に酒場へと消えていった。打ち合わせでもするんだろう。

　彼らがいなくなると、集まっていた冒険者たちは散らばっていった。その中の何人かが俺の肩を優しく叩いてくれた。

　なんだかよくわからない連中に絡まれてしまったけど、さっさと探索の申請を済ませよう。

「ゆうべはお楽しみだったようですねぇ」

　受付台に着くなり、ミリアムさんメガネが怪しく光る。

　ギルマスめ、余計なことを言いやがったな。

「あはは……ところで、さっきの女性はだれなんです？」

　とりあえず話題を逸らそう。正直言ってあんまり興味はないけど。

「領主のご息女、リディアさまよ。知らないの？」

「あー、【姫騎士】の」

　領主の三女で冒険者のリディアといえば、特殊職【姫騎士】で有名だ。

　そういや何回かウォルフのところに加入の希望を告げてたけど、レベッカがはねつけてたんだっけか。

「たしかいつもは護衛が何人かついてたと思うんですけど」

「なんでもレベル三〇になったら加入していいとレベッカさんに言われていたそうよ。昨日の探索で達成したから、今日は狼牙剣乱に加入するつもりだったんでしょうね」

「あー……」

　いいようにあしらわれたな。レベッカのやつ、そのあたりの見極めが妙に鋭いというか……。

「それで、今日は探索？」

「はい。あ、その前に祝福の間を使いたいんですけど」

「……昨日確認したんじゃないの？」

「いや、ほら、昨日とは違ってるかもしれないですし？」

　う……ミリアムさんのジト目が痛い……。

「童貞捨てたくらいでいい気になってんじゃねぇぞこの素人童貞が!!」

　……なんていう心の声が聞こえてきそうだ。

「はぁ……。まぁ、いいでしょう」

　少し居心地の悪い思いをしながらも手続きを終えた俺は、祝福の間に入った。




「ほっほっ、ゆうべは朝までお楽しみじゃったらしいのぅ！」

　部屋の中には、予想通りというかなんというか、ギルマスが立会人として待ち構えていた。

「はぁ……ミリアムさんに余計なこと言わないでくださいよ。視線が痛いのなんの……」

「ははは、すまんの……で、どうじゃった？」

「最高でした」

「そうかそうか！　そりゃよかったわい！」

　楽しげにひとしきり笑ったあと、再び俺を見たギルマスの眉が、クイッと上がった。

「しかし、ずいぶんと男前ぶりがあがったのう？」

「そうですか？　だとしたらエメリアのおかげですかね」

　俺の答えに、ギルマスは首を横に振る。

「元からお前さんのなかにあったもんが目覚めただけじゃよ。自信を持つがよいわ」

「……はい」

　それから俺は祝福のオーブに触れたが、残念ながら【賢者】へのクラスチェンジはできなかった。

「ほほっ！　とりあえず童貞喪失では条件は満たされんみたいじゃのう」

「からかわないでくださいよ」

「いやいや、これも立派な情報じゃ。本部に報告すれば一〇万は固いぞよ？」

「いや、それ報告するんですか!?」

「未知のクラスじゃからの。どんな細かいことでも情報は上げんと」

　……賢者タイムのことは伏せておいたほうがよさそうだな。どんな面倒ごとに巻き込まれるとも知れない。

「あの、もしかして昨夜のこと、エメリアから聞いてたり……？」

「いや、あの店の嬢ちゃんはみなプロじゃ。サービス内容を話すようなことはないわい」

　塔の外で魔法効果が発揮されたこと、口止めしといたほうがいいかもと思ったけど、その心配はなさそうだ。

「さて、次は素人童貞を捨ててからまたくるがよいわ」

「相手がいませんよ」

「そうかの？　ミリアムあたり案外コロッといきそうじゃがのう」

「だから、からかわないでくださいって」

「ふむう、からかっているつもりはないんじゃがな」

　本気で言ってるならなおさらタチが悪いわ！

「じゃあそろそろ行きますよ」

「うむ……あ、そうじゃ！」

「どうしました？」

「いや、上層階を周回しておった狼牙剣乱がおらんようになったからの。一応気をつけとけよ」

「……一日ですよ？」

「念のため、じゃよ。滅多なことはあるまいが……、少しばかりあやつらに任せすぎたのではないかと心配もしておるのじゃ。まぁ、心の片隅に留めておくがよい」

「わかりました」

　祝福の間を出た俺は、ふたたび受付に向かった。




「……なにかしら？」

「ああ、いえ、なんでもないです」

　いかんいかん、ギルマスが変なことを言うから、ついミリアムさんを見てしまった。

　しかし改めて見ると、この人もかなりの美人だよな。ショートボブの頭髪は、大半がライトブラウンだけど、ところどころに黒髪や白髪の束が、メッシュ状に混じっている。これは別におしゃれでカラーリングしているわけじゃなく、生まれつきらしい。

　ゆらゆらと揺れる尻尾も、同じようにその三色に彩られていた。

　身長は俺と同じくらいで、女性にしては少し高め。華奢で狭い肩幅、ほっそりとした長い手足やしなやかな身体のラインが魅力的だ。胸はちょっと小さめだろうか。

　仕事もできてこれだけ美人なのに、いままで彼氏すらできたことがないってのは本当なんだろうか？

　……ま、いくらなんでもそりゃないか。

「そういえばギルド内がまたちょっと騒がしいみたいですけど？」

「【姫騎士】と爆華繚乱が探索に入ったのよ。なんでも三一階から始めるみたいね」

「へええ」

「とりあえず今日のところは四一階まで昇って帰還するそう……って、レオンくんには興味ないか」

「まぁ、そうですね」

　ミリアムさんが軽く肩をすくめたので、俺も同じように返しておいた。

「さて、今日の探索予定ですが、どうなさいますか？」

　クイっとメガネをあげてお仕事モードに入ったミリアムさんが、尋ねてきた。

　冒険者は塔を探索する際、事前にプランを告げておく必要がある。なにかあったとき、救援をしやすくするためだ。あと、同じ階層に冒険者が固まらないよう調整する必要もある。

　昨日いきなり塔に入れたのは、ギルドマスターがいたからだ。

「三一階から三五階ですけど……被りますかね？」

「前半は速度重視で行くでしょうから、問題はないでしょうね」

「だったらそれで」

　Ｄランクの俺には三五階という階層制限があるので、それより上の階層へ上ることはできない。なので、三五階まで行って、三一階に戻り、転移陣で帰還するというプランだ。

「ではいってらっしゃいませ」

　ミリアムさんに見送られ、俺は塔に向かった。
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　昨日とは別の衛兵さんと軽く言葉を交わしたあと、転移陣で三一階に来た俺は、探索を開始後まもなく、敵と遭遇する。

「ゴブリンの群れか」

　ゴブリンソルジャーが率いる、ゴブリンリーダーとホブゴブリンの群れだ。ソルジャー一、リーダー二、ホブ三という構成だった。強敵というほどではないが、単純に数が多いので油断すれば熟練パーティーでもやられてしまう場合がある。

　上位種が率いるモンスターの群れと戦うには、まず統率者に一撃を加えて牽制し、指揮が乱れたところで弱い敵から確実に倒していくのが望ましい。本来であれば、弓矢か攻撃魔法で牽制をして前衛が突っ込む、というのが基本戦術になるわけだが、【赤魔道士】の俺はそれをひとりでやれるんだな。というわけで、まずはソルジャーに……。

「《雷弾サンダーブレット》！」

　狙い通り頭に当たれば、衝撃と雷撃で数秒は動きを封じられる。その間にホブゴブリンを二匹倒せれば、あとは楽勝だ。

　魔法の発動と同時に踏み込んだ俺は、一気に群れとの距離を詰めたのだが──、

「ゲペッ!?」

「はぁ？」

　《雷弾サンダーブレット》を受けたゴブリンソルジャーの頭が爆散した。

「ゲギャギャ！」

「グギーグギー!!」

　突然の出来事に驚くゴブリンたちは、統率者を倒された怒りに燃えて突進してきた。

「くっ、いったん退さがっ──え……？」

　距離を取るべく後方へ跳んだんだけど、思ったよりも身体が軽く、充分すぎる間合いを取ることができた。

「じゃあ改めて……せあぁっ！」

　とりあえず反撃をすべく、再び向かってくる群れにめがけて踏み込んだ。やはり身体が軽い。

　一気に間合いを詰めた俺は、ミスリルソードを一閃した。

「ゲギッ……？」

「ギャッ!?」

　二匹のホブゴブリンを、まとめて胴から真っ二つにした。いつもより剣速が速く、斬るときの抵抗も少ない。

　そのあとも、俺が剣を一振りするたびに敵は倒れ、あっという間に勝利を収めた。

「もしやとは思っていたけど、すごいな……」

　塔に入るなり力が湧き上がってきた。

　クラスの恩恵が発動したわけだけど、いつもより明らかに調子がよかった。

　賢者タイムほどの全能感はないけど、昨日ギルマスと塔に入ったときとは比べ物にならないほど強くなったと実感できた。レベルが一〇は上がったような気分だ。

「スキル、か……」

　昨日【賢者】にクラスチェンジしたとき、俺は自分の能力が一気に高まるのを感じた。塔の外であるにもかかわらず、だ。そして、それ以外に大量のスキルを習得していた。

　賢者タイムの終了とともに、おそらく【賢者】の能力補正は失われたのだろう。しかし、習得したスキルはそのまま残っている。あの山ほどあった強化系スキルのすべてが、だ。

「はは……すごいな」

　つまり、俺は【赤魔道士】でありながら、レベル二〇初級リミットレベルを遙かに超える強さを手に入れたのだ。

「よし、どんどんいってみよう」

　ひとまず俺は周りにいるモンスターを片っ端から倒していった。

　試しに魔法を使ってみたが、どれも効果がかなり上がっているにもかかわらず、使用後の消耗は少ない。

　〈魔力向上〉〈魔法効果増大〉〈消費魔力軽減〉あたりがうまく作用しているんだろう。

　そうやってサクサクとモンスターを狩ったあと、《感覚強化センスブースト》を使ってあたりの気配を探る。

「さて、ちょっと恥ずかしいけど、賢者タイム発動の検証だ」

　昨日、エメリアと初めてセックスをしたとき、賢者タイムは発動した。

　トリガーになるのは、射精だろうか？

　とりあえず俺はズボンの前開きから肉棒を取り出し、エメリアとの行為を思い出す。そしてムクムクと大きくなってきた肉棒に手を伸ばした。

「おぅ……」

　《感覚強化センスブースト》で感覚が鋭敏になっているため、肉棒に触れただけでつい声が出てしまったが、気にせずしごいた。

「うっ……くっ……！」

　触覚が鋭敏になったおかげで、比較的早く限界を迎えた俺は、びゅるるっ！　と精液を放出した。断続的な脈動とともに快感が繰り返され、徐々に刺激が弱まっていく。

　やがて肉棒は脈打つのをやめ、少しずつ硬さを失っていった。

　それと同時に、すぅっと思考が冷めていく。

　…………。

「だめか……」

　しばらく待ってみたが、肉棒が完全にしなびても、賢者タイムが訪れることはなかった。

「やっぱりセックスが条件なのかな？」

　そうなると次に問題となるのは、セックスなら相手は誰でもいいのか、エメリアじゃないとだめなのか。

　それとも、あれは一回限りのできごとだったのか……。

　もしそうだとしても、得られたスキルだけで充分楽にはなるけど。

「それじゃあ、探索を続けますか」

　手っ取り早く帰って検証するなら、このまま三一階の転移陣を利用すればいい。

　俺は今夜もエメリアを抱くつもりだった。検証もあるけど、純粋に彼女とのセックスを楽しみたい。でも、彼女は高級娼婦で、ギルマスに聞いたところによると、最短一時間で五万ガルバするのだとか。朝まで拘束となると、入る時間にもよるけど二〇万はいくらしい。

　三五階までを往復すればそれくらいは稼げるだろうから、ここはひとつがんばろうと思う。彼女とのセックスを楽しむのに、一時間や二時間じゃあ足りないからな。




　それから探索を続けた俺は、半日ほどで三五階までを攻略した。

「いやぁ、さすがに三五階まで来ると、ちょっとしんどいな」

　いくらスキルで強化されているとはいえ、やはり昨日訪れた二〇階台とは現れる敵の強さが格段に違う。

　一階層あたりにかかる時間は、倍近くになっていた。

　連戦に次ぐ連戦で、魔力回復薬マギポーションと疲労回復薬スタミナポーションをそれぞれひと瓶ずつ飲んだ。

「さて、そろそろ引き返すか」

　三六階に続く階段にたどり着いた俺は、周りに敵がいないのを確認して携行食をひとつかじったあと、再び下層を目指して踵を返した。

　そのとき、階段のあたりから、妙に騒がしい音が聞こえてきた。

「なんだ……？」

　振り返ると、ボロボロになった爆華繚乱の連中が、慌てて階段を降りてくるのが見えた。




《《　遭遇　》》




　階段から転げるように下りてきた爆華繚乱の連中、ただごとじゃなさそうだ。

　好きなやつらじゃないけど、塔で困っている冒険者を見捨てるわけにはいかない。

「おい、大丈夫か!?」

　爆華繚乱は女性だけの六人編成パーティーなのだが、ひとりが完全に気を失っているようだった。ギルドで俺に絡んできた、リーダーらしき虎獣人の女性は、まだ比較的動けるようで、気絶したメンバーを背負っている。

「あ、アンタは……？」

　そのリーダーが俺に気づいた。

「君ら、いったいなにが──」

「た、頼む！　助けておくれっ!!」

　リーダーは気絶した仲間を床に横たえるなり、俺に土下座してきた。

「アンタ、【赤魔道士】だよね？　気休めでもいいから回復してやってよ!!」

　うーん、微妙に失礼なこと言われているような気がするけど、緊急事態だし、大目にみよう。

　とりあえず、一番重症そうな気絶してるやつから始めるか。

「《傷回復ヒール》、《疲労回復リカバー》」

「え……？」

　俺が回復魔法を使うと、リーダーを始めとする他のメンバーが驚きの表情を浮かべた。

「アンタ、《傷回復ヒール》はともかく、なんで《疲労回復リカバー》を……」

「俺は【白魔道士】もレベル二〇リミットレベルだから」

「……そうなの？」

　とりあえず怪我と疲労が回復した女性は、表情を和らげて寝息を立て始めた。

　《傷回復ヒール》と《疲労回復リカバー》に気絶から目覚めさせる効果はない。でもまぁ、ここまで回復すれば、軽く揺するなりすれば起きるだろう。

「ほかの人も順番に回復していくから、ちょっと待ってて」

　とりあえず全員に《傷回復ヒール》をかけていく。ここから帰るにしても、三一階までは歩いていかないといけないからな。

「できれば《疲労回復リカバー》もかけてあげたいけど、そこまで魔力に余裕はない、かな。悪いけど」

　いくらスキルの恩恵があるといっても、元が魔力の少ない【赤魔道士】なうえ、ここまでの探索で魔力を一度使い切ってしまっている。魔力回復薬マギポーションをひと瓶飲んだ回復量だと、これが精一杯だ。

「わぁ……」

「すごい……」

「これ、ただの《傷回復ヒール》よね……？」

　俺の回復魔法を受けた人たちが、感嘆の声を上げる。いや、かけた俺もびっくりの回復具合だよ。

　ただ、かなりスタミナを消耗していたのか、五人中ふたりが眠るように意識を失った。傷の痛みで意識を保っていたが、その傷が治ったことで気が緩んでのことだろう。

「アンタ、何者なの……？」

　リーダーが訝しげな表情を浮かべる。

「ただの【赤魔道士】……といいたいけど、一応初級職は全部レベル二〇初級リミットレベルにしてるからね。そこらへんの【赤魔道士】よりは使えると思う」

「え……」

　俺の言葉に、リーダーが絶句する。

　衛兵さんは俺のこと有名だって言ってたけど、知らない人は知らないんだなぁ……。

「……あの、ごめんなさい、ちょっといいかしら」

　固まるリーダの脇から、小柄な女性が顔を出した。

「なに？」

「ここまでしてもらっておいて、頼みづらいんだけど……お水、少し分けてもらえると嬉しい……」

「ああ、それなら」

　とりあえず〈収納庫ストレージ〉から水をひと樽取り出した。

　六人なら一日探索してもおつりが出る量だ。

「ちょ、ちょっと……いいのかい？　アンタのぶんは……」

　爆華繚乱の三人は固まり、リーダーがなんとか口を開いてそう言ったんだけど。

「まだ一〇樽近くあるから、大丈夫だよ」

　ウォルフたちも水だけは残してくれたから、豊富にあるんだよな。

「「「はぁ!?」」」

　三人が一斉に声を上げた。ちょっと、恥ずかしいな……。

「えっと、俺、【荷運び】レベル二〇初級リミットレベルだから……」

「一般職まで……？」

　ギルドで俺を馬鹿にしたことに、なにか思うことでもあるのか、リーダーはばつが悪そうに顔を逸らした。

　しかしすぐ、なにかを思いついたように顔を上げる。

「そ、そうだ、助けておくれ！」

「いや、いまできるのはこれが精一杯で……」

「そうじゃない！　【姫騎士】だ！　彼女、アタイらを逃がすためにひとりで残ったんだよ!!」

　【姫騎士】がひとりで残った？　彼女らを逃がすために？

　……いったいなにから？

「ちょっと待ってくれ、君たちは三〇階台の探索に出ていたんだよな？」

　俺は【賢者】へのクラスチェンジのため、クラスに関わる文献を読み漁った。そのおかげか、装備を見ればその人物がどのクラスに就いているのか、かなり正確に見極められるようになっている。

　まず目の前にいるリーダーは、上級職の【装甲戦士】で間違いないだろう。

　気絶していたのは中級職の【神官】。

　残りも全員中級職で【武闘家】【狙撃手】【密偵】【魔導師】という、非常にバランスのとれたパーティーだ。

　ちなみにいま意識を保っているのは【狙撃手】と【密偵】、そしてリーダーである【装甲戦士】の三人のみ。前衛で消耗の激しい【武闘家】と魔力切れ寸前だった【魔導師】が、傷の回復とともに意識を失っていた。

「Ｃランクパーティーの爆華繚乱が、どうして三〇階台で苦戦を？」

　Ｃランクともなれば、五〇階の攻略が認められるランクだ。

　少なくとも中級職の全員はレベル三五中級マスターレベルに近いはず。

　あとひとりかふたり上級職へクラスチェンジして、適当にレベリングすれば、最上階を攻略できる力を持っているはずなのに。

「三七階に上ってちょっと進んだところで、ロード級が出たんだよ！」

「なんだって!?」

　この塔でロード級が出るのは、最上階である五〇階のみだ。それが、四〇階台を飛び越えて、三七階に？　あり得ない……。

『上層階を周回しておった狼牙剣乱がおらんようになったからの。一応気をつけとけよ』

『……一日ですよ？』

　俺はギルマスとの会話を思い出した。

　塔はモンスターを生み出す施設だ。そして生まれたモンスターは塔の外を目指して動き始める。上層階で生まれたモンスターが下層階に現れるのは、異常なことではない。なので、冒険者はモンスターが塔から溢れないよう、そして危険な個体をできるだけ上層階に押しとどめるよう、戦っているのだ。

　つい昨日まで、俺は狼牙剣乱のメンバーとして、四一階から五〇階までを攻略していたのに、なんで……。

「ロード級って、いったいなにが出たんだ？」

　もし【姫騎士】がひとりで戦っているのなら、一刻も早く救援に向かわなければいけない。でも、敵の情報を知らず闇雲に駆け出せば、足を引っ張る危険性もあるのだ。

　行動は迅速に、でも焦っちゃいけない。
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　ゴブリンロードが率いるゴブリンジェネラルの群れという答えを聞いて、俺は内心で舌打ちをした。

　確かに俺たちは最上階を含む上層階で探索を行っていたが、それはあくまでレベリングのためで、間引きのためじゃない。同じロード級でも、ゴブリンはあまりおいしくないので、無視していたのだ。それでも一応、四〇階台でゴブリンロードを見つけたときには倒していたが、気づかずに見逃していた連中がいたんだろう……。

「まさか三〇階台にロード級がいるとは思ってなかったから、アタイらも油断しちまってね……」

　爆華繚乱のパーティー構成なら、ゴブリンロードが率いる群れを相手にしても、むざむざやられることはないだろう。

　しかしちょっとした油断が致命的なダメージになってしまうのが、モンスターとの戦闘だ。

「群れひとつはなんとか倒せたんだけど、直後にまた別の群れが現れてさ……」

「まさか、ゴブリンロードが二匹も!?」

　あとから現れたのは配下にゴブリンジェネラルが三匹のみ、と最初より数は少なかったものの、油断して戦術が崩れたまま戦闘を終えた直後の出現で、戦線は完全に崩壊したそうだ。あとの群れがもう少し早く現れていれば、全滅もあっただろうと。

「苦戦を強いられたアタイらは、なんとか逃げながら戦い続けたんだけど、途中でこの娘が倒れちまって……」

　そう言ってリーダーの【装甲戦士】は、【神官】に視線を落とした。

　聞けば彼女は魔力切れで気絶したらしい。なら、できるだけこのまま寝かせておいて、魔力回復を図ったほうがいいだろう。

「しかし、なんで【姫騎士】はひとりで？」

「ジェネラルどもはなんとか倒せたんだけど、そのときには戦闘を続けられるほどのスタミナが残ってなくてね……」

「じゃあ、彼女はいまゴブリンロードと一対一で戦っている？」

「ああ。アタイらも加勢しようとしたんだけど〝庶民を守るのは貴族の役目〟とか言い出して……」

　なかなか格好いいことを言うじゃないか。

「それに、足手まといにしかならないと思ったアタイらは、とにかくその場を離れて救援を呼ぶことを優先しようと思ったんだ」

　たしかに、ここまでヘトヘトになった仲間は、足手まといにしかならない。見捨てて囮にするというならまだしも、【姫騎士】は彼女らを守るつもりらしいし、だったらいなくなってくれたほうがマシだろう。

「たしか、あの【姫騎士】はレベル三〇だったな……」

　探索開始前の、ミリアムさんとの会話を思い出す。

「いや、探索途中にひとつかふたつレベルアップしてたよ」

「なるほど。だとしても、キツいよな……」

　【姫騎士】は中級職に相当するが、特殊職のため、一般の中級職よりはかなり強い。

　レベル三〇台前半……ゴブリンロードと一対一なら、なんとかなるかもしれないけど……。

「なぁ、頼む！　救援に行っとくれ！　なんならアタイらだって、壁役くらいなら──」

「いや、俺ひとりで行く」

　彼女らの疲れ具合から、救援に駆けつけるにも遅れが出るだろう。だとしたら、一度帰ってギルドに報告してもらったほうがいい。

「なぁ、そこの【密偵】さん」

「え、私？」

　さっき水の提供を求めてきた女性に、俺は声をかけた。

「スタミナが回復すれば、三一階までひとりで行ける？」

　少し俯いた彼女は、すぐに顔を上げ、疲れた顔に無理やり笑みを乗せた。

「これでもＣランク冒険者よ？　三〇階台前半なんて、ひとりで駆け抜けられるわ」

「わかった」

　俺は〈収納庫ストレージ〉から傷用回復薬フィジカルポーションと疲労回復薬スタミナポーションを取り出し、【密偵】さんに渡した。

「悪いけど、すぐにギルドへ行って欲しい。傷用回復薬フィジカルポーションは念のため持っておいて」

　急ぐあまり怪我をすることがあるかも知れないからな。

　【密偵】さんは疲労回復薬スタミナポーションを一気に飲み干すと、傷用回復薬フィジカルポーションを腰のポーチに入れて、勢いよく立ち上がった。

「すぐに応援を連れてくるわ。だから、リディアさんをよろしく」

　そういえば、【姫騎士】の名前はリディアさんだったな。

「あ、ちょっと待って」

　いまにも駆け出しそうな【密偵】さんを呼び止める。

「《身体強化フィジカルブースト》、《感覚強化センスブースト》」

「……!?」

「せめてこの階だけでも、ね。じゃあ、頼むよ」

　支援魔法を受けて驚いたような顔を浮かべた【密偵】さんは、俺の言葉に無言で頷くと、駆け出していった。

「じゃあ、俺もそろそろ行くよ」

　情報収集は充分だろう。なら、ここからは時間との勝負だ。

「アタイらは、手伝わなくていいのかい？」

「少し休んだくらいで戦線に復帰できるような状態じゃないだろ？」

　四人分の《疲労回復リカバー》を使えないわけじゃない。でもここで魔力を消費しすぎると、ここぞというときに魔力切れを起こす可能性もあるのだ。

　なら、ここは俺ひとりで行くのが正解だろう。

「必ず【姫騎士】を連れて戻ってくる。そこから撤退戦が必要になるかもしれないから、それまでに少しでも回復しておいてほしい」

「……わかったよ。【姫騎士】のこと、くれぐれもよろしく……」

　深々と頭を下げる【装甲戦士】の肩を軽く叩いたあと、俺は三六階へ続く階段を駆け上がった。
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「《身体強化フィジカルブースト》、《感覚強化センスブースト》」

　階段を上り切った俺は、まず解除された支援魔法を自分にかけ直した。

　さっきの時点でまだ効果は残っていたんだけど、支援魔法ってのは階が変わると解除されてしまうのだ。

　もちろんそれは爆華繚乱の彼女らも同じで、三七階から三六階に下りた際、支援魔法をかけ直したことが、【神官】が魔力切れを起こした原因のひとつとなった。

　ただ、塔のモンスターはなぜか例外なく階段の上り下りができず、階層移動は転移となり、少し時間がかかる。彼女らはその特性を利用し、時間を稼いで態勢を整えることを選んだ。

　下り階段からあまり離れていないところで、遭遇したことは、運がよかったというべきだろう。それに、三七階に留まって仮に二匹目のゴブリンロードを倒したとして、三匹目が出ないとは限らないからな。

「くそっ、邪魔だっ！」

　俺は三六階の通路を走り、出現するモンスターを剣で切り払いながら進んだ。リーダー級なら例えオークだろうと一撃で倒せるし、ソルジャー級が出たとしても、深手を負わせれば追っては来られない。

　【装甲戦士】と【狙撃手】から聞いた撤退ルートを思い出しながら、魔法で強化された感覚を研ぎ澄まし、【姫騎士】を探す。

「聞いてたルートだと、そろそろだと思うんだが……」

　周りを警戒しつつ、魔力回復薬マギポーションを一気に飲み干す。

　これで残る回復薬ポーションは傷用回復薬フィジカルポーション一本のみ。一戦して【姫騎士】を救出し、撤退するには充分だ。

　なぁに、最悪いまの俺なら、ゴブリンロードくらいひとりでも倒せるさ。

　そう自分に言い聞かせながら、俺はさらに回廊を進む。

　そして……。

「おーっほっほっほっほ！」
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　甲高い笑い声が耳に飛び込んできた。

　急いで声のしたほうに行くと、ドレスアーマーに身を包んだ【姫騎士】が、巨大な斧槍ハルバードを振り回していた。

「覚悟なさい！　せやぁっ!!」

　通常のものより大きな斧頭の斧槍ハルバードを、ドレス姿に見える華奢な女性が軽々と振り回す姿は異様だったが、これもまた【姫騎士】というクラスの特性なので、驚きはない。

「剣使いセイバーか、まずいな……」

　対するゴブリンロードは、剣を扱うタイプだ。一見すればリーチの長い斧槍ハルバードのほうが有利だが、小柄ですばしっこいゴブリンは、油断すればすぐに懐に飛び込んでくる。

　万全の状態ならまだしも、スタミナが切れかけている【姫騎士】は、牽制しながら間合いを維持するのが精一杯のようだ。

　ほどなくスタミナが切れ、少しでも動きが鈍れば、即座に飛び込まれてしまうだろう。敵もそれをわかっているのか、回避に専念しているみたいだ。

　ゴブリンとはいえ、ロード級ともなればかなり知恵は回るからな。すぐにでも支援に入らないと。

「Ｄランク冒険者レオン！」

　支援に入るにしても、作法がある。もっとも一般的なのは、こうやって大声で名乗りを上げることだ。そうやって気を引くことで、一瞬でも間を作ることができればいい。

　戦闘の邪魔にならないタイミングを見計らって大声を上げたことで、【姫騎士】ことリディアさんと、ゴブリンロードが驚いてこちらを見る。

　そうすることで、リディアさんは俺を認識し、ゴブリンロードにはスキができた。

「《雷弾サンダーブレット》！」

　その一瞬のスキを突いて放たれた雷撃の弾丸は、ゴブリンロードの眉間に直撃した。

「グゲァッ!?」

　ゴブリンソルジャーの頭を爆散させるだけの威力を持つ《雷弾サンダーブレット》だが、さすがロード級というべきか、かすり傷を与える程度にとどまった。

　それでも大きく仰け反らせることに成功したので、俺はその間にリディアさんへと駆け寄る。

「爆華繚乱の要請により支援に来ました！」

「あ、あなたは──」

「──《疲労回復リカバー》！」

　驚くリディアさんがなにかを言おうとしたけど、とりあえず駆けつけ一発《疲労回復リカバー》をかけておいた。

「あと、これっ！」

「え？　え？」

　突然の回復に戸惑うリディアさんに、傷用回復薬フィジカルポーションを手渡した。

　身体に目立った傷は見当たらないけど、フットワークが鈍く、斧槍ハルバードの振り方が少しおかしかったので、打ち身や捻挫を負っているんだろう。《傷回復ヒール》をかけてあげたいけど、残念ながらそのヒマはない。

「ゲギィァァアッ!!」

「おおっと！」

　体勢を立て直したゴブリンロードの攻撃を剣で打ち払う。

　くっ……やっぱロード級だけあって、攻撃が鋭く、重いな。

　【戦士】で培った剣技と《身体強化フィジカルブースト》、〈身体能力向上〉スキルがなければいまの一撃はいなせなかったかも知れない。

　【赤魔道士】の俺じゃあゴブリンロードと斬り合うのが限界か……！

「せぃっ！　せぁっ!!」

　速度重視で連続攻撃を仕掛けていく。ことごとく剣で受けられるが、ダメージを与えることは考えず、とにかく敵の手を封じることに専念し、ひたすら剣を振った。

「そらぁっ！　《雷矢サンダーボルト》！」

「ゲキッ……！」

　一瞬のスキを突き、《雷弾サンダーブレット》よりも威力は劣るが発動の早い《雷矢サンダーボルト》を放つ。

「おらぁ！」

「グギッ……！」

　剣を振り抜き、魔法を放ったところで連続攻撃が途切れると油断した敵の腹に、【喧嘩士】仕込みの前蹴りを食らわせた。ダメージが通った感触はまったくないが、それでも動きを鈍らせることには成功し、俺はさらに踏み込んで大上段から剣を振り下ろす。

「ギギッ！」

　ブンッっと勢いのついた大ぶりの攻撃を、ゴブリンロードは大きくうしろに跳んでかわす。いまのが当たれば、ちょっとはダメージになったかも知れないけど……、まぁ問題はないだろう。

「もう、大丈夫ですわ！」

　一〇秒ほどしか時間は稼げなかったが、そのあいだに【姫騎士】の態勢は整った。

　悠然とした足取りで俺の前に出た【姫騎士】は、斧槍ハルバードをひと振りした。重さを感じさせない軽々とした動きだったが、ブンッという音ともに風が巻き起こる。

　敵の回復を悟ったのか、ゴブリンロードは身構えたまま動かなかった。

「あなた、なかなかやりますわね」

「それはどうも。褒められついでに《身体強化フィジカルブースト》からの《感覚強化センスブースト》」

「──!?」

　支援魔法の効果に驚いたのか、リディアさんは目を見開いた。それを一瞬のスキと捉えたのか、ゴブリンロードは身じろぎしたが、【姫騎士】が視線を外したまま斧槍ハルバードの穂先を向けると、敵は踏み込むことなく固まる。

　《感覚強化センスブースト》で視界が広がるようなことはないが、視覚で捉えたものへの認識力は上がる。そのため、視界の端に捉えていた敵の動きをすぐに察知できたのだろう。

「ふふ、感謝いたしますわ。あとはそこでゆっくり見物なさいませ」

　【姫騎士】は斧槍ハルバードの穂先をゴブリンロードに向けたまま、俺を一瞥した。そして敵に向き直る。

「おーっほっほっほっほ！　覚悟なさいませ、憐れなゴブリンロードさん」

「グギギ……」

　言葉を理解しているわけでもないだろうが、ゴブリンロードは戸惑ったような声を上げた。

「さぁ、いきますわよっ！」

　大きく踏み込んで一気に距離を詰めながら、リディアさんは振りかぶった斧槍ハルバードを打ち落とした。

　彼女が激しく動くたび、豊かな双丘がたゆんと揺れる。ドレスアーマーの胸元が大きく開いているおかげで、その様子がはっきりと見えた。

「ギッ……！」

　大振りでありながら俺のコンパクトな斬撃よりも速い一撃を、ゴブリンロードは横に跳んでよけた。

「はぁあっ！」

　そこへ、斧槍ハルバードは重量を無視したように軌道を変え、【姫騎士】の薙ぎ払いが敵を追撃する。

「ギァッ!?」

　咄嗟に剣で受けたが、斧槍ハルバードの一撃は重く、ゴブリンロードは剣をへし折られ、吹き飛ばされた。

「とどめですわっ！」

　吹き飛んだゴブリンロードを追いかけるように素早く踏み込み、斧槍ハルバードを打ち下ろす。

「ゲギィーッ!!」

　しかし一瞬早く地面に落ちたゴブリンロードは、床に背中を打ち付けながらも、必死に転がって斬撃をよけた。

「ええい、往生際の悪いっ！」

　とどめと放たれた一撃をなんとかかわした敵だったが、命運はそこで尽きた。

「グゲァ……」

　追撃として放たれた刺突により、ゴブリンロードは斧槍ハルバードの穂先に身体を貫かれる。

　なんというか、本当にでたらめな動きだな……。さすがは特殊職というべきか。

「ふんっ……！」

　ゴブリンロードを穂先に刺したままの斧槍ハルバードをひと振りすると、穂から抜けた敵の身体が無残にも床にたたきつけられる。

　しばらく痙攣していたゴブリンロードだったが、まもなく動きを止めた。

「おつかれさまでした」

「ええ、そちらこそ。警戒に感謝いたしますわ」

　なにかあったときのため魔法を放てるよう構えていたことに、どうやら彼女は気づいていたようだ。

「わたくしはＣランク冒険者リディア。レオンさん、でしたわね？　改めてお礼を」

「いえいえ、困ったときはお互い様ですから」

　挨拶をしながら俺の顔をまじまじと見たリディアさんが、軽く眉を上げる。

「あなた、たしか狼牙剣乱の……」

「ご存じ、足手まといの【赤魔道士】ですよ」

　少しおどけてそう言うと、リディアさんは困ったように眉を下げた。

「あ、あのときは、その……」

　視線を泳がせながら少しばかり戸惑いを見せたリディアさんだったが、すぐに表情を改めて、じっと俺を見据えた。

「あのときは取り乱していたとはいえ、失礼なことを言ってしまいましたわね。謝罪させていただきますわ」

　彼女はそう言うと、深々と頭を下げた。

「あ、いや、そんな、別に……」

　格下の救援を受けると気分を害する冒険者は少なくない。貴族となればなおさらだろうと思い、俺は自分を下げて話をまとめようとしたのだが、予想に反して彼女は誠実な人のようだ。

「あの、えっと、ここでウダウダしててもアレなんで、速やかに帰還を──」

「──っ!?」

　とりあえず帰還を促そうとしたが、その途中で突然リディアさんの表情が険しくなった。そしてすぐに俺も不穏な気配を感じ取る。

「なにか、来ますわね」

「ええ」

　ふたりで同じ方向を見て、そう口にした直後──、

「アォォォォン!!」

　──甲高い遠吠えが、視線の先にある角の向こうから聞こえてきた。

「犬の遠吠え？　コボルトかしら？」

　コボルトは警戒心が強い。仮に階層越えのロード級だとしても、こちらに見つかる前に吠えるようなことは絶対にしないはずだ。

「リディアさん、逃げますよ！」

「え!?　でも、コボルトくらいなら、たとえロード級でも、撃退を──」

「コボルトじゃない！　早くっ!!」

「え、あっ、なにを……？」

　戸惑うリディアさんの手を掴み、不穏な気配から離れるように駆け出す。

　くそっ！　なんでこんなときに限ってあいつが……しかもこんな階に……！

「あの、どうしましたの!?　事情を……」

「いまはとにかく少しでも距離を稼いで！」

「で、でも……」

　戸惑うリディアさんの手を引いて走るが、事情を理解していない彼女は、何度も振り返りながら走っていたので、思うように進めない。

　ここは走りながらでも説明すべきか……。

「ひぃっ……！　あ、あれは」

　そう思った矢先、姿を現した敵の姿を見たんだろう。リディアさんの口から短い悲鳴が漏れたが、俺は振り返らずに彼女の手を引いて走った。

　あの遠吠え、そしてこの気配。見なくてもわかる。

「ウェア……ウルフ……！」

　それは最上階にさえ滅多に出現しない、半人半狼のレアモンスターだった。




《《　逃走　》》




　ウェアウルフは、この塔の最上階に出現するモンスターだが、滅多に遭遇することがないため、レアモンスターと呼ばれている。単体での強さなら、この塔の最上階にいるボスモンスターよりも強い。

　そのぶんレベリング的に美味しいので、狼牙剣乱で遭遇した場合は必ず倒していた。

　月に一度遭遇できればラッキーってモンスターだけど、思い返せばここ半年ほど見た覚えがない。遭遇したとしてもかなり強いため、弱らせ損ねて俺の出番前に倒してしまうこともあった。

　ウォルフなら一対一で普通に勝てるし、チェルシーは不意打ちができればひとりで倒せるだろう。ただ、上級職とはいえレベッカとロイドがそれぞれひとりで戦うのは難しいかな。

　俺？　手も足も出ないね。

「こっちだ！」

　迫り来るウェアウルフの脅威に怯えながら、リディアさんの手を引いてひたすら逃げる。

　大丈夫、塔のマップは隅から隅まで頭に入っている。あと少しで──。

「ちょ、ちょっと！　道が違いますわ!!」

　自分が思っていたのと異なるルートを俺が取ったことに戸惑ったのか、【姫騎士】の足が少し鈍る。

「いいから！　俺を信じてくれっ!!」

　しかしここで説明しているヒマはないので、グイッと強く手を引くと、リディアさんは改めて足を速めてくれた。

「ガルァッ！」

　ウェアウルフのうなり声を間近に聞きながら、全力で走る。

　やばい……追いつかれる……！あと少しでいったんは逃げ切れるのに……！

「わたくしが、足止めをっ！　あなたは先に逃げてっ!!」

　レベル三〇超えの【姫騎士】なら、一分は保もたせられるだろう。そうすれば俺ひとり逃げる時間はできるかもしれないが、だったら助けに来た意味がない。

「ガゥァアッ!!」

「きゃぁっ!!」

　ウェアウルフが短く叫んだあと、ガキィンと硬い物同士がぶつかる音がしたかと思うと、【姫騎士】の悲鳴とともに彼女の感触が俺の手の中から消えた。

「リディアさん!?」

　慌てて立ち止まって振り返ると、倒れそうになるのを必死に堪えて壁に寄りかかる【姫騎士】と、それに向かい合うウェアウルフの姿が見えた。背後からの攻撃を無理な姿勢で受けて、バランスを崩して転倒したようだ。

「お逃げなさいっ!!」

「《雷矢サンダーボルト》！」

　いまにも【姫騎士】に飛びかかりそうだったウェアウルフに、とにかく発動の速い《雷矢サンダーボルト》を放つ。

「グルゥ！」

　しかしその魔法は、ウェアウルフが軽く腕を振っただけでかき消される。

　でも問題ない。

「あなた、なにをっ!?」

　驚きの声を上げた【姫騎士】の前に立つウェアウルフが、こちらを見た。

　よし、敵愾心ヘイトは俺に向いたな。これでいい。

「はっ!!」

　その一瞬のスキに体勢を立て直したリディアさんは、ウェアウルフに注意を払いながらも、こちらに飛び込んできた。自分に向かってくるなら反撃しただろうが、ただ距離を取るための移動と見たのか、敵は身構えるでもなく彼女の動きを見過ごした。

「まったく、なにを考えてらっしゃるの!?」

　非難じみた声を上げながら、俺とウェアウルフのあいだに立つリディアさん。やっぱり、彼女ならそう来ると思っていた。

「リディアさん、合図をしたら後ろに向かって走ります」

「なにを……？」

「いいから最後まで聞いてください」

　彼女を連れて一時的にでもいいから、敵の手から逃れる。その先、塔から帰還できるかどうかは賭けだが、いまはとにかく時間が欲しい。

　だから、俺にできることを考える。

「この後ろの通路を突き当たりまで行ったら、右に曲がってすぐにある扉を開いて中に入ります」

　【賢者】になりきれず、かといってただの【赤魔道士】じゃない、俺にできること。それをひたすら考えて、この場をしのぐ。

「角を曲がって右手に扉はあります。いいですね？」

　《身体強化フィジカルブースト》はまだ効いている。【赤魔道士】の膂力と、スキルの恩恵を受けた身体能力、それに魔法の効果があれば、いけるはずだ。

「なにか考えが、あるのですわね？」

「ええ、賭けですけど」

「……ここまできたら、あなたを信じますわ」

　俺に背を向け、ウェアウルフを見据えたまま、彼女はそう言った。

　強者の余裕からか、ウェアウルフは相変わらず身構えもせずこちらを見ている。やつは嗜虐的な性質で、少しばかり知恵のあるモンスターだ。俺たちの強さじゃあ自分を倒せないと知って、どういたぶってやろうか、なんてことを考えているんだろう。

　でも、俺に時間を与えたのは間違いだったな。

「これでも食らえっ!!」

　俺は〈収納庫ストレージ〉から水の樽を取り出すと、それをウェアウルフに向かって放り投げた。かなり重い樽だが、スキルと魔法による身体強化で、なんとかウェアウルフの頭上に届く。

　できればリディアさんには走り出してほしいところだけど、俺を置いて逃げるようなまねを、彼女はしないだろう。だから、少しだけやつの動きを封じる！

「ガルァッ！」

「《雷弾サンダーブレット》！」

　頭上に落ちてくる樽めがけて、ウェアウルフは腕を振るった。樽はあっさりと破壊されたが、ウェアウルフは中の水を頭から被ることになった。

　そこへ、俺の放った《雷弾サンダーブレット》が着弾する。

「グギォァアアアァァッ!!」

「リディアさん、走るよ!!」

「え、ええっ!!」

　着弾と同時に雷撃が全身に広がり、ウェアウルフを硬直させた。そのスキに、俺はリディアさんと走り始めた。

「ガルルァッ!!」

　雷撃による硬直は、ほんの数秒で切れた。でも、それだけあれば充分だ。

「入って!!」

「了解ですわっ！」

　先にたどり着いた俺がドアを開け、リディアさんが中に飛び込む。

「グラァッ！」

「《雷弾サンダーブレット》！」

「グルゥッ……！」

　直後に追いついてきたウェアウルフに、事前に準備していた魔法を撃つ。俺が撃てる最速の攻撃をかわしたウェアウルフだが、その際にできた一瞬のスキを突いて、俺はドアの向こうに滑り込んだ。

「ふぅ……間に合ったか……」




　──ドンッ！　ドンッ！




「グルァッ！　グラァッ!!」

　ウェアウルフの喚き声と共に、板張りの貧弱そうなドアが何度も叩かれる。しかし、敵がその扉を越えてくることはない。

「ここは……安全地帯セーフエリアですのね？」

「そういうこと」

　各階にかならず一カ所存在する安全地帯セーフエリアは、決してモンスターの踏み込めない領域なのだ。
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　扉の前で暴れ回っていたウェアウルフも、ほどなくおとなしくなった。これでひとまずは安心だ。

「ふぅ……」

「とりあえず、ひと息つけますわね」

　いくら安全だとわかっていても、さすがにあの喚き声や扉を叩く音を聞きながらじゃあ、心も安まらないからな。

「敵は、離れてくれますかしら？」

「扉のすぐそばからは離れるだろうけど、ここに俺たちがいるとわかっている以上、それなりに近くで様子を窺っているだろ──いや、でしょうね」

　俺が慌てて言い直すと、こわばっていた彼女の表情がフッと和らいだ。

「敬語は結構ですわ」

「いや、でも……」

「ここでのわたくしは一介の冒険者。それ以外の立場を塔に持ち込むような無粋な真似はしませんわ」

「でも、俺はいまＤランクで、リディアさんはＣランクですし……」

「でも少し前まではＢランクだったのでしょう？　それに冒険者としてはあなたのほうが先輩でしょうし」

「そういうことなら、わかりまし──いや、わかったよ、リディアさん」

「さん付けも不要ですわ」

「わ、わかったよ、その……り、リディア……？」

「ふふ、よろしい」

　そう言って彼女の顔に浮かんだ笑顔は、これまで見たこともないほど貴く見えた。しかし、その笑顔はすぐに消え、ライトグリーンの瞳が俺を射貫く。

「それで、説明していただけますわね？」

　それはどこか俺を責めるような表情だ。なぜ下り階段を無視して、ここに逃げ込んだのか。その理由を知りたいのだろう。

　ただ単に【姫騎士】を救出すればいいのならともかく、彼女の取った行動から垣間見えるリディアという人のあり方を知れば、俺の選択はおそらく正解だ。

「階段を下りたところの近くに、たぶんまだ爆華繚乱の人たちがいると思う」

「……そう。なら、仕方がありませんわね」

　俺の短い説明で、彼女は理解してくれたようだ。

「ごめん、大変な目に遭わせてしまって」

　あのままただ逃げるだけなら、下り階段に行けばよかった。階段はこの安全地帯セーフエリアよりも近い場所にあったので、逃げ切れただろう。

　しかし、それは階下で待機する爆華繚乱のメンバーを巻き込む行為だ。その行為が彼女らを逃がし、ひとり残ったリディアが望まないことだと、容易に想像がつく。

　だから俺は、危険を冒してまでこの安全地帯セーフエリアを目指した。だが、危機はいまなお続いている。

「それと、さきほどなぜウェアウルフは動きを止めたんですの？」

「水をかぶったところに雷撃を与えたからさ。水は雷をよく通すからね」

「それはおかしいですわ。だって、雷撃の防御に《水壁アクアウォール》は有効じゃありませんか。それに塔では雷撃を避けるために水へ飛び込むのも普通のことですし」

「たしかに魔法で作った水や塔の水は、雷を通さない。でも、普通の水は雷撃をよく通すんだよ。なぜかは知らないけど」

　おそらくだけど、魔法で作る水や塔で発生する水と、井戸水や湧き水とでは性質が異なるんだろう。魔法の水や塔の水は飲み水には向いていないからな、味的な意味で。

　一応魔法の水でも塔の水でも喉を潤すことはできるし、それで腹を壊すこともないけど、それはあくまで最終手段。普通はみんな、多少荷物を圧迫してでも、水筒なんかで飲み水を携帯するもんだ。

　まぁ【荷運び】でもない冒険者のくせに、樽で持っているのは俺くらいだろうけど。

「ふぅ……とにかく、ひと休みしませんこと？」

　彼女はそう言って、手にしていた斧槍ハルバードをゴトリと床に置いた。

「どうぞ」

　とりあえず俺は、もたれられる壁のすぐ近くに寝袋を敷き、リディアに座るよう促した。

「あら、ありがとう」

　その上に、リディアは腰を下ろした。

「あなたも、こちらへいらして」

「あ、ああ、うん」

　少し離れたところに座ろうかとも思ったが、リディアが隣を指したので、寝袋を半分ずつ使って並んで座った。疲労回復リカバー機能付きの寝袋なので、そこに座っているだけでも多少の効果はある。

　激しく動いて火照った彼女の身体からは、少し離れているにもかかわらず、体温が伝わってくるようだった。

「んんー……」

　俺が座ると、リディアは両手を組んで腕を天井に向け、ぐぐっと大きく身体を伸ばした。

　ドレスの腋にできた汗染みから、彼女の匂いが漂ってくる。汗の匂いに、なにか甘い香りが混じっているように感じた。

「えっと、のど、乾いてるよね？」

　彼女の体温と匂いにドギマギしつつも、俺はそれをごまかすようにそう言って、〈収納庫ストレージ〉から水樽をとりだした。

「なっ……!?」

　突然現れた樽に、リディアが絶句する。

「さきほど、ひとつ投げておりませんでしたか？」

「え？　ああ、うん。でも俺、〈収納庫ストレージ〉の容量がかなりあるから、まだこれ以外にもあと八樽はあるかな」

「そんなに……？　でも、助かりますわ」

「あ、どういたしまして……。あの、これ」

「どうもありがとう」

　リディアから向けられるストレートな感謝の表現に戸惑いながら、俺は柄ひ杓しゃくを彼女に手渡した。樽上部のふたを開けてあげると、彼女はそこから水を一杯掬って、柄杓から直接水を飲んだ。

「んく……んく……」

　よほど喉が渇いていたのか、彼女は何度も水をすくっては喉を鳴らして飲み続けた。口の端からこぼれて首筋を流れる水が、妙に艶めかしく感じられた。

「ぷはぁ……！　生き返りますわね」

　ひとしきり水を飲み終え、こちらを向いたリディアと目が合った。

　まずい、つい見とれてしまって、目をそらせなくなってしまった……。

「……？」

　じっと見つめられたリディアが、軽く首を傾げる。このまま黙って彼女を見つめ続けていると、不審がられるとわかってはいるのだが、どういうわけか俺は目が離せないでいた。

「ふふ、ごめんなさい」

　すると、リディアはふっと微笑み、なぜか謝ってきた。そして、柄杓を俺に差し出す。

「あれだけ走ったんですもの、レオンも喉が渇いていますわよね」

「え？　あ、ああ、うん」

　確かに喉はカラカラだったけど、それはなにもウェアウルフから逃げるために走ったことだけが原因というわけじゃない。でも、彼女がそう言ってくれたおかげで、上手くごまかすことができた。

「ここ、あまり広くないですわね」

　彼女の言うとおり、この安全地帯セーフエリアはそこまで広くない。大人十数名が寝転がれるかどうか、という程度だ。

　安全地帯セーフエリアの広さは、階によって広さがまちまちなのだ。

　まぁ、ふたりで休憩するぶんには充分な広さだけど。

「ふぅ……」

　水を飲み終えた俺は、残るふたつの携行食を取り出し、リディアと分け合うことにした。空腹のままだと体力や魔力の回復量が減ってしまうからな。

　リディア自身は水も食料も持っておらず、俺が持つ食料もこれが最後だと知った彼女は、携行食の受け取りを最初は拒否していた。

「悪いけど、この先リディアの戦力をあてにさせてもらいたいから、できればこれを食べて少しでも回復しておいて欲しい」

　と、そうお願いしたら渋々受け取ってくれた。

「……んんっ!?　美味しい！」

　携行食をひと口頬張った彼女は、目を見開いてそう言った。

　穀物とドライフルーツを固めたよくある携行食は、腹持ちだけを重視して不味いのが当たり前だけど、これは俺がアレンジを加えて結構イケる味に仕上がっている。

　たっぷりと蜂蜜を使っているからお値段もそれなりだし、ドライフルーツも魔法で水みず気けを抜いた味気ないのじゃなく、天日干しの美味いやつを使っているからな。そのぶん保存性が低いので、劣化防止効果のある高レベルの〈収納庫ストレージ〉を使うのが前提になっているんだけど。

「ん？」

　ゆっくりと時間をかけて咀嚼し、最後のひと口を食べようとしたところで、なにかを感じたのでそちらに意識を向けると、リディアがこちらを見ているのがわかった。

　ちなみに安全地帯セーフエリアに入ると、階層を越えたときのように支援魔法はいったん切れるので、《感覚強化センスブースト》はすでに解除されている。にもかかわらず、視界の端でこちらを見るリディアの熱い視線を、俺は感じ取ることができた。

「あ……」

　俺が最後のひと口を食べようと口を開けると、リディアが物欲しげな声を上げた。俺は最後のひと口を食べずに口を閉じた。

「食べる？」

「ええ、ぜひっ!!」

　嬉しそうにそう言った直後、彼女はしまった！　と言わんばかりの表情で、慌てて俺から目を逸らす。

「えっと、その……厚意は嬉しいのですが、あなたのぶんを、その……いただくわけには……」

　と遠慮がちに言いながらも、ちらちらと俺を見る目から、あとひと口残ったこれを欲しているのがまるわかりだ。

「ふふ……俺はちょっと前に食べたから、いいよ。それに、なにかあったら君に頼るわけだし」

　思わず苦笑を漏らしつつそういうと、リディアの顔がぱぁっと明るくなった。

「そ、そういうことでしたら、遠慮なくいただきますわ！　ええ、もちろんそのぶんの働きには期待してくださいませ!!」

　そう言って最後のひと口を受け取った彼女は、それを小さくかじりながら、ゆっくりと味わって食べた。




「ふぅ……さて、これからどうしますの？」

　これからどうするか、か……。

　いくつかある選択肢を提示して、協議するしかないだろう。どの行動を選ぶかは、俺よりランクも地位も高い彼女の判断を尊重するべきだろうな。

「俺たちが安全に帰還する一番の方法は、ここで救援を待つことだろうね」

「救援？　でも爆華繚乱のみなさまは身動きが取れないのでしょう？　かなり時間がかかるのではないかしら」

「いや、【密偵】さんを回復して救援を呼びに走ってもらっているから、早ければ半日、遅くても明日には救援が来るんじゃないかな」

　残念ながら食料はなくなってしまったが、じっとしているだけならあれ一本で一日は持つし、水はたっぷりあるからさらに二～三日は待機できるだろう。

「ただ、問題はある」

「それは？」

「敵がいつまでも待ってくれるかどうか、ってことだ」

　ウェアウルフが俺たちをずっと待ち伏せてくれるならいいのだが、もし興味を失ってここから離れてしまうとどうなるか。

「モンスターの特性として、外を目指して下の階へ行くことになる」

「そのとき、まだ彼女たちがいれば……」

　爆華繚乱のメンバーが残っていれば、彼女たちがウェアウルフの餌食となるだろう。

　ある程度回復したところで塔を下りてくれれば問題ないんだけど、階下に留めるための方便として、撤退の支援を提案してしまっているからなぁ。あのリーダーの女性はなんとなく義理堅そうだし、俺たちが戻るまでは律儀に待っていそうだ。

「ただ、敵がこの階にいるうちに救援が間に合ったとしても、それはそれで問題がないわけじゃない」

「と、いいますと？」

「狼牙剣乱がいない」

「──っ!!」

　俺の言いたいことを理解したのか、リディアが息を呑んだ。

　そう、この町にはいま狼牙剣乱がいない。悔しいけど、彼らは強かった。そして彼らの次に強いパーティーはどこか？　おそらく爆華繚乱だろう。

　少し前に解散したドーガさん率いる旋風烈火がいればよかったけど、ノエルを始めとするメンバーのほとんどが、この街から離れているはずだ。

「防衛軍が動いてくれればいいけど」

　冒険者ギルドに所属するのとは別の戦力として、領主が擁する防衛軍というものがある。万が一塔からモンスターが溢れたとき、街を守る武力組織だ。

　全員が中級以上の戦闘職に就いていて、レベルもそれなりに高いので、精鋭部隊が来ればウェアウルフの討伐も可能だろう。

　だが、俺の意見にリディアは頭を振った。

「いいえ、お兄さまがすぐに動くことはありませんわ」

　現在この町を統治する領主は、リディアの父親である。しかし当の領主は冒険者として名を馳せ、各地の塔を攻略して回っており、実質町の運営を行っているのはリディアの兄だった。

「やっぱり、そうだよな」

　防衛軍はあくまで塔の外に出たモンスターに対応するのが仕事だ。あまりにも階層越えが多発するようなら、塔内の安全確保のため軍が動くこともあるが、その前にまず冒険者ギルドでなんとかするのが通例だ。

　今回の救援を受けてやってくるのは、間違いなく冒険者のほうだろう。そしておそらくその冒険者は、ウェアウルフに敵わない。

「近いうちに高ランクパーティーを招しょう聘へいするとは思うけど、今日明日の話じゃないだろうしね……」

　通常、どの塔にも上層階のモンスターを間引いて塔内の安全を確保するために高ランクパーティーを雇っているんだけど、ここでは狼牙剣乱がその役割を担っていた。

　普通は高ランクパーティーがいなくなった翌日にこんな問題が起こることなんてあり得ないけど、残念ながら狼牙剣乱は間引き専門のパーティーじゃない。だから、ゴブリンロードのような討ちもらしがあったわけだ。

　まぁウェアウルフは完全に想定外だけど。

「ほかに、方法はないのかしら……」

　彼女は俯きながら、ほとんど独り言のようにそう呟いた。

「……ひとつだけ」

　俺が小さく呟くと、リディアは勢いよく顔を上げ、俺を見た。

「それは、どんな方法ですの!?」

　もっと考えを巡らせば、他にも解決策が見つかるのかもしれない。

　しかし俺は彼女を連れてこの部屋に入った時点で……、いやここへ彼女を連れ込もうと考えたときから、そのことにずっと思考の大半を支配され、それ以外には簡単な作戦しか考えられなかったのだ。




《《　提案　》》




「その前にひとつ確認だけど、もし他に方法がなければどうする？」

「もう少し休憩したところで、打って出ますわ」

　ひとり残って爆華繚乱を逃がすような彼女の性格からして、そう答えるだろうと思った。

「でも、他に作戦がありますのよね？」

「あるにはある。ただ、それは君にかなりの負担を強いることになる」

「かまいませんわ。他人を犠牲にしてまで生き延びようとは思いませんもの」

　この自己犠牲の精神はなんなのだろうか。貴族ならではの思考なのかな。

「作戦の話をする前に……というか、これは作戦にも関わることなんだけど」

　そう前置きしたあと、俺は彼女の傍らに置かれた斧槍ハルバードをチラリと見た。

　ここからは言葉を選ばなくちゃいけない。間違えると……あの斧槍ハルバードで頭をかち割られるかもなぁ。

「俺の支援魔法を受けてどう思った？」

「支援魔法？」

　想定外の質問だったのか、リディアは眉間にしわを寄せ、少し考えるそぶりを見せたあと、すぐに口を開いた。

「あれは、初級の支援魔法ですわよね？」

「ああ。俺は【赤魔道士】だから、中級以上の魔法は使えない」

「だとしたら……中級並みの効果があったような気がしますわ。あと、本来【赤魔道士】が使えないはずの《感覚強化センスブースト》を使えたのも、少し疑問ですわね」

「俺は他の初級戦闘職もレベル二〇初級リミットレベルにしてるからね」

「ええっ!?　いったいなぜそんなことを……」

「そもそもは【赤魔道士】でレベル一五初級マスターレベルになったせいで、他の中級職になれなくなったことが始まりでね」

「噂には聞いてましたけど、本当でしたのね……」

　それを実感したのは、他の初級職がレベル一五初級マスターレベルになったときだけど、それは省いて説明を続ける。

「それで他の初級職のレベルを上げつつ、【赤魔道士】をレベル二〇初級リミットレベルに上げたとき、【賢者】ってのがクラスチェンジ候補に表示されてね」

「【賢者】、ですの……？」

　そこからさらに俺は、【賢者】がギルドも把握していない未知のクラスであること、特殊職らしく条件を満たさなければクラスチェンジできないこと、そして、その条件を満たすために初級戦闘職をすべてレベル二〇初級リミットレベルにしたことを話した。

「でも、いまも【赤魔道士】を続けているということは、【賢者】には……」

「いや、一度クラスチェンジはできたんだよ。しかも祝福のオーブを使わずにね」

「えっ？」

「ただ、それは一時的なもので、半日程度で元に戻ったけど」

　ひと晩中エメリアとやりまくったあと、気がつけば元の【赤魔道士】に戻っていたんだよな。

「祝福のオーブなしでクラスチェンジ？　しかもそれが時間経過で元に戻る……聞いたことがありませんわね」

　いまだに俺も信じられないし、だからこそ報告もしなかったんだけどさ。

「試しに今日、祝福のオーブで確認したけど、やっぱり条件不足でクラスチェンジはできなかったよ」

「なら、意味はなかったんですの？」

「そこで、支援魔法の話に戻るんだけど、実は、一時的にとはいえ【賢者】にクラスチェンジしたとき、いろいろとスキルを習得してね」

「スキルを……それならたしかに、他のクラスになっても残る可能性はありますわね……。では、あの支援魔法の効果はそのスキルがあるからですの？」

「そういうこと」

　俺の話を聞いてポカンとしていたリディアは、ほどなくうつむいて腕を組み考え込むようなそぶりを見せたあと、顔を上げて首を傾げた。

「あの、大変興味深いお話ですが、それがいったい作戦とどういう関係が……？」

「【賢者】にクラスチェンジすると、能力が飛躍的に上昇するんだ。支援魔法の効果もかなり上がるから、たぶんウェアウルフに勝てるくらいにはリディアを強化できると思う」

「本当に？　でもどうやってクラスチェンジを……」

「さっきも言ったけど、【賢者】へのクラスチェンジは、条件さえ満たせば祝福のオーブは必要ない」

「つまり、この場でもクラスチェンジが可能なのですね？」

「……一応」

　俺が【賢者】にクラスチェンジすれば、外で待ち構えているウェアウルフを倒せるだろう。そうすれば、他に犠牲を出すことなく、爆華繚乱のメンバーを連れて帰還もできるし、リディアが進言すれば迅速に軍が動いてくれるかもしれない。防衛軍さえ出動してくれれば他に危険なモンスターがいたとしても討伐は可能だろう。おそらくこれが、犠牲を最小限に抑えられる方法だ。

　そんなことを思ってか、リディアは期待に満ちた目を俺に向けた。

「それで、その条件とはなんですの!?」

　くっ……こんなにもキラキラとした目を向けられると……。

「ごめん、やっぱりやめよう」

「え!?」

　あわよくばこの娘と……なんて思っていたけど、こんな綺麗な瞳を向けられると……言えない……言えるわけがない……！

「救援を待とう。やっぱりそれが一番現実的だよ」

「まってくださいませ！　それだと犠牲が大きいのでしょう!?」

「でも、必ずクラスチェンジできるとは限らない！」

　そうだ、クラスチェンジのための条件は、明確になったわけじゃない。あの一回こっきりってこともあるだろう。

「可能性があるのなら、たとえそれがどんなに低くても、わたくしは試したいですわ！」

「さっきも言ったけど、君の負担が大きすぎる……リディアは、きっとつらい思いをする！」

「かまいませんわ！　領民を守るためならどのような苦痛もいといません！」

「でも、犠牲になるのは冒険者だ。彼らは塔を探索するうえで死を覚悟している！」

「それでもこの町に住まう人であることに変わりはありませんでしょう!?　その人たちを救うためなら、わたくしはこの身を喜んで捧げますわ!!」

　そうだよなぁ……。

　一時間にも満たない短いつきあいだけど、ともに死線をくぐったからわかる。彼女はそういう人だ。

　もう、いくら説得しようとリディアは意見を変えないだろう。もし、ここで俺がクラスチェンジの条件を話さなければ、おそらく玉砕覚悟で飛び出すはずだ。

　話すべきじゃなかった……。もしくは、最初から階段を下りればよかったんだ。

　爆華繚乱と共闘すれば、多少の犠牲はあっても全滅は免れたかもしれないのに……。

「それで、クラスチェンジの条件はなんですの？」

でも、こうなってしまったからには覚悟を決めるしかない。

「わかった、話すよ」

　顔を上げ、彼女の目を見る。

　そこには、さっきまであった期待の色はかなり薄れ、代わりに怯えが見えた。俺がこうも話を渋ることで、条件に不安を覚えているのだろう。

　でも、彼女はそんな不安から逃げようとせず、少し怯えながらも、しっかりと俺を見据えていた。

「クラスチェンジの条件は──」

　だから、俺も覚悟を決めて、はっきりと伝えることにした。

「──セックスだ」




《《　決意　》》




　空気が重い……。あれからどれくらいの時間が経っただろう？

　あのあと、リディアが斧槍ハルバードを振り上げるという一幕もあったけど、エメリアと初めてセックスをして、そのときに【賢者】へクラスチェンジができたことを話したら、なんとか武器を収めてくれた。

　でもそれからリディアは、俺から少し離れたところに座り、膝を抱えて黙り込んでしまった。……いや、ときどきなにかぶつぶつと聞こえてくるので、いろいろと考えを巡らせているのかな。

　もしこのまま彼女の決心がつかないようなら、救援を待つのもいいだろう。いくらなんでも、さっき会ったばかりの男といきなりセックスをしろといわれて、はいそうですかと言える女性は少ない……と、思う。

　正直、俺はあんまり女性と接したことがないから、なんとも言えないけどさ……。

　とりあえず、彼女がなにかしらの答えを出すまで、少し横になろう。玉砕覚悟で打って出るというなら、それに付き合うのも悪くない。そのためには、少しでも回復しておかないと……。

　そう思い、彼女に背を向けて横になったとき──、

「おーっほっほっほっほ！」

　──甲高い笑い声が背後から聞こえた。

「な、なんだ？」

　驚いて飛び起き、振り向くと、腰に手を当てて傲然と立ち、不敵な笑みを浮かべたリディアがいた。

「さぁ、レオン！　始めますわよっ！」

「は、始めるって、なにを？」

「もちろん、セックスですわ！」

　堂々と胸を張ったまま、彼女はそう言いきった。

「いいの……？」

「ええ、かまいませんとも。それがもっとも効率的かつ迅速に事態を解決できるのですから、迷う余地などありませんのよ、おーっほっほっほっほ！」

　ひと息に言い切った彼女は、片手を口元に当て、再び高らかに笑った。そう言うわりには、結構考え込んでたみたいだけど……。

　よく見ると、笑顔は少し引きつっているし、口元に当てた手は小刻みに震え、額にはびっしりと汗が浮かんでいた。どこかとってつけたようにわざとらしい笑いといい、彼女はいまでも不安に怯えているのだろう。

　それでも覚悟を決めてセックスをすると言い切ったのなら、俺はそれに応えなくちゃいけない。

「わかった」

　あ、でも……。

「経験は、ある？」

　その質問にリディアの目は泳ぎ、汗がつーっと頬を伝う。これは……未経験だよなぁ。

「ち、知識は、一応、ありますわ」

　まぁ、貴族だしそういう教育もあるのかな。

「で、ですので……その……一度あちらを向いてくださる……？」

「あ、ああ」

　俺が彼女に背を向けると、背後からなにか布のこすれるような音が聞こえた。

　いまから、服を脱ぐのかな……？

「もう、よろしくてよ」

　なんて思ってたら、意外と早く声をかけられたので、俺はすぐに彼女へと向き直った。

「え？」

　リディアはあいかわらずドレスアーマーに身を包んだままで、なにも変わっていないように見えた。でも、彼女は心底恥ずかしそうに顔を真っ赤に染め、うつむき加減に視線を逸らしている。

「ん？」

　ふと、彼女の視線を追うと、脱いだばかりと思われるショーツが、床に置かれていた。

　もしかして、ショーツだけを脱いだ？　つまり、股間のあたりを隠すあの丈の短いスカートの向こうには、むき出しの彼女が……？

　そこは髪と同じローズゴールドの恥毛に覆われているのだろうか？　どんな形で、どんな色をしているのだろう？

　そんなことを考えていると、股間がどんどん硬くなってきた。

「では……」

　彼女は小さな声で告げると、スカートを前から押さえてしゃがんだ。かなり丈の短いスカートだけど、そうされると中は見えない。

　しゃがみ込んだ彼女は、もう片方の手でスカートを後ろからも押さえ、めくれないように注意しながら寝袋の上に座ると、そのまま仰向けに寝転がった。

「……どうぞ」

　……どうぞ？

「──って、ええっ!?　もしかして、このままするの!?」

「な、なにか、問題でも？」

　俺の問いかけに、彼女は軽く頭を起こして俺に少し非難じみた視線を向けた。

「言っておきますが、これは子を成すための行為ではなく、ましてや愛の営みですらありませんのよ？　あくまでもクラスチェンジの条件を満たすためだけの行為なのですから、それ以外の余計なものは必要ありませんわ……！」

　ま、まぁ、それはそうかもしれないけど。

「言っておきますが、余計なところを見たら……わかっておりますわね？」

　そう言うと、リディアは左手でスカートを押さえたまま、右手を軽く伸ばす。手の届くところに、斧槍ハルバードが転がっていた。

「わ、わかった！　善処します！」

「お、おーっほっほっほ……わ、わかればよろしいのですわ」

　笑い声に精彩がない。強がってはいるけど、彼女は彼女でいっぱいいっぱいなのだろう。

　だったら、早く終わらせてあげたほうがいいのかな。

「じゃあ、脚、広げて」

　この体勢じゃあ脚を閉じられるとどうしようもない。彼女もそれは承知しているのか、俺の言葉に従ってゆっくりと股を開いた。ただ、スカートの前は押さえたままなので、残念ながら股間は見えないけど……。

　まぁ、頭をかち割られるのも怖いので、できるだけ彼女の要望には添うようにしよう。

「はぁ……はぁ……」

　リディアの息遣いが荒くなる。

　俺は彼女が大きく開いた股の前に膝をつき、スカートや彼女の身体で俺の股間が隠れただろうことを確認してからベルトを外した。べつに見られても問題ないけど、彼女が見たくないだろうと思っての、俺なりの配慮だ。

　トランクスをずらし、前開きからイチモツを取り出す。なんだかんだと言いながら、【姫騎士】とセックスをするのだと考えると、肉棒は否が応にも怒張し、先端からは透明の粘液があふれ出していた。

　イチモツに手を添え、位置を調整しながら、ゆっくりと腰を近づけていく。

「はぁ……はぁ……ん……」

　肉棒がスカートをかすめ、それを感じ取ったのか、リディアは短くうめき、身体を強ばらせた。陰茎がスカートの影に入ると、内側にこもっていた彼女の体温がまとわりついてくるのを感じた。

　先端に溜まっていた粘液が、とろり垂れ落ちる。そして、肉棒がひと回り大きくなったような気がした。

「はぁっ、はぁっ、んっ……ふぅ……」

　俺が近づいているのがわかるのだろう。リディアの息遣いが、さらに激しくなっていく。

　そして──、

「ふぁ……！」

　──亀頭の先端が、柔らかく温かなものに触れた。

　先端に触れたリディアのそこは、しっとりと湿っているようだったけど、エメリアのようにねっとりと絡みつくような感触はなかった。

「あ、あの……」

「ん？」

「もしかして、もう、当たってますの……？」

「……うん」

　俺がそう答えると、リディアの頬はさらに赤みを増し、彼女は斧槍ハルバードに伸ばしていた右手を引っ込めて、目元を覆った。

「お、おねがい……早く、終わらせて……」

「わ、わかった」

　この時間が長く続くのは、彼女にとって苦痛でしかないだろう。俺もここは楽しむことを考えず、とにかく終わらせることを……そして、一刻も早く賢者タイムに入ることを優先しよう。

「んぅ……くぅ……！」

　早く挿入しようと腰を押し進めようとしたが、ほとんど中に入っていかない。摩擦が痛いのか、リディアはくぐもったうめきを上げ、顔を覆う手の影から、深く刻まれた眉間のしわが見えた。

「ごめん、このままじゃ、できない」

「えっ？」

　俺の言葉に、リディアは顔を覆っていた手をどけ、大きく開いた目を向けた。

「い、いまさらなにをおっしゃいますの!?」

「いや、でも、ちゃんと濡れてないと、挿入はいらないよ」

　そこで俺は、エメリアさんとの行為を思い出した。

　あのときも、最初に触れた彼女の秘部は、こんな風にしっとりと湿っていただけだった。優しく撫で回しているうちに、とろりとした愛液があふれ出して、そのおかげで挿入がうまくいったのだ。

「触るとかして、濡らさないと……」

「ぬ、濡らせばよろしいのね？」

「うん、だから──」

「──自分でやりますから、しばらくあちらを向いていただけます？」

「え？　あ、うん……」

　リディアに言われ、俺は慌てて後ずさりし、彼女に背を向けた。

　そういえば、知識はあるとか言ってたな……。でも知識だけで大丈夫か？　俺が手伝ったほうがいいんじゃないだろうか。いや、俺も経験はほとんどないけど、未経験ってわけでもないし……。

「はぁ、はぁ、ん……ふぁ……ぁ……」

　いろいろと考えを巡らせていると、リディアの荒い息遣いの中に、喘ぎ声のようなものが小さく混じり始めた。そして、かすかにだが、ちゅぷちゅぷという瑞々しい音が鳴り始める。

「はぅ……ん……もう、よろしいですわ」

　そう言われて向き直ると、【姫騎士】はもう仰向けになっていた。

　相変わらず左手はスカートを押さえていたが、右手はだらんと身体の横に置き、顔は横を向いていた。よく見ると、右手の指先がてらてらと光っている。

「じゃあ、いくよ……」

「……っ」

　その宣言に、リディアは短く息を呑んだが、なにも言わなかった。

　俺はふたたび大きく開かれた股間の前に膝をつき、陰茎に手を添えて腰をゆっくりと前に出す。

　──にちゃ、と小さな音が鳴り、先端に柔らかいものが触れる。そこはさっきよりも少しだけ温かく、ねっとりとしていた。

　しっかりと粘液をまとった花弁が、俺の亀頭を遠慮がちに包み込む。

　これなら大丈夫だろう。そう思い、ゆっくりと腰を押し進めた。

「んぐぅ……！」

　しかし、すこし入ったところで先端になにかが当たり、先に進めなくなる。

　それと同時に、リディアが短い悲鳴のような声を漏らした。

「あ、あれ？　あれ……？」

「んっ……くぅ……！」

　ぐいぐいと押してみるが、やっぱり先に進まない。

「レ、レオン……わたくし、その……初めてですのよ……？」

　俺が四苦八苦していると、リディアが軽く頭を上げて、こちらを見ながらそう言った。困ったような、あるいは不安げな表情を浮かべた彼女は、目尻に涙を溜めながら、俺にそう訴えたのだ。

「あ……そうか、ごめん……」

　これはたぶん、処女膜ってやつだ。激しい動きをすることが多い冒険者の、特に前衛職だとなにかの拍子に破れることが多いらしいけど、彼女の処女膜はしっかりと残っているみたいだ。

　となれば、これを貫かなきゃいけないわけだけど……かなり痛いんだよね？

「おーっほっほ……とっくに覚悟は、できておりますわ……！」

　俺の表情から意図を読み取ったのか、彼女はそう宣言した。右手を口元に当て、弱々しい高笑いとともに。

「じゃあ、いくよ」

　内心はどうあれ、リディアがそう言うなら、ここで戸惑うのは失礼だ。

　俺は彼女の腰を掴み、一気にイチモツを突き出した。

「ひぎぃぃぃっ……!!」

　メリメリとなにかを押し広げるような感覚が少し続いたあと、亀頭が狭い部分を通り抜けたあたりで、ぬるんっと一気に進み、肉棒は根本まで挿入された。悲鳴を上げたリディアが心配になって視線を動かすと、彼女は顔を横に背けたまま、不安げな目だけをこちらに向けていた。

「だ、大丈夫……？」

「おー……ほっほ……。なんとも、ありませんわ……」

　さっきと同じように口元に手を当て、さっきよりも弱々しい高笑いをあげ、強がるように彼女はそう言った。

「ですから、はやく……終わらせてぇ……んぅっ……！」

　彼女の哀願を受け、肉棒がどくんと脈打った。それを感じたのか、リディアが短くうめく。

「リディア……」

　思わず名前を呼んでしまった。

　改めて見る彼女は、本当に綺麗だった。【姫騎士】といえば、この町では知らぬものはないといってもいいほど有名な冒険者で、それ以前に領主の娘……つまり、貴族でもある。

　そんな女性と、いま俺は繋がっている。

　お互い局部以外は普通に服を着ていて、接合部もスカートに隠れて見えないけど、肉棒に伝わる感触から、ちゃんと繋がっていることがわかる。

　そんな状況を考えただけで、俺は果てそうになるほど興奮したのだった。
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　──にちゅ……にちゅ……ずりゅ……。




　早く終わらせてあげたい、という思いと、できるだけ彼女の膣内なかを感じていたい、というふたつの思いに揺れながら、俺は腰を動かし続けた。彼女を感じていたいという欲求からストロークは大きく、しかし痛みをできるだけ和らげてあげたいという言い訳をもとに、動きはゆっくりと。

　それでも、できるだけ早く終わらせてあげるため、休むことなく動き続ける。

「ん……ふぐ……んふぅ……」

　彼女は口に当てた手を噛みながら、なにかをこらえるように、くぐもったうめき声を漏らしていた。

　まだ、痛むのだろうか。それとも……。

「んぅ……まだ……ですの……？」

「ごめん……あと、ちょっと……」

　エメリアのとくらべて、リディアの膣内なかはかなりキツかったが、何度かこすっているうちにほぐれてきて、内側の粘膜がみっちりとまとわりついてくるようになった。それでも膣腔はキツいままで、それが強い刺激をもたらす。

　彼女に告げたとおり、俺はもう限界を迎えようとしていた。ただ、その前に一応確認しておかないといけないことがある。

「リディア、避妊は……？」

「そ、それは……冒険者、ですから……もちろん……」

　塔の探索は常に死と隣り合わせだ。そして命の危険を感じた男女というのは、本能的に求め合うものらしい。実際、恋愛や結婚とは関係なく、パーティー内で肉体関係を持つ男女は多いので、女性冒険者は魔法による避妊を受けるよう推奨されていた。

「よかった……じゃあ、そろそろ……！」

「え……？　お、お待ちになって！」

　リディアが突然大きな声を上げたので、俺は動きを止めた。

「えっと、どうしたの？」

「あの……もしかして、膣内なかに……？」

「そう、だけど」

「それは、必要な、条件……ですの？」

　……どうなんだろう？

「でも、避妊はしてるって」

「それは、もちろん、そうですけど……だからといって……」

　そう言って彼女は視線を逸らす。たしかに、妊娠するかどうかにかかわらず、好きでもない相手の精液を身に受けるなんて、女性からしたら、いやなことかもしれない。

「じゃあ、外に、出そうか？」

　エメリアのときは中出しだったけど、それが必須条件かどうかはまだわからない。

「いいん、ですの……？」

「わからない……。もしダメなら、もう一回やれば……」

「もう、一回……？」

　一度外出しを試してみて、賢者タイムが始まれば問題ない。でも、だめなら、再チャレンジするしかないだろう。

「どうする？」

　こればっかりは、彼女に決めてもらうしかない……。

「うぅ……」

　しばらく俺から目を逸らしたまま考えるそぶりを見せたリディアだったが、ほどなく意を決したようにこちらを向いた。

　眉を下げ、目に涙を溜めながらも、ぎこちなく口角を上げる。

「おーっほっほっほ！」

　声だけは大きいが、どこか力のない高笑いに、少し胸が痛くなる。

「そのままお出しくださいませ。わたくしが責任を持って受け止めますわ」

　なんだかよくわからない言い回しだけど……。

「膣内なかに出して、いいんだね？」

「ええ、もちろん。そのほうが確実なのでしょう？」

　涙はいまにも溢れそうで、口元がわずかに震えているけど、それは見ないフリをしよう。そして、彼女のためにもできるだけ早く終わらせてあげよう。

「リディア、痛みはどう？」

「……問題ありませんわ。ですので、あなたのお好きなようになさいませ」

「わかった」

　彼女の言葉を受け、俺は再び腰を動かし始めた。

「んぎぃっ……！　んっんっんっんっ！」

　さっきよりもペースを上げ、抽挿を繰り返す。じゅぽじゅぽと音を立てながら、彼女の内側を何度も何度もこすり上げる。

「んぁっ！　あっあっ……んんっ……！」

　ふと、リディアの声色が変わった。顔を上げると、口を半開きにして喘ぐ【姫騎士】と、目が合った。

「やぁ……見ないで……！」

　彼女は恥ずかしげにそう言ったあと、両手で顔を覆ってしまった。そのせいで、スカートを抑えていた手が離れ、裾が軽くめくれ上がった。

「──っ!?」
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　そのとき、スカートの向こう側が一瞬見えた。

　股間を覆う恥毛は、髪の毛より少し濃いめのローズゴールドで、ふわふわとしていそうだったが、毛先は濡れてつやつやとしていた。そして膣口を出入りする肉棒には、少しだけ血がまとわりついていた。

　一瞬でその光景が目に焼き付いたが、俺はすぐに視線を逸らす。余計なものは見ない、というのが、彼女との約束だからな。

　彼女の腰を掴み、ずぶずぶと肉棒を出し入れする。

「はぁっ、あぅん……んっんっ……まだ……ですの？」

　不意に、腕を掴まれた。視線を落とすと、リディアは顔から手を離し、懇願するような視線を俺に向けていた。

　その表情に、ドクンと肉棒が大きく脈打つ。限界が、一気に近づいた。

「もう、すぐ……だ……！」

「おねがい……はやく……わたくし、これ以上は……！」

　これ以上は、なんなんだろう？　そんな思考が一瞬頭をよぎったが、直後に訪れた快感によってかき消された。

　そして間もなく、俺は限界を迎えた。

「リディア、出すよ……!!」




　──ドビュッ!!　ビュルルッ！　ビュルッ!!




　根本まで包み込まれた陰茎の先端から、勢いよく精液が放出される。

「あぁっ……なかで……ドクドク、してますの……」

　膣肉に包まれた肉棒が脈打ち、そのたびに快感が襲ってくる。

　ふと視線を落とすと、リディアと目が合った。

「やぁ……」

　俺の視線を遮る様に、彼女は再び顔を覆ってしまった。

「はぁ……はぁ……ふ……ぅ……」

　肩で息をしていたリディアだったが、徐々に呼吸が落ち着いてくる。

「ふぐぅ……いま、わたくし……なかに、だされて……」

　両手で顔を覆ったまま、リディアが呟く。その声は、とても弱々しい。

　イチモツの脈動が、少しずつ弱く、遅くなっていく。それにともない、快感も薄れ始めた。

「う……うぅ……」

　短いうめき声。

　肩が小刻みに震えている。

　あいかわらず彼女は顔を覆ったままなので、表情は見えないが、目の端から溢れた涙が、顔の横に伝い落ちていくのが見えた。

「リディア……」

　生き延びるため、そして犠牲をできるだけ少なくするため、好きでもない男に純潔を散らされ、避妊をしているとはいえ、子種をその身に受ける。

　それは、彼女にとって苦痛だったのだろうか？　屈辱だったのだろうか？

「んぅ……ふぐぅ……」

　射精が終わり、少ししなびた肉棒を抜いた。

　そのとき、リディアの身体がピクンと震えたせいで、少しだけスカートがめくれ、秘裂からドロリと精液が漏れる光景が一瞬だけ見えた。

「うぅ……お、おわ……おわり……ぐすっ……ううぅぅ……!!」

　終わったのかどうかを聞きたかったのだろうが、彼女の口から漏れた声は、言葉にならなかった。

　ごめん、と言いそうになって、踏みとどまる。謝罪は、彼女の決意を踏みにじる行為だ。だから教えてあげよう。

　君の決意も、いま流している涙も、決して無駄じゃないってことを。




《条件を満たしました。賢者タイムを開始します》




《《　反撃　》》




「《浄化クリーン》」

　まずはお互いの汚れを落とすために魔法を使う。

「え……？」

　《浄化クリーン》を受けて、リディアが戸惑いの声を上げた。

「はは……すごいな。【賢者】が唱えると、生活魔法ひとつでこうも違うのか」

　想定以上の効果に、思わずそう独りごちた。

　《浄化クリーン》は汎用性の高い洗浄魔法で、使う人によってその効果が多少変わる。なにを汚れと意識するかで、汚れの落ち方が変わるといえばいいだろうか。それでも〝なんとなくイメージ〟すれば〝なんとなく効果が変わる〟程度の変化だ。

　しかし、【賢者】として《浄化クリーン》を使うと、綺麗にしたいものを具体的に思い浮かべることができた。

「え？　あれ……？」

　身体を起こしたリディアは、自らの股間に視線を落とし、下腹部を押さえながら戸惑うような声を上げている。俺は彼女の股間にまとわりつく粘液だけでなく、膣内の精液も綺麗さっぱり洗い流してあげた。いまの俺にはそんなことくらいしかできないけど、思いのほか効果があったようで、さっきまで悲痛なうめき声を上げていたのが嘘のようだった。

　使命感、決意、覚悟、苦痛、屈辱、恥辱、もしかすると快楽。

　そんないろんな感情が、突然の事態で驚きや戸惑いに入れ替わってしまったのかな。もちろん、涙のあとも綺麗になっている。

　でも、驚くのはこれからだ。

「《傷回復ヒール》《疲労回復リカバー》」

　俺は綺麗になった股間のモノをさっとしまって立ち上がり、リディアに回復魔法をかけてやった。

「へっ？」

　痛みや疲労が吹き飛んだことに、リディアが少しまぬけな声をあげる。

　そして一拍おいたあと、彼女は大きく目を見開いて俺を見上げた。

「なぜ、安全地帯セーフエリアで回復魔法が!?」

　この安全地帯セーフエリアというところは、基本的に魔法が使えない。塔の外でも使える一部の生活魔法はともかく、回復魔法や支援魔法、攻撃魔法などが効果を発揮しないのだ。なので、回復魔法がしっかりと効いたことに、リディアは驚きの声を上げたのだった。

「これが【賢者】の力さ」

「え？　じゃあ」

　俺を見るライトグリーンの瞳に、期待の色が灯る。

　だから俺は、それに応えるべく、わざとらしく口角を上げた。

「ああ、クラスチェンジは成功だ」

　俺は精一杯自信ありげな笑みを浮かべてそう告げたあと、再び彼女に手をかざした。

「《身体強化フィジカルブースト》《感覚強化センスブースト》」

　魔法の光が、彼女を包む。

「す、すごい……!?」

　通常では考えられないほどの強化を受けたリディアは、驚きに目を見開き、自分の身体に視線を落とした。

「ふ……ふふふ……これなら……たとえウェアウルフだろうと……」

　小さな声でそう呟いたあとリディアは斧槍ハルバードを手に立ち上がった。

　そして──、

「おーっほっほっほっほ！」

　力強い高笑いとともに、ブンブンと斧槍ハルバードを振り回す。

「身体が軽いっ！　力がみなぎってくるようですわっ!!」

　そう言ってひとしきり斧槍ハルバードを振り回して満足したのか、彼女は仁王立ちになった。

「もう怖いものはありませんわっ！　ウェアウルフごときさっさと倒してしまいましょう!!」

　胸を張ってそう言う彼女から、俺は思わず目を逸らしてしまう。

「あら、どうなさったの？」

　そんな俺の様子を訝しむ彼女をチラリと見たあと、俺は無言で、ある一角を指さした。

「ふぁっ!?」

　俺の指した先を見たリディアが、まぬけな声を上げる。そこには、彼女が脱いだショーツが、ぽつねんと置かれていた。

「い、一応、《浄化クリーン》はかけときました」

「きゃああぁっ!!」

　リディアは可愛らしい悲鳴を上げながら、慌てて斧槍ハルバード手放し、両手でスカートを押さえながらショーツを隠すように、その上へしゃがみ込んだ。

　そして、うつむき加減に肩をふるわせながら、上目遣いの責めるような視線を俺にむける。目尻に、うっすらと涙を溜めて。

「み……見ましたの……？」

　かなり派手に動いたので、もちろんスカートは何度もヒラヒラとめくれ上がった。クラスチェンジによって感覚が強化されているらしく、風にそよぐローズゴールドの恥毛、動きに合わせて揺れる張りのある尻、姿勢によってはわずかに開閉する割れ目まで、しっかりと見えていた。

「こ、この……変態!!」

「ご、ごめんなさいっ!!」

　ついさっきセックスをして、中出しまでしたというのに、スカートの中を見た見ないで大騒ぎするのもおかしな話だけど、これはこれで恥ずかしいのだろう。見た側の俺としても、セックスのときにチラリと見えた光景とは違ったエロさを感じ、股間が大きくなっているわけだし。

　とりあえず俺が彼女に背を向けると、背後で身じろぎする音が聞こえた。

「もう、よろしくてよ……」

　少し弱々しいリディアの声に、俺は振り返った。

「ひぃっ!?」

　目の前に、斧槍ハルバードの穂先が迫っていた。

「ご、ごめん……本当に悪気は……」

　俺が苦し紛れに謝ろうとしたところで、リディアはため息をついて斧槍ハルバードを下げた。

「今回はわたくしの不注意もありましたし、しょうがありませんわ。ですが──」

　【姫騎士】の鋭い視線が、俺を捉える。

「次は、ありませんわよ？」

「は、はい……」

　勝てる気がしない……。【賢者】にクラスチェンジしたことで、俺はかなり強くなっているはずなんだけどな……。

「ま、冗談はそのあたりにしておきまして」

　いや、冗談には思えなかったけど……。

「そろそろ反撃開始といきませんこと？」

　そう言ってリディアは、俺に微笑みかけてくれた。

　彼女にとって俺は、望まぬ関係を持った相手だけど、笑顔を見せてくれるってことは、嫌われてはいない……のかな？　もしかしたら精一杯の強がりかもしれない。

　だから。

「よし、サクッと倒してさっさと帰ろう」

　早くことを終わらせて、リディアにはゆっくり休んでもらうのがいいだろう。
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　俺たちは出入り口のドアの前に立った。

　安全地帯セーフエリアは、扉周辺の狭い範囲より外の様子を、中から窺うことはできない。それはクラスチェンジで能力が上がった俺でも、そして《感覚強化センスブースト》で感覚が鋭くなったリディアであってもだ。

　とはいえ、それほど憂慮するべきことではない。

「では、わたくしが先に」

　安全地帯セーフエリアの扉に手をかけたリディアの言葉に、俺は無言で頷いた。

　いまの俺の身体能力と、強化されたリディアとを比べると、彼女のほうが少し上回る程度だろうか。俺が自分自身に支援魔法をかければ、彼女より大幅に強くなるだろうが、それでもリディアは先を譲らないだろう。

　それに【賢者】というクラスの立ち位置がいまいち不明なので、前衛はやはり前衛職に任せるのが礼儀だ。




　──ガチャリ……ギィ……。




　安っぽい木製のドアが開き、まずリディアが安全地帯セーフエリアを出て身構え、俺があとに続く。

「いいか？」

「ええ」

　彼女の返事を受けて、俺は後ろ手に戸を閉めた。その瞬間、肌に感じる空気が変わる。

　部屋を出たあとも扉を閉めるまでは、出入り口付近までが安全地帯セーフエリアとなる。そして、その出入り口付近はモンスターにとって不快な場所であるらしく、先述した仕様もあって、安全地帯セーフエリアを出た直後に襲われるということはないのだ。

「グルル……」

　部屋を出た右側──俺たちが駆け込んできたのとは反対側──の通路で、ウェアウルフは待ち構えていた。

　一〇〇歩（約五五メートル）ほど離れた位置だったけど、やつなら数秒で詰められるだろう。

「いきますわっ!!」

　敵が踏み込むのと、リディアが身構えるのは同時だった。

「はっ──」

　半身をひねって斧頭をうしろにした脇構えの状態で、リディアは強く踏み込んだ。

「──えっ!?」

　すれ違いざまに敵の胴をひと薙ぎするつもりで踏み込んだであろうリディアは、斧槍ハルバードを脇に構えたままウェアウルフと正面からぶつかりそうになる。

「くっ……!!」

「グルァッ!?」

　それはお互いにとって想定外だったようで、リディアとウェアウルフそれぞれに身をよじって避け、紙一重でぶつからずにすれ違った。

「ぐぅ……！」

　たった一歩の踏み込みで、想定以上の速度と距離を跳んでしまったリディアは、無理な姿勢で敵をかわしたせいもあってか、着地の際につんのめってしまう。対するウェアウルフはすぐに体勢を立て直し、身を翻してリディアへと襲いかかろうとした。

　でもそこで反転すると、俺に背を向けることになるんだぜ？




　──ガギィンッ！




　硬質なもの同士がぶつかり合う音が、石造りの回廊に響く。魔法じゃ気づかれると思い、俺はできるだけ気配を殺してロングソードで斬りかかったのだが、さすがこの塔最強のレアモンスターだけあって、あっさりと防がれてしまった。

「グルゥッ」

　斬撃をはじき返したウェアウルフは、俺を見て目に怒りを灯した。

　さっきしてやられたことを思い出したんだろう。

「グルァーッ!!」

　敵は敵愾心ヘイト丸出しで俺に飛びかかってきた。

「せぁっ！」

　振り下ろされた手を、剣ではじき返す。

　そのあとも執拗な攻撃が繰り返されたが、俺はなんとかそれを剣でいなし続けた。【赤魔道士】のままだったら、いくら支援魔法をかけたとしても、一撃二撃を防ぐのが精一杯だっただろうし、それで剣をあっさり折られていたはずだ。でもクラスチェンジによって能力が上がった俺は、はっきりと敵の攻撃を認識し、武器にかかる負担をできるだけ軽減しながら、防御を続けることができた。

　……といっても、それが精一杯で、反撃はおろか発動の最も短い《魔矢マギボルト》の準備すらできないんだけどね。

　それに、この防御だってあと二秒持つかどうかってところか。

　しかし残念ながら時間切れだ。

「おーっほっほっほっほ！」

　あえて敵に気づかせるための高笑いとともに、斧槍ハルバードを振りかぶったリディアが迫ってくる。さっきよりも控えめな、それでも一〇歩の距離を一瞬で詰めるだけの速さで、【姫騎士】は敵を間合いに捉えた。

「はぁっ!!」

「グルッ……！」

　ウェアウルフは半身をひねってリディアの打ち下ろしをかわす。

　それと同時に、俺は大きく飛びずさって距離を取り、《雷弾サンダーブレット》の詠唱──魔法の発動準備──を始めた……が、それは無駄に終わる。

「おしまいですわっ」

　斧の刃が床に当たるかどうかという瞬間、リディアは重さをまったく感じさせない動作で、斧槍ハルバードを斬り上げた。元々無理な姿勢で初撃をかわしたウェアウルフは、追撃をよけることができず、両腕を交差して斬撃を防ごうとする。

「グフゥッ……」

　しかし斧槍ハルバードのひと薙ぎは、交差した腕ごとウェアウルフの身体を切断した。

　胸のあたりから身体を断ち切られたウェアウルフはほどなく魔石と毛皮を残して消滅した。

「おーっほっほっほっほ！　わたくしたちの勝利ですわっ!!」

　斧槍ハルバードを立てて堂々と構え、リディアが高らかに勝利を告げる。

　心地よいその高笑いが響くなか、俺の頭の中には別の声が流れていた。




《レベルアップ》




《魔法習得》

《魔刃マギブレード》




《スキル習得》

〈魔力探知〉




《《　成長　》》




　レベルが上がった……。

　これって【賢者】のレベルが上がったってことだよな？　だって、【赤魔道士】を始めとする初級職じゃあ絶対に覚えられない《刃ブレード》系を習得できたわけだし。

　スキルにしたってそうだ。

　似たようなスキルでなんとなく魔力の流れや、保有魔力の多い人やモンスターの存在を感じ取れる〈魔力感知〉なら習得しているけど、今回習得したのは〈魔力探知〉だ。これは、より能動的に魔力を感じ取れるようになる〈魔力感知〉の上位スキルで、やはり中級職以上でないと習得できない。

　そう、俺はついに、初級の壁を突破したわけなんだけど……。

「……意外と感動が薄いなぁ」

　独り言が耳に届いたのか、リディアがこちらを見て心配そうに首を傾げた。そんな彼女に、俺はごまかすように愛想笑いを返す。

　念願の中級魔法、そして中級スキル。もっと感動するものだと思っていた。でも、そうでもなかった。

「当たり前、なのかな」

　【賢者】なんだから当たり前。いや、それどころか、こんなの大したことはないのだと、無意識のうちに理解してしまっているのかもしれない。

　……つまり、俺はもっともっと強くなれるってことだ。

「ふふふ……」

　そう思うことで、やっと俺の心は昂ぶってくるのだった。
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「大きな魔石……。それにこの毛皮、とってもさわり心地がよろしいのね」

　ウェアウルフがドロップした魔石は、大人がなんとか片手で持てるかどうかというほどの大きさだった。

　それを見ながら、リディアは拾い上げたウェアウルフの毛皮の肌触りを楽しんでいる。

「それ、そんなにモフモフしてるのに、めちゃくちゃ防御力高いんだよ」

「へえ、そうなんですの……」

　俺の言葉を聞き流しながら、リディアは毛皮に顔をうずめてうっとりしている。

　彼女はあっさりと両断してしまったが、あのモフモフの毛一本を切るだけでも、かなりの攻撃力が必要だ。

　たぶん【赤魔道士】の俺が振るうミスリルソードじゃ、毛にはばまれて皮膚にすら到達できないんじゃないかな。

　もちろんその皮膚は毛よりもさらに硬く、その向こうにある筋肉は弾力があるので打撃も通りづらい。骨なんて鋼鉄よりも硬いんじゃないかってほど頑丈なんだけど、リディアはそんなウェアウルフを一撃で両断してしまった。

　自分で強化しておいてなんだけど、でたらめな強さだと思う。

「さて……いつまでもこうしているわけにもいきませんわね」

　ひとしきりモフモフを堪能したリディアは、ウェアウルフの毛皮を俺に差し出した。

「そうだな。早く帰ってみんなを安心させないと」

　俺は受け取った毛皮を〈収納庫ストレージ〉に収納しながら、そう答えた。

「えっと、そのことなのですが……」

　俺の言葉に対し、リディアはなにやら言いたいことがあるらしい。

「なに？」

「まだそれほど時間も経っておりませんし、そう急がなくてもいいのではなくて？」

「んん？」

　なにが言いたいんだろうか、と思っていると、彼女の手にはいつの間にか懐中時計があった。

「あ、〈収納庫ストレージ〉使えるんだ？」

「まずは【荷運び】として冒険者のサポートをすること。冒険者になるための条件その一、ですわ」

「レベルは？」

「五ですわね」

　【荷運び】レベル五だと、小さなロッカー程度の容量はあるだろうか。あと、効果は薄いながらも、収納物の劣化防止機能がつくのもそのあたりだ。

　とりあえず武器と盾、兜くらいは収納できるので、冒険者の中にはとりあえずこのあたりまで【荷運び】レベルを上げておく人も多い。

「レベル五もあれば斧槍ハルバードくらい収納できると思うけど？」

　盾も兜も装備できない【姫騎士】なんだから、安全地帯セーフエリアにいるときくらいは収納しておいてもよかったんじゃないかと思うけど……。

「なにをおっしゃいますの!?　女にはほかに所持しておかなくてはいけないものが、たくさんあるのですわ！」

　あー、そういえばレベッカも似たようなこと言っていたなぁ。俺が代わりに持つといっても、決して渡さなかったものが。化粧品とか美容関連グッズとか、そんなんだったと思う。

　あのおしゃれに無頓着そうなチェルシーでさえ、その手の道具は持っていたようなので、女性にとっては必要不可欠なんだろう、たぶん。

「そ、そんなことより、時間ですわ時間！」

　いかんいかん、話がそれてしまったな。

「わたくしたちが合流して、まだ一時間ほどしか経っておりませんわ」

「へぇ、そんなもんなんだ」

　リディアが俺の提案を受け入れるかどうかを悩んでいた時間だけど、思っていたよりも短かったみたいだ。

「でも、それがどうかしたの？」

「えっと、その……もっと、上を目指してみませんこと？」

「は？」

「だ、だって！　これほどの力を得ていながら、このままただ帰るというのは惜しいと思いませんこと!?」

「うーん」

　俺が言葉に首を傾げる姿に、リディアはあたふたし始めたが、ふとなにかを閃いたように目を見開く。

「ウェアウルフのようなレアモンスターはともかく、ロード級の階層越えはまだいるかもしれませんわ！　ならば先んじて強いモンスターを討伐しておけば、下で待っている爆華繚乱のみなさまや、救援部隊の安全も確保できるというものですわ!!　なにも力試しのためだけに上層階への挑戦を提言したわけではございませんのよ、おーっほっほっほっほ！」

　まぁ、本音はともかく一理あるな。だが……。

「リディア、大事なことを忘れていないか」

「大事なこと？」

　支援魔法で強化されて力を得たことと、ウェアウルフを討伐できたことに気分をよくして、彼女は重要なことを忘れているようだったので、まずはそのことを告げることにした。

「賢者タイム……つまり俺が【賢者】でいられる時間には、限りがあるってことだよ」




《《　確認　》》




　初めて『極楽への階段』でエメリアとセックスをした日、俺たちは朝までやりまくった。

　ただ、いくら支援魔法や回復魔法を使い続けたからといって、精力や体力が無限に続くわけじゃない。

『ごめんなさい、レオン……私、もう……限界……』

『大丈夫、俺はもう充分満足したよ。ありがとう』

『うふ……よかった……』

　明け方、何十回目かの射精を終えた俺は、挿入したまま、彼女を抱きしめた。お互いに身体中いろんな体液まみれでベタベタになっていて、《浄化クリーン》を使えばすぐにでもきれいにできたんだけど、そのまま抱き合った。

　彼女との行為は終わったんだと思うと、それまで数時間萎えることのなかった肉棒が、少しずつ小さくなっていった。そうしてできた接合部の隙間から、彼女の膣内にため込まれた俺の精液が、とめどなく流れ出す。その感覚すら楽しみながら、俺は彼女の乳房に顔をうずめて目を閉じた。

　しばらく俺の頭を優しく撫でていたエメリアの手が、いつの間にか止まっていた。頭上から、穏やかな寝息が聞こえてくる。それを心地よく感じながら、俺もゆっくりと意識を手放していった。




《賢者タイムを終了します。おつかれさまでした》




　そのメッセージが流れたのは、最後に射精して一時間ほど経ったころだったように思う。

　ほとんど眠っていたので時間についての自信はないが、メッセージだけははっきりと記憶に残っていた。
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「それで、その時間制限とはどれくらいですの？」

「六時間か、一時間か……」

「……随分開きがありますのね」

　賢者タイムの開始メッセージから終了メッセージまでは、およそ六時間くらいだったはずだ。でもセックスでの射精が賢者タイム開始の条件なら、その間やりまくってたから延長された可能性もある。

　だとしたら、最後の射精から一時間、とも考えられる。

「もしくは、寝たら終わりかも？」

　あのメッセージが流れたのは眠りに落ちる寸前だったような、あるいはすでに眠ったあとだったような……。そのあたりは判然としないが、もし眠ることが終了の条件なら、起きている限り賢者タイムは続くことになる。

「とりあえず一時間と考えておこうか」

「わかりましたわ。仮に六時間だった場合、いまのわたくしたちですとどれくらい進めますの？　急げば四〇階層あたりまでいけますでしょうか？」

「うーん、そうだな……なにを優先するかにもよるんだけど、最短ルート進むんなら四五階層あたりまで行くだけは行けると思う」

「そんなに!?」

「まぁ、一応この塔のマップは全部頭に入っているから」

　通常では考えられない速度だけど、いまの強化された能力と、支援魔法、回復魔法を駆使しながら駆け抜ければ、それくらいはなんとかなるはずだ。

「すごいですわ、レオン!!」

　そう言ったリディアは、とても嬉しそうだった。もしかすると、現在の最高到達地点を更新できるのかな？

「うーん、到達はできるけど、帰るのがなぁ」

　四五階を越えるにはギリギリの時間だが、俺たちはそこから帰らなくてはならない。いくら【姫騎士】がいるとはいえ、さすがに四〇階台を【赤魔道士】でうろつくのは怖い。それに、あくまでこれは賢者タイムが六時間だった場合の話で、一時間だとすれば四一階まで行けるかどうかというところだろうか。

「それに、階層越えの討伐を優先するなら、もっと時間はかかるしなぁ」

「────ばいいじゃない……」

　俺が考え込んでいると、リディアが何かを言ったのだが、うまく聞こえなかった。

「えっと、なに？」

「だからぁ！　そのときはまたセックスをすればいいじゃないって言いましたのっ!!」

　彼女は顔を真っ赤にして俺にそう告げた。

「えっと……いいの？」

　さっきのは言ってみれば生きるために仕方なくやったことだ。でもこの先へ進むことは、別に義務でもなんでもない。だったら、無理をする必要はないと思うんだけど……。

「お、おーっほっほっほっほ！　狼牙剣乱がいない今、塔の安全確保はいわば領主の務め！　領主の娘であるわたくしがその役を担になうのは、なんらおかしいことではありませんわ!!」

「いや、たしかにそうだけど……。でもいったん帰って軍に支援要請を出すという方法もあるよ？」

　っていうか、それが一番現実的な方法だろう。

「ええい、うるさいですわねっ!!　領主の娘たるわたくしがやるといったらやるのですわっ!!　それともあなた！　わたくしと……その……するのが……いや……ですの……？」

　威勢のよかった声が、段々と小さくなっていく。最初は傲然と胸を張っていたのに、気がつけばうつむき加減で上目遣いになっていた。

「い、いや、リディアがいいなら、俺のほうは、その、問題ないというか……むしろ……ああ、いや」

　彼女ともう一度セックスができる。

　それはもちろんこの上なく嬉しいことなんだけど、彼女はあくまで貴族の義務として申し出てくれているんだからそういうことは言っちゃダメだよな。

「わ、わかればよろしいのですわ」

　しかし彼女からの提言に、俺は驚くとともに内心ホッとしていた。

　行為が終わったあとに流した彼女の涙は、本当に胸を締め付けられるもので、もしかするとセックス自体を嫌いになってしまったんじゃないかと心配していたんだ。

　実際にできるかどうかはともかく、言葉だけでもそう言えたんなら、少しは安心かな。

「そうと決まれば時間がもったいないですわ！」

「まぁまぁ、案内は任せてよ」

　いまにも駆け出そうとするリディアの肩にそっと手を置く。

「ひぅっ……!?」

　俺の手が触れるや、彼女は短い悲鳴とともに大きく震え、その場を跳び退いた。

　……まだ、俺に触られるのはいやなのかな？

「大丈夫？」

　俺が声をかけると、随分と奥まで跳び退いた彼女は、ツンと顔を背けた。

「い、いいいいきなり触られたのでほんのちょっと驚いただけですわ！　全然まったくこれっぽっちも問題ありませんわよ！　おーっほっほっほっほ！」

　やっぱりいまの彼女とセックスをするのは、考えたほうがよさそうだ。

　よし、とりあえず四一階の転移陣を目指そう。それなら充分間に合うだろう。




《《　挑戦　》》




「こほん……それでは、どちらに進めばよろしいんですの？」

　小さな咳払いで気を取り直した彼女に、俺は軽く頭を振って見せた。

「その前に、この階に強いモンスターがいないかどうかを確認しないと」

「そ、それもそうですわねっ!!」

　階層越えを討伐するってのは自分で言い出したことなのに、すっかり頭から抜けていたな？

「でも、どうやって調べますの？」

「さっきウェアウルフを倒したときにレベルが上がってね。いいスキルを習得したんだ」

「あ、それでしたらわたくしもですわ！　なんと一気に二レベルも上がって、レベル三五中級マスターレベルまであとふたつですの!!　まぁ、スキルも魔法も習得はしませんでしたけど」

　そういえば、俺は一レベルしか上がってないな……。

　中級相当の特殊職【姫騎士】のレベルが三一から三三まで上がったのに、【賢者】の俺は一から二に上がっただけ。言うまでもなくレベルは低いときのほうが上がるペースは早いわけだから、【賢者】ってのは相当レベルが上がりづらいんだろうな……。

「とりあえず、〈魔力探知〉を使ってみるよ」

　実をいえば、賢者タイムに入った時点でスキルの効果も大幅に増していて、以前は一〇〇歩圏内の様子がある程度把握できてた〈魔力感知〉が、いまやその効果範囲は倍以上に広がり、より詳細な情報を認識できるようになっていた。

　感知できる範囲内にもモンスターは多数いるが、すぐに討伐が必要なレベルの危険な個体はいないようだ。

「ふぅ……」

　息を吐き、意識を集中する。

　どうやればいいかは、考えなくてもわかる。

　その感覚に身を委ね、俺は〈魔力探知〉を発動した。

「──！！！？？？」

　膨大な量の情報が頭に流れ込んできた。

　そしてそれを、ものすごい速さで理解していく自分に、思わず息を呑んだ。

「レオン、大丈夫ですの？」

「あ、ああ。大丈夫」

　少しぎこちないが、そう答えておく。普通ならぶっ倒れてもおかしくないような情報が頭に溢れかえっているけど、大丈夫なことに変わりはないからな……。

「にしても、すごいな……」

　自分のスキルながら、驚きに思わず声が漏れる。なにせ、範囲内にいるモンスターだけでなく、塔のマップまでくっきりと頭に描かれているのだ。

　そういえば、塔の壁や床には魔力が含まれているから、ある程度高レベルの魔道系クラスになると、〈魔力探知〉でなんとなくマップを見られると聞いたことがある。

「いや、なんとなくどころじゃないんだけど」

　俺の言葉にリディアは首を傾げたが、独り言だとわかってくれたらしく、特になにも言わなかった。

「あと少し、なんだよなぁ……」

「なにが、ですの？」

　今度はさすがに気になったのか、リディアは興味深げに問いかけてきた。

　当初の思惑としては、階段周りと最短ルート近辺の様子がわかればいいと思っていたのだが、【賢者】の〈魔力探知〉は思いのほか効果範囲が広く、フロアの七割ほどを認識できていたのだ。

　こうなると、いっそ全体を確認したくなるんだけど……。

「あと少しで、階層全体の様子がわかりそうなんだ」

「ええっ!?　そんなに……!!」

　でたらめなスキルの効果に驚きの声をあげたリディアだったが、すぐにうつむき、頭をひねり始めた。

「あの、〈魔力探知〉の効果範囲を、少し広げたいのですわね？」

「ああ、そうなんだよ。まぁ、無理なら無理で、いまのままでも……」

「それでしたら《感覚強化センスブースト》で効果が上がるはずですわ。レオン、まだご自身には使ってませんでしたわね？」

「そうか!!」

　この『魔力を感じ取る』という行為には、それ相応の感覚が必要なはずだ。ならば彼女のいうとおり、《感覚強化センスブースト》は効果的だよな！

「よし、じゃあ………」

　俺は目を閉じ、詠唱を始める。

「《感覚強化センスブースト》！」

　──!?

　《感覚強化センスブースト》の効果に、思わず息を呑む。

　思惑通り効果範囲は広がり、階層全体を把握することができた。それに、範囲だけでなく精度まで上がったようで、より詳細な情報を確認できるようになった。

　さっきまでは、モンスターならなんとなくその種別が、人なら性別と種族、クラスくらいまでならわかっていたのが、いまはまるで目で見たように……いやそれ以上の詳細な部分までを把握できるようになった。

「レオン？」

　その心配そうな声で、俺の意識はリディアに向いた。いや、向いてしまったというべきか。

　目を閉じているにもかかわらず、俺は彼女の姿を認識できた。そして、意識をさらに集中すれば、いままで見ることができなかったドレスアーマーの内側にある、身体のラインまでくっきりと探知するみることができる。

　ドレスに覆われた大きくて柔らかそうな乳房。エメリアのよりもひと回り大きな乳輪と、その中央で陥没したような形の乳首。さすがに色までは認識できないが、形や質感ははっきりとわかる。

　意識を股間に移せば、それこそふわふわとした恥毛の一本一本まで認識できた。そしてぴったりと閉じた割れ目、その内側にある花弁、閉じられた膣口、その奥でわずかに蠢く膣腔、そして子宮口……。

「ねぇ、レオン？」

　そこには、ついさっきまで俺のイチモツが挿入はいり、放出した精液で満たされて……って、まずいっ!!

「レオン、大丈夫ですの？」

「はぁ……はぁ……」

　エロいことを考えてたら、肉棒が膨らんで……意識が卑猥なほうを向いているせいか、《感覚強化センスブースト》で鋭敏になった触覚から受ける刺激が、快感に変わっていく。

「レオン、どうしましたの？」

「はぁ……はぁ……くぅ……」

　こうなると、彼女の声までもが耳を通して脳髄を刺激してくる。

　その結果──、

「ぅぁっ……!!」




　──どびゅっ！　びゅるるっ……!!




　射精してしまった……。

「ねぇ、レオン？　あなた、震えてますわよ？　無理をなさってるんじゃなくて？」

「あ、ああ……だ、大丈夫。ちょっと情報の整理に手間取って……とりあえず《浄化クリーン》」

「？？？」

「いや、いま集中しすぎてちょっと汗かいちゃって……」

　まさか探知したみただけでイッただなんて、口が裂けても言えないから、適当にごまかした。

「そう……。あまり無理なさらないでね？」

　リディアの心配そうな視線と言葉が、ちょっとつらかった……。
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　〈魔力探知〉を解除した俺は、リディアのあとに続いて三六階の通路を歩いた。

「そこ、右」

「はい」

　うしろからルートを指示しながら、軽快に進んでいく。

　自分たちでは軽く走っているつもりだが、ふたりとも身体能力がかなり強化されているので、一般人の全力疾走よりも速度は出ているんじゃないかな。

「つぎ、左に折れてちょっといったところにコボルトジェネラル」

「かしこまりましたわ。わたくしひとりにおまかせを」

「ああ、頼む」

　〈魔力探知〉は解除したが、《感覚強化センスブースト》のおかげで〈魔力感知〉の効果範囲や精度が上がっており、かなり広い範囲の状況を、俺は把握できた。

　結局ロード級はこの階にはいなかったが、本来四〇階台に出現するジェネラル級のコボルトが単体で徘徊しているのを発見した。

　ソルジャーあたりを数匹連れているとそれなりの脅威だが、ジェネラル級単体なら対応できる冒険者はそれなりにいるだろう。

　だから放置しても問題はないのだが、リディアが強化を身体に慣らしたいというので、少し遠回りにはなるが、あえて討伐することに決めた。

「おーっほっほっほっほ！」

　コボルトジェネラルを視界に捉えるなり、リディアは高笑いとともに、斧槍ハルバードを振り上げながら大きく踏み込んだ。

　彼女の背中が一気に遠ざかっていく。

「キャウンッ!?」

「あらごめんあそばせ？」

　敵の目の前に着地し、斧槍ハルバードを振り下ろして脳天をかち割るつもりだったのだろうが、少し大きく跳び過ぎてしまった【姫騎士】は、身体を少しひねってすれ違いざまに石突きでコボルトジェネラルの横っ面をはたいた。

「はぁっ！」

　そして着地するなり身を翻し、斧槍ハルバードを片手で後ろ手に振り抜く。

「ギャ……！」

　石突きでぶたれてよろめいていたコボルトジェネラルは、なすすべなく身体を両断された。

「おみごと」

「まだまだですわ」

　コボルトジェネラルのドロップした魔石と牙を収納しながら声をかけると、リディアは肩をすくめてそう答えた。

「あと数回戦えば、感覚はつかめると思いますわ」

「じゃあ、続きは三七階を目指しながらで」

　俺もスキルで強化された直後は、身体の感覚を掴みかねていたけど、【賢者】にクラスチェンジしてからは、そういうことがない。

　より能力は強化されたはずだけど、それと同時に身体を制御する力もあがっているんだろうか。

「では、いきましょうか」

　このあと数回モンスターに遭遇し、その戦闘を経てリディアは強化後の身体や感覚を、しっかりと制御できるようになった。
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「《身体強化フィジカルブースト》《感覚強化センスブースト》」

　三七階に上って効果の切れた支援魔法をかけ直す。

「どう、効果に変化はない？」

「いいえ、レオンのレベルが上がったぶん、わずかに効果が上がっているようですわ」

「そっか。じゃあ賢者タイムは継続中ってことだな」

「どういうことですの？」

　俺の言葉に、リディアが首を傾げる。

「いや、階が変わると支援魔法が切れるだろ？　もしかすると、同じように賢者タイムも終わるのかなって」

　まぁ、終了メッセージは流れなかったし、能力が下がった自覚もない。

　それに、支援魔法を受けたリディアの感想からも、賢者タイムは継続中と考えて問題なさそうだ。

「も、もしも、ですわよ？」

「ん？」

「賢者タイムが終了していれば、どうなさいましたの？」

　リディアが、不安げな様子でそう尋ねてくる。

「そりゃあ、さっさと階段を下りて、帰るしかないだろうね。まさか階段を上るたびにセックスをするわけにもいかないし」

「か、かか階段を、上る……たびに……」

　後半はちょっと冗談めかして言ってみたんだけど、リディアは顔を真っ赤にして俯いてしまった。うーん、冗談とはいえ、俺の口からセックスという言葉を出すのは、よくないか……。

　謝ったほうがいいかな、と思って口を開こうとしたところ、リディアが顔を上げて俺を見た。頬はあいかわらず赤く染まったままで、潤んだライトグリーンの瞳がわずかに泳いでいる。

「べ、べべ別に、わたくしは、その……よろしくてよ？」

「じゃあ四一階の転移陣まで？」

「い、いいえ、目標は、あくまで四五──」

「それだと、九回もしなくちゃいけないんだけど……」

「きゅ……九回!?」

　貴族としての責任感から申し出てくれたんだろうけど、具体的な回数を伝えると、さすがに驚きを示した。

　目を見開き、口をぽかんと開けていたリディアだったが、ほどなく表情を改めて俺を見据える。

「の、望むところですわ！」

「いや、九回だよ？」

「一回も九回も大差ありませんわ!!」

　なぜかリディアはそう言って鼻息を荒くした。

「さぁ、この階の安全地帯セーフエリアはどこにありますの!?　さっさと入って始めますわよ!!」

「いや落ち着いて！」

「落ち着いておりますわ！　塔の安全を……ひいては住人の生活を守るために必要なら、セックスの一〇回や二〇回、たいしたことありませんわ!!」

「だから落ち着けって！」

　なにやら錯乱しているみたいなんで、俺はリディアの両肩をガッと掴んだ。

「ひぅっ!?」

　その瞬間、彼女は短い悲鳴を上げて全身をピクンと震わせたが、俺は離さなかった。

　ドレス越しに触れたリディアの身体は、あんなにも大きな斧槍ハルバードを振り回しているのが信じられないほど、華奢だった。

「賢者タイムは終わってないんだよ？　だから、いますぐセックスをする必要はない」

「あ……」

　短い声が漏れるとともに、彼女の身体から力が抜けるのを感じた。

「そう……でしたわね……」

　もう落ち着いたようなので、俺は彼女の身体から手を離した。

「はぁ……」

　俺が離れてすぐ、リディアは顔を逸らして俯き、大きく息を吐いた。そのときの表情は見えなかったけど、安心したってことなのかな？

「も、もうしわけございません。気負うあまり、取り乱してしまったようですわ……」

「それだけ責任感が強いってことだろ。それは悪いことじゃないと思うよ」

　俺がそう告げ、彼女は小さく苦笑を漏らしたあと、すぐに表情を改めた。

「では、気を取り直して、探索再開といきますわよ」

　そう言った【姫騎士】は、もう調子を取り戻しているようだった。




《《　方針　》》




　三七階以降の探索は、かなり順調だった。

　最初に〈魔力探知〉で危険なモンスターに目星をつけ、上り階段を目指しつつ効率的なルートで敵を倒していく。階層越えもかなり多かったが、賢者タイムが終わる前に四一階層へ到達できた。

「ロード級が結構いるな……」

　できればすぐにでも転移陣で帰りたかったが、単体で徘徊するロード級のモンスターが下り階段付近に数匹いたので、とりあえずそれは倒しておくことにした。

「ふぅ……これでひとまずは安心ですわね」

「そうだな」

　爆華繚乱以外にも三〇階台を探索する冒険者は多数いる。

　そういった冒険者は、大抵三一階から四一階まで進み、転移陣で帰るので、一匹でも多くのロード級を倒せたのはよかった。

「あとどれくらい？」

「もう五分を切っておりますわね」

「そうか。じゃあそろそろいこうか」

「そうですわね」

「転移陣へ」「安全地帯セーフエリアへ」

「え？」「え？」

　異なる答えを同時に発した俺たちは、互いに目を見開いて視線を交わした。

「ちょっと待って、ここまでやったんだから、一度帰ろうよ」

「いいえ、四五階までというお約束ですわ」

「でも、それだとセックスをしないといけないだろ？」

「で、ですからぁ、それは問題ないと……」

　言いながらも、リディアの顔が赤くなっていく。

「いや、ここで無理をしなくても……」

「む、無理などしておりませんわ！」

　とは言ってるけど、声が震えてるんだよなぁ。

「あ！」

　さて、どうやって説得したものかと考えていると、リディアはなにかを思いついたような声を上げた。

「一時間で、必ず切れるとは限りませんのよね？」

「え？　あ、ああ……」

　たしかに、六時間ほどもつ可能性も消えたわけじゃないけど……。

「でしたら、ひとまず安全地帯セーフエリアに向かいませんこと？　それで切れなかったらそのまま探索を続行すればよろしいのですわ」

「でも、切れたらどうするの？」

「そのときは、セックスを……すれば……」

　とか言いながら、だんだんとリディアの声は小さくなっていく。

　やっぱり、無理をしてるんじゃないかなぁ。

「……わかった、じゃあひとまず安全地帯セーフエリアを目指そう」

「よろしいんですの!?」

　俺がそう告げると、彼女は顔を上げて驚きと喜びを混ぜたような表情を浮かべてそう言った。そんなに記録を更新できるのが嬉しいのかねぇ……。

「ああ。俺としては、リディアみたいなきれいな娘とセックスをできるってのは、嬉しいからな」

「なっ──!?」

　大きく目を見開いた【姫騎士】は、しばらく口をパクパクさせたあと、結局なにも言えないまま顔を真っ赤にして俯いた。

　ちょっといじわるが過ぎたかもしれないけど、これくらいで折れるようじゃあだめだろう。最初は義務感と責任感、それに勢いでなんとかなったが、だからといって二度目ができるかはわからない。

　俺だって彼女ともう一度できればとは思うけど、でも行為を終えたあとの、あの涙を思い出すと、どうしても……ね。

「さぁ、急ごう！」

　俺がそう声をかけると、リディアは顔を上げ、なにか言いたげな視線を向けてきたが、結局無言で頷いた。

　ここから安全地帯セーフエリアまで、いまの俺たちなら走れば一分以内にたどり着ける。せめてそこまでは賢者タイムを維持したいからな。

　問題は、安全地帯セーフエリアに着いたあとに賢者タイムが終了して、結局セックスができなかった場合だな。

　ここは三〇階台に比べて格段に難易度は上がっているから、普通に考えれば危険だ。しかし、三七～四〇階、それに狭い範囲とはいえ四一階での戦闘を繰り返した俺たちは、それなりにレベルアップしていた。強い階層越えを相手にしたことと、こちらの人数が少なかったことで、かなり効率よくレベルアップできたのだ。

　どういう理屈か、戦闘に参加する人数は少ないほうが、早くレベルが上がるんだよな。




「リディア、レベルはいくつになった？」

「ついにレベル三五中級マスターレベルに到達しましたわ！」

　走りながらの問いかけに、リディアは嬉しそうに答えてくれた。

　対する俺はあれからまたひとつだけ上がってレベル三になっていた。その際、《中級傷回復ミドルヒール》と〈状態異常耐性〉を習得。それだけじゃなく、能力もかなり上がっていることを自覚した。

　レベル二になったときは、中級魔法を覚えたことに舞い上がって自覚がなかったんだけど──、

『レオンのレベルが上がったぶん、効果もかなり上がっているようですわ』

　というリディアの言葉を参考に、今回は能力上昇に意識を向けてみたら、思っていたより強くなったのを自覚できた。

　おそらく【賢者】はレベルが上がりづらいぶん、レベルアップ時の能力上昇幅が大きいんだろう。もちろんレベルアップで上昇した【賢者】の能力は、賢者タイムの終了によりなくなってしまうに違いない。

　でも、レベルアップで上昇するのは、なにも能力値だけじゃないからな。

「さ、入って」

「ええ、ありがとう」

　安全地帯セーフエリアに到着し、リディアに続いて俺も部屋に入った。

　その直後──、




《賢者タイムを終了します。おつかれさまでした》




　──俺の頭にメッセージが流れた。

「リディア、賢者タイムが終わったよ」

　やっぱり、制限時間は一時間だったか。短いような気もするけど、階層を越えても維持されるだけありがたいと考えよう。

「そ、そう……ですの……」

　そして賢者タイムの終了を告げられたリディアは、再び頬を染め、落ち着きを失っていく。

「そんなに心配しなくてもいいよ。このままでも、転移陣に戻るくらいは問題ないから」

　俺は視線を落とし、自分の身体に意識を向けながらそう言った。
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　たとえば【荷運び】レベルが二〇の俺が、【赤魔道士】にクラスチェンジすると〈収納庫ストレージ〉の容量は半減する。でも【荷運び】レベルが一〇の【赤魔道士】より、遙かに大容量かつ高性能な〈収納庫ストレージ〉を使えるのだ。

　つまり、スキルというのはそれを司るクラスのレベルを上げれば、その効果が上がり、クラスチェンジ後もある程度引き継がれるわけだ。

　それは【賢者】が習得した数々のスキルにも、同じことが言える。

「つまり、【赤魔道士】である俺の能力は、【賢者】レベルが一のときより、三になったいまのほうが高くなっているってわけ」

「は、はぁ」

　俺の説明に、生返事を返すリディア。

「もちろん能力だけじゃなく、魔法効果も上がってる。だから、いまの俺が支援魔法を使えば、この階で多少苦戦することはあっても、全滅する危険性はほとんどないだろうね」

「……つまり、レオンはなにが言いたいんですの？」

「え、えーと……」

　あ、あれ……？　なんか、リディアの機嫌、悪くない？

「だから、つまり、その……無理に、セックスをしなくてもだな、帰るくらいは問題な──」




　──ガンッ！




「ひぃっ……！」

　リディアが斧槍ハルバードの石突きで床を叩き、その音に思わず悲鳴が漏れる。

「つまり、レオンは、わたくしと、するのが、いや、ですの!?」

　【姫騎士】は、ガンガンと床を叩きながら、一語一語強調するように俺へと告げた。

「い、いや、それはさっきも言ったけど……その……」

「したいんですの!?　したくないんですの!?　はっきりなさいませ!!」

　ええー？　なんで怒られてるの、俺……？　でも、まぁその二択なら……。

「そりゃあ、したい、けど──」

「だったらすればいいじゃありませんのっ!!」

　と、なぜか彼女は胸を張ってそう言った。

「わたくしは問題ないと言っておりますのよ？　それでレオンがしたいというなら、するのが自然じゃありませんこと？」

　いや、したいかしたくないかの二択ならそりゃしたいけど……だからって、無理をさせるのも……っていうか……。

「もしかして、リディアが、したいの……？」

「～～～～～～～！！！？？？？」

　俺の問いかけに、リディアはただでさえ赤かった顔を、さらに赤くし、目を大きく見開いて口をパクパクさせ始めた。

　……あれ、やっちまったか？

「わ……」

「わ……？」

　そこで、リディアが斧槍ハルバードを振り上げる。

「──っ!?」

「わたくしが！　いつ！　したいなどと！　言いましたのーっ！！！？？？」

「ひぃーっ！　ご、ごめんっ!!」

　真っ赤な顔で振り回す斧槍ハルバードを、俺はなんとかかわした。

　いや、【賢者】レベルが上がってなかったら、まじでやばかったかも……。

「はぁ……はぁ……」

「リディア、その、落ち着いて……！」

　俺はとりあえず斧槍ハルバードの間合いの外まで逃げ、肩で息をするリディアをなだめた。

「──てますわ……」

　ぼそり、となにかを呟いたあと、【姫騎士】は斧槍ハルバードを手放した。

　そのときに鳴ったガランという音から、あの斧槍ハルバードが相当重いものだということがわかる。

「えっと、リディア？」

「言われなくても落ち着いてますわ！」

　そう言いながら、彼女は素手のままつかつかとこちらへ歩いてきた。

「いたって冷静ですわ。なんの問題もありませんわ」

「いや、ちょ……わわっ!?」

　素手の彼女を恐れるのも失礼かと思いながらも、その迫力に思わず後ずさり、足が絡んでしまう。

「ふんっ……！」

「うおっ!?」

　そしてバランスを崩したところでリディアに肩を押され、尻餅をついてしまった。

「わたくしは落ち着いて、冷静に考えた結果──」

「わ、ちょっと！　リディア!?」

　リディアは尻餅をついた俺にまたがると、両肩をドンっと押して、俺を仰向けに押し倒した。

「──あなたとセックスをすべきだという結論に至りましたわ」

「ええっ!?」

　そう言って【姫騎士】は、俺の股間の上に腰を落とした。

　赤魔道士が装備できるタイプの軽鎧には腰当てタセットがないので、股間に乗ったリディアの感触がズボンを通じて伝わってくる。

　いかん、さっき斧槍ハルバードを振り回されて縮み上がったイチモツが……。

「まずわたくしとあなたとが協力すれば、より高い階層を探索することができますわね」

「は、はい……」

　リディアは冷静を装っているが、顔は赤いままだし、声も少しうわずっている。とても冷静には見えないけど、ここは素直に彼女の言い分を聞こう。

「そうすれば、強いモンスターを間引きできるだけでなく、効率的にレベルアップもできると思いますの」

「そうです、ね」

「領主の娘であるわたくしが強い、ということは、この町にとって非常にいいことだと思いますわ」

「そ、そのとおり、うん」

「その気になれば、五〇階の攻略も可能だと、わたくしは思っておりますの」

「あ、いや、うん……」

　たしかにこのまま順調にレベルが上がれば、五〇階の攻略も夢じゃない。

「でも、今回は救援が来るかもしれませんから、あまり長時間の探索はよろしくないと思われますわ」

「そうだね、うん。みんな心配するよね」

　やばい……ズボンを介して感じるリディアの体温が……それに柔らかな感触が……。

「んぅ……？　で、ですので」

　いかん、ムクムクと大きくなった肉棒の感触を、ショーツ越しに感じてしまったのか、リディアは一瞬目を見開き、小さくうめいた。

　でもそれをごまかすように、話を続けたので、俺は気づかないふりをする。

「当初の予定通り、四五階までの探索をさせていただきますわ」

「あ……うん」

　当初の予定っつーか、それはウェアウルフを倒したあとの、彼女の思いつきなんだけど……それは言わないようにしよう。

「つまり、塔の安全確保と、わたくしのレベルアップ。そのために、わたくしはあなたとセックスをすべきなのです」

「そ、そっすか……」

「よ、よろしいですか？　決してしたくてするわけではありませんのよ!?　しなくてはいけない理由があるからするのですわ！　そこのところを、勘違いなさらないでくださいませ！」

「わ、わかった。うん。それに、俺も、したいしね」

　ここはもう、多少無茶であっても、彼女の意見に乗っかるしかない。そう思って発した俺の言葉に、リディアは目を見開き、少し戻りつつあった顔色を、再び赤くしていく。

「ほ、ほらぁ、やっぱりしたいんじゃありませんの！　それならそうと、最初から正直におっしゃいませ！」

「ご、ごめん、ちょっと照れくさくて……」

「ふ、ふふ……。しかたがありませんわね。わたくしはすべきだと思い、レオンはしたいというのですから、これは、もう、するのが、自然なのですわ」

　なんだかいびつな笑顔で、彼女は独り言のように呟いた。

　もうなにを言っているのかよくわからないが、こうなった以上もう一度【姫騎士】とできることを喜ぼうじゃないか。探索だ時間だとごちゃごちゃ考えるのは、後回しでいいや。




《《　再戦　》》




　どこか焦点の合わない目で、ブツブツと呟いていたリディアの視線が、俺に向いた。その目はどこか熱っぽくて、あいかわらず赤い頬も、さっきとは少し様子が違って見える。

「えっと、それじゃあとりあえずどいてくれるかな？」

「？」

　俺がそう問いかけると、リディアはきょとんとした表情で首を傾げた。

「だって、ほら、セックスをするんなら、まずは君が仰向けにならないと……」

　そんな俺の言葉にリディアはふるふると頭を振ったあと、いままで見せたことのない妖艶な笑みを浮かべた。

「騎乗位というものを、ご存じ？」

「ああ、それは、まぁ……」

　昨夜エメリアとひと晩中やったときはあらゆる体位を楽しんでいて、それにはもちろん騎乗位も含まれていた。

「【姫騎士】であるわたくしに、ふさわしい体位ではありませんこと？」

「あー、そう、かも……？」

　【姫騎士】、あるいは【戦士】の中級職のひとつ【騎士】には、〈騎乗〉というスキルがある。これはその名の通り、馬などの騎獣を操るのに有効なスキルだ。

　戦闘職のスキルにしては珍しく、塔の外でも効果があるので、有事の際に迅速な移動を求められる防衛軍の兵士は、その多くが【騎士】系だったりする。

　ダンジョン内で騎獣に乗って移動するというのは、あまり現実的じゃない。でも〈騎乗〉スキルがあればモンスターにまたがったときに敵を御しやすくなるという効果もあるので、塔の探索においても無意味なスキルではない。

「つまり、このまま騎乗位でするってこと？」

「ええ、そうですわ」

　なんか、急に積極的になったような……もしかして〈騎乗〉スキルの影響？

　このスキルには、騎獣を操りやすいだけでなく、騎乗によって能力が高まるという効果もある。なので、【騎士】のなかには、小型の騎獣を引き連れ、広い通路や空間で騎乗する、という冒険者もいないわけではない。

　なかには気持ちが昂ぶる人もいるって話を聞いたけど、もしかして彼女もそのタイプなのか？

　そして、俺にまたがったことで、気分が高揚している？

「さぁ、早く準備なさいませ」

　そう言ってリディアは、軽く腰を上げた。




　──にちゃ……。




　彼女の股間が離れるとき、そんな音が鳴った。

　軽く視線を落とすと、ショーツとズボンとのあいだに、ねっとりとした糸が見える。ショーツからにじみ出るほど、彼女の秘部は濡れているのか？

「ほらぁ、早くぅ」

　そんなことを気にとめる様子もなく、リディアは相変わらずエロい笑みを浮かべて俺を促す。こうなったらもう、楽しんだ者勝ちだ。

「ねぇ、まだですのぉ？」

　ねばつくような口調で、リディアが急かしてくる。俺を見下ろしながら発せられたその声が、まるで耳元で囁かれたように、鼓膜へとまとわりついてきた。

「ちょっと待って……」

　ベルトを外し、リディアの愛液によるシミができたズボンの前開きを開けた。大きくなったイチモツがトランクスを押し上げ、鈴すず口ぐちあたりにシミができている。

　そんな汚れなど気にせず、俺はトランクスをずらし、肉棒を露出した。

「はぁん……なにか、匂いますわぁ……」

　リディアがうっとりとした声を漏らす。むき出しになった陰茎はすでに充血し、そそり立っていた。

「はぁ……はぁ……」

　俺の股間から溢れた匂いを嗅いだせいか、【姫騎士】の呼吸がどんどん荒くなっていく。

　ただ、いくら昂ぶっているとはいえ羞恥心がなくなっているわけではないらしく、彼女は俺の顔より下には視線を下げなかった。

「ん……ふぅ……」

　リディアはスカートの裾から手を入れもぞもぞと動かした。おそらく、ショーツをずらしているのだろう。

　彼女の秘部からとろりと垂れた蜜が、少しヘソのほうへ反り返った陰茎の裏スジに垂れ落ちる。

「んぅ……ねぇ、このまま、腰を下ろせば、よろしいんですの？」

　少し不安げな口調で、【姫騎士】が尋ねてくる。いざ始まるとなって、少し緊張したのだろうか。

「ちょっと待って」

　俺は陰茎の根本を軽くつまみ、角度を垂直に近づけた。

「そのまま、ゆっくり、腰を落として」

　こくり、と頷いたリディアは、恐る恐ると言った具合にゆっくりと腰を落とす。

　秘部はスカートに隠れて見えないが、なんとなくで俺も角度を調整した。

　ほどなく、先端になにかが当たった。

「ぁ……」

　【姫騎士】の口から、短い声が漏れる。

　亀頭の先端は、ずらしたショーツに当たっていた。

「そのまま、ちょっとだけ待って」

「んぅ……は、い……」

　維持するには少しつらい姿勢かもしれないが、股間の高さをキープしてもらい、俺はつまんだ肉棒を動かして感触を探る。

「んぁ……はぁっん……」

「……よし」

　ほどなく、先端が柔らかな花弁に触れた。とろとろと垂れ落ちる愛液が、陰茎にまとわりついてくる。

　これだけ濡れていれば、多少ずれていても問題ないだろう。

「じゃあ、そのまま、ゆっくりと腰を……」

「え、ええ……んふぅ……！」

　彼女が腰を下ろすと、少しずれていた先端は誘導されるように花弁の上を滑り、膣口を捉えた。

　……っていうか、なんだこれ？

　半分くらいまで粘膜に包まれた亀頭から、もの凄い快感が流れ込んでくる……！　このまま続けるととんでもないことになると思ったが、一度腰を落とし始めたリディアの動きが止まることはなく、ゆっくりと、しかし確実に俺の肉棒を包み込んでいった。

「ふぅぁあぁぁぁあっ……！」

　淫肉で肉棒を包みながらリディアは、最初のセックスのときからは想像もつかないような淫らな声で喘ぐ。

「ぐぅぉおっ……！」

　しかしそれは俺も同じで、まとわりついてくる粘膜の感触を、最初のときの数倍……いや数十倍の感度で感じ取ってしまう。

　なぜ、こうも刺激が強いのか……？

　もしや……！

「リ、リディア……待っ──！」

「んふぁああっ！」

　ひとつの可能性を考え一度リディアを止めたかったが、彼女は最後まで腰を落とし、やがて肉棒は根本まで包まれた。それと同時に、先端が子宮口を軽く叩く。

「ひぃあああぁああっ！！？？」

　その瞬間、リディアは身体を大きく仰け反らせ、全身を硬直させた。

　それと同時に、肉棒を柔らかく包み込んできた膣がギュウっと締まる。

「うあぁっ！」

　異常に高い感度で刺激を受けていた肉棒が、強く締め上げられ、俺はあえなく限界を迎えてしまった。




　──ビュルルルルーッ!!　ビュルルルッ!!　ビュルッ！！！




　結局俺は挿入しただけで、リディアの膣内に射精してしまった。

　みっちりと肉壺に包まれた陰茎が、どくどくと脈打ち、そのたびに精液が【姫騎士】の膣内に送り込まれ、子宮口に襲いかかる。

「あっ……あっ……」

　身体を硬直させたリディアは、虚ろな視線を漂わせながら、だらしなく舌先を出したまま半開きになった口の端から、肉茎の脈動に合わせて短い声を漏らしている。

「くっ……うぅ……」

　精液が勢いよく流れて肉棒が膨張し、膣肉を押し広げるたびに押し寄せてくる快感に、あやうく意識を飛ばしそうになったが、俺はなんとか耐えた。そして徐々に治まっていく快楽と、冷静になってきた頭で、なぜ挿入しただけでイッてしまったのかを考える。

「んぁ……はぁ……はぁっ……んっ……」

　こまかな痙攣を繰り返すリディアの声や呼吸がうるさいくらいに鼓膜を震わせ、まだ始めて間もないというのに、卑猥な匂いが部屋いっぱいに充満しているように感じられた。

　快感は収まりつつあるけど、いまでも肉茎に絡みつく襞ひだの一枚一枚を認識できるほど触覚は鋭敏だし、これはもう《感覚強化センスブースト》の効果が残っていると考えて間違いないだろう。どうやら賢者タイムが終わったからといって、【賢者】がかけた支援魔法の効果が消えるわけではないらしい。

　本来は安全地帯セーフエリアに入ると魔法の効果も切れるのだが、【賢者】の魔法は特別だ。賢者タイムの終了と安全地帯セーフエリアに入ったというふたつのことから、俺は無意識に支援魔法の効果が切れたと思っていたが、そうではなかったようだ。

　だからこそ、挿入しただけで絶大な快感を得て、俺は射精してしまった。

「んっ……ふぅ……」

　たぶん、リディアのほうもイッたっぽいなぁ。ずっと痙攣していた彼女もようやく落ち着いたようで、反らしていた背中を丸め、もたれるように俺の胸へと手を置いた。

　俺のほうも徐々に快感は収まり──、




《条件を満たしました。賢者タイムを開始します》




　──無事賢者タイムは始まった。




[image: ]




　セックス……といっていいのかは微妙なところだが、一応彼女の膣内に射精をすることで賢者タイムは発動した。やっぱりトリガーは行為そのものではなく、射精ってことになるのかな。

　あとは膣外射精でも発動するのか、フェラチオなんかで口に射精するのはどうなのか等々、検証すべきことは多そうだ。

　ま、それもこれも無事に帰ってからのことだけど。

「うぅ……」

　リディアの泣き声が聞こえてくる。

　行為のあと、彼女はしばらくぼんやりとしていたんだけど、ふと我に返ると床に寝転がって胎児のような格好で身体を丸め、しくしくと泣き始めた。とはいえ、最初のときとは少しばかり涙の意味が違うようだ。

「くすん……わたくし、なんてはしたない……」

　とまぁ時々漏れ聞こえてくる言葉から、羞恥心に耐えきれずに泣いているみたいだった。

　あの積極性には驚かされたけど、スキルの影響なんだから仕方ないよなぁ。

「リディア、大丈夫？」

「うぅ……平気……ですわ……ぐすん……」

　返事はあるけど動きはない。っていうか、いまの姿勢と角度が結構ヤバいんだけど……。

　というのも、彼女は顔を見られたくないのか、俺に背を向けて丸まったわけなんだが、なんやかんやと身じろぎ──身もだえ？──しているうちに位置がずれ、ちょうど俺に尻を向けるかたちとなった。で、ドレスアーマーのスカートが結構短いので、裾の影から尻や股間が見えてるんだよね。

　ショーツを穿いたまましたから、完全に丸出しってわけじゃない。でも、終わったあと身だしなみを一切整えずに寝転がったもんだから、ショーツが微妙にずれたままなんだよ。

　抜いた拍子にある程度ショーツの位置は戻ったみたいだけど、それでもてらてら光る土手肉は半分出ているし、ショーツのライン際には薄紅色の花弁が見え隠れしている。

「あぅぅ……ぐすっ……」

　そしてリディアが軽く身じろぎするたびに、膣内の精液がこぽりとあふれ出して、ショーツの隙間から尻を伝ってとろとろと流れ落ちていく。

　《感覚強化センスブースト》がまだ切れていないところへ、賢者タイムによって能力が強化されたせいかさらに感覚は鋭敏になり、その光景がくっきりと目に入ってきた。そのうえ彼女と俺の体液が混ざった匂いはしっかりと感じるし、息遣いも耳元から聞こえているようで、まるで俺はリディアの秘部を間近で見ているような錯覚に陥った。

「はぁ……とりあえず《浄化クリーン》」

　このままだといつまでたってもその光景から目が離せないし、下手をすると襲いかかってしまいそうだったので、前回同様彼女の股間にまとわりついた体液や、膣内の精液を浄化した。

「よっこいせっと」

「あ、あれ……え……？」

　立ち上がり、彼女の秘部を視界の外に追いやると、同じタイミングでリディアは身体を起こし、少しまぬけな声を出した。俺を一度見上げたあと、下腹に手を当ててうつむき、自身の股間へ視線を落とす。

「えっと、レオン……？」

　そう言いながら、彼女は顔を上げ、少し困ったような表情を俺に向けた。

「《浄化クリーン》できれいにしといたよ、いろいろと」

　前回はすぐに回復魔法を使ったことで、そちらの驚きが勝ってしまい、《浄化クリーン》についてはうやむやになっていたからな。

　とりあえず簡単に説明しておいた。

「その、おなかのなかまで、きれいに、なりますのね……」

「うん。そのほうがいいだろ？」

「えっと、それは、その……なかに、出したのですから……入っているのが、自然じゃないかと……」

　うーん、身体のなかまできれいにされたことへの抵抗があるのかな？

「いや、でも探索中に漏れ出してきたら、いやだろ？」

　ちょっと下品な言い方だけど、これに関しては納得してもらったほうがいいからな。

「そういうことなら……仕方ない、ですわね……」

「ごめんな、負担をかけて」

　俺がそう言うと、彼女はきょとんと目を見開いたあと、すぐにふっと表情をやわらげた。

「わたくしのわがままに付き合ってくださってるんですもの。多少の負担は甘んじて受け入れますわ」

　あ、わがまま言ってる自覚はあるんだ。

「それにその……わたくしは、べつに……」

　そのあと彼女は少し視線をそらしてもにょもにょとなにか言ったが、上手く聞き取れなかった。ちょうど《感覚強化センスブースト》の効果が切れたようで、それと重なって一時的に感覚が狂ったのかな。

「ごめん、なに？」

「な、なんでもありませんわっ!!」

　俺が問い返すと、彼女はぷいっと顔を背けてしまった。

　うーん、なんでもないって言うんなら、気にする必要はないのかな？

「あの、それより、先ほどの、わたくしの、行為ですが……」

　しばらく顔を背けていたリディアだったが、すぐに不安げな表情になり、上目遣いに俺を見上げてそう言った。たぶん、さっきの積極的な行為のことを言いたいんだろうな。

　それについては、本人に自覚がないのかもしれないから、ちゃんと伝えておこう。

「あれは〈騎乗〉スキルの影響だろうね。俺にまたがったことでスキルの効果が出て、ちょっと興奮しちゃったんだと思う。だからあんまり気に病まなくてもいいよ」

　少し早口で説明すると、リディアはしばらく呆けたあと軽く顔を逸らし、片手で口元を隠すような仕草をとった。

「おほほほほ……。わ、わかってらっしゃるのなら、よろしいんですのよ。ええ、そうですとも。わたくしは本来貞淑な貴族子女ですもの。あのようなはしたない真似をするような女ではありませんの」

　と、最後はほとんど独り言のように呟いた。

　まぁでも、さっきみたいに積極的な彼女も魅力的なんだけどね。

　怒られそうだから本人には伝えないけど。
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　とりあえず回復魔法で傷と疲れを癒やし、支援魔法をかけ直したあと、俺たちは探索を再開した。ただ、どうせ帰りも通る階層なので、最短ルートを優先しつつ手近な敵だけを倒していく。

「おーっほっほっほっほ！」

　テンション高めの高笑いとともに、モンスター達はあれよという間に打ち倒されていく。なんというか、ちょっとヤケっぱちみたいに突進することが多くて、少し危ない場面が何回かあった。

　とはいえ、俺が魔法で援護すれば問題なく切り抜けられる程度ではあったけど。

「この階はどうですの？」

「うん、ちらほらとロード級がいるね」

「四〇階台ですのに……」

　階を上るごとに、ロード級の出現率が上がっていった。

　それでも、オークロードやリザードマンロードなど、強めの種族がまったく出ないのは、やっぱり俺のレベリングで狼牙剣乱が倒しまくったからだろうな。レベリング的においしくないモンスターってのは、比較的弱いし、四〇階台ともなれば探索できる冒険者も限られるから、いま無理をして間引きをする必要もないんだけどね。

「おーっほっほっほっほ！　またもレベルアップですわ!!」

　レベルアップに喜ぶリディアの姿を見ていたら、彼女に付き合うのも悪くないのかなって思うようになっていた。

　ちなみに俺もまたレベルをひとつ上げて四になっていた。そこで〈多重詠唱〉を覚えてからは、さらに効率がよくなっている。これは複数の魔法を同時に展開できるスキルで、たしか上級職の【大魔道】が、レベル七〇上級マスターレベル近くになって習得できるスキルのはずだ。

「ロイドですらまだ覚えていなかったのを、俺がねぇ……」

　そんなスキルを、レベル四で習得できるなんてすごいよな……。




《賢者タイムを終了します。おつかれさまでした》




　結局レベルアップによって探索の効率はあがり、一時間足らずで四一～四四階の探索を終えた俺たちは、四五階に上がる直前に賢者タイムの終了を迎えながらも、階段を上って戦闘を避けつつ安全地帯セーフエリアにたどり着いた。
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「もう、これ以上は無理、ですの？」

「そうだな。リディアも腹、減ってきただろ？」

　もう少し上を目指さないかという問いに対する俺の答えが、それだった。

「むぅ……」

　空腹を指摘されたリディアは、少し機嫌を損ね、テレを隠すように顔を背けて口を尖らせる。

「探索において空腹を甘く見ちゃいけないよ」

　当たり前のことだけど、空腹を満たすにはなにかを食べるしかない。どんな魔法や回復薬ポーションを使っても、回避できないのだ。

　我慢をすれば一時的に空腹感を忘れることもできるだろう。しかし、空腹のまま行動を続けると、身体のパフォーマンスはどんどん下がっていくし、《傷回復ヒール》や《疲労回復リカバー》、《状態異常回復キュア》をもってしても回復できない、根源的な疲れのようなものが蓄積していく。

　突然動けなくなることすらある、という話も聞いたことがあった。

「わかって、おりますわよ……」

　基本中の基本、だけど、ついつい忘れがちなことだ。

「で、どうする？」

「どうって、帰るのでしょう？」

「それはそうなんだけど……」

　四五階までの探索で、リディアはレベル三八に、俺はレベル四になっている。賢者タイムが切れる直前に回復魔法と支援魔法をかけているので、この階なら楽に抜けられるだろう。そして四四階以下も、ロード級はすべて倒しているので、いまのふたりなら、俺が【赤魔道士】のままでもなんとか切り抜けられるはずだ。

　つまり、無理にセックスをする必要はない。

　そのことを伝えると、リディアは真剣な眼差しを俺に向けた。

「レオン、あなたはどう思いますの？」

「俺？　俺はあんまり君にばかり負担をかけるのも──」

「わたくしの負担については考えなくてもよろしいですわ。そのうえで聞きたいのですけれど、するのとしないのと、どちらが安全かつ確実に帰還できますの？」

　そんな言い方をされたら、答えは決まったようなものじゃないか……。

「する、ほう……」

「でしたら、考えるまでもありませんわね」

　言い終えるや、彼女は立ち上がって背を向け、さっとショーツを脱いだ。

　目を閉じろとも、あっちを向けとも言われなかったので、自然と彼女の動きを追い、その瞬間を見てしまう。一応スカートを穿いたまま、裾から手を入れたのだが、軽くめくれ上がってしまい、するするとショーツが下ろされる様子を、俺は《感覚強化センスブースト》で強化された目でしっかりと見てしまう。

　割れ目がわずかに開き、クロッチとのあいだにとろりと糸がのびていたのは、見間違いじゃないはずだ。

「さぁ、どうぞ」

　ショーツを脱いだ【姫騎士】は、最初のときのように仰向けになり、スカートを押さえて股を開いた。ここまでされて拒否するわけにも行かないので、俺はうなずき、彼女の前に膝をつく。

　ふと顔を上げると、リディアと目が合った。

「ま、待ってくださいませ……！」

　すると、彼女は左手でスカートを押さえながら、右手を出して俺を制した。

「あ、あの……顔を見られるのは……は、恥ずかしくて……」

　顔を真っ赤にし、目を潤ませて訴えてくるリディア。

　なんだこれ、めちゃくちゃかわいいぞ……？

「えっと、だったら見ないようにするから」

「だ、ダメですわ！　あなたが見なくてもその……」

「ん？」

　なにが言いたいんだ？

「と、とにかく！　顔が見えないようにできないんですの？」

「だったら、うしろから、とか？」

「う、うしろから？」

　彼女は俺に向けていた右手を口に当て、しばらく考えを巡らせたあと、遠慮がちな視線を俺に向ける。

「それって、四つん這いになるということですの？」

「普通は、そうだね」

「でしたら、その、スカートがめくれて、いろいろと……」

「だったら、立ったままでもできるけど」

「立ったまま！　そ、それがいいですわ!!」

　彼女はそう答えると、勢いよく立ち上がり、俺に背を向けた。

「えっと、その……このまま、立っていればいいんですの？」

「いや、壁に手をついたほうがいいね」

　立ちバックはマッサージ師のエメリアと経験済みなので、そのときのことを思い出しながらリディアを誘導する。彼女との経験が、こんなところで役に立つなんてなぁ……。

「手を、つきましたわ」

　俺に背を向け、壁に手をついたリディアは、一度こちらを見ようとしたがやめ、正面を向いたまま遠慮がちにそう言った。

「そしたら、ちょっとだけ足を開いて……そうだな肩幅くらいかな？」

「こう……ですの？」

「そうそう。それから、ちょっとだけお尻を突き出して」

「うぅ……これで、よろしい？」

　少し恥ずかしいのか、リディアは言いよどみながら遠慮がちに尻を上げた。スカート越しとはいえ、プリッとしていそうな尻のラインが見える。

「あ、あの、レオン……は、早く、済ませてくださいませ」

「ん？　ああ、わかった」

　妙に急かすなぁ、と思いつつ彼女のすぐうしろに立つ。

「お、おねがい、早く……」

　おねだりしているようなセリフだが、声には焦りがあった。ふと視線を落とすと、軽く開いた脚の内側を、ツーっと伝い落ちる透明な粘液が目に入った。

「ぁぅ……」

　どうやらこれを見られたくなかったみたいだ。三回目ともなると心情はともかく、身体のほうはちゃんと準備ができるようになるのかな。

「じゃ、いくよ」

　彼女に見られる心配もないので、俺はベルトを外し、ズボンとトランクスをずらして肉棒を露出させた。

　無理にしなくてもいいよ、とは言ったが、俺だってしたくないわけじゃない。というか、むしろしたい。

　リディアとだったら、何回だって。だから、俺のイチモツは随分前から硬くなっていて、ズボンの表面にシミができるほど腺液があふれ出していたのだ。

　俺は彼女の背後に近づき、スカートの裾を軽くまくり上げる。

「あっ……スカートは……」

「大丈夫、見えないところまでしか上げないから」

　上からは中が見えないように裾を上げ、いきり立った肉棒をスカートの内側に進入させる。片手で裾を持ちながらもう片方の手を肉茎に添え、角度を調整しながら、俺は腰を軽く押しだした。

「ん……」

　先端が秘部に当たり、リディアが短い声を漏らす。

　足を軽く開いているせいか、触れたとたんに花弁が亀頭にまとわりついてきた。

　そこはすでにねっとりと濡れ、充分にほぐれているようだった。

「いくよ？」

「ええ、どうぞ……んぅっ……！」

　リディアの返事とほぼ同時に、俺は軽く腰を押し出した。ほぐれた肉壺は、ほとんど抵抗なく亀頭を飲み込んだ。

「ぅぁ……ふぅ……ん」

　ゆっくりと、肉棒が飲み込まれていく。俺が腰を押し出しているはずなんだが、まるで【姫騎士】の膣腔が肉棒を引き込もうとしているようにも感じられる。

「ん……ふぁ……」

　ほどなく陰茎はするするとすべりこみ、根本まで完全に飲み込まれてしまった。

「全部入ったよ」

「んぅ……言わなくて、よろしいですわ……」

　背を向けたままのリディアが、プルプルと羞恥に肩を震わせる。

「ごめんごめん。じゃあ、動くよ？」

「で、ですからぁ……わざわざ言わなくて──んぁあっ！」

　リディアが喋っている途中に、俺は彼女の腰を掴み、抽挿を始めた。

「あっあっんふぅ……！　んっんっんっんっ！」

　最初の数回は顔を上げて声を出していたリディアだったが、すぐにうつむき、声を抑えた。

　スカートに隠れて見えないが、ぬりゅっぬりゅっと膣内を肉棒が出入りするのを感じた。粘膜をこする感触は滑らかで、ほとんど抵抗はないが、体位のせいか圧力は高まっているように思えた。とくに裏すじをごりごりとこそぐような感触が、大きな刺激を生み出した。

「んっふぐぅ……！　んぅっうっうっ！」

　俺が強い刺激を受けているように、彼女のほうでもかなりの快感を得ているようで、これまでよりも反応が大きかった。必死で抑えようとしている喘ぎ声も、調子が高いように聞こえる。

「んはぁっ！　あっあっあっあっ！」

　我慢できなくなったのか、それとも余裕がなくなったのか、リディアは顔を上げ、背中を反らし、俺の動きに合わせて甲高い喘ぎ声を発し始めた。

　ローズゴールドの長い髪が、ゆさゆさと揺れる。

　──これが、最後かもしれない。

　もう取り繕うことも忘れて快感に打ち震える【姫騎士】の背中を見ながら、俺はふとそんなことを考えた。

　このセックスが終わって賢者タイムが始まり、四一階まで戻れば、彼女との探索は終わる。今回なりゆきで手を組んだが、Ｄランクになったばかりの俺と、Ｂランクに近いＣランクの彼女とでは、釣り合いが取れない。

　なにより、身分が違いすぎる。

　塔の探索中は同じ冒険者だが、それでも平民と領主の娘という立場のあいだには、なにかしらの障壁がありそうだ。

「あっあっあっ！　レオン、激しっ……！」

　これで最後だと思うと、つい力が入ってしまう。ストロークは大きく、速度は速く。




　ばちゅっばちゅっばちゅっ！




　彼女の尻を俺の股間が打つたび、接合部から愛液が飛び散り、ローズゴールドの髪がバサバサと揺れる。スカートがヒラヒラとそよぎ、ときおり彼女の尻が露わになった。

　俺は彼女の腰から手を離すと、裾がめくれて尻が露わになったタイミングで、そこに手を置いた。【姫騎士】の白くて丸い尻は、心地よい弾力を手のひらに返してくれた。

「はぁっあっあっあっ」

　俺が尻を掴んだことに気づかないのか、気付いていて咎めないのかはわからないが、リディアは正面を向いたまま喘ぎ続けた。スカートは尻に置いた手に阻まれて本来隠すべき場所を覆うことができず、視線を落とせばずりゅずりゅと【姫騎士】の膣内を肉棒が出入りする様子がはっきりと見て取れる。

　彼女の陰唇も俺の陰茎も、愛液まみれでぬらぬらとてかっていた。肉棒が引き出される拍子に、絡みついた花弁がめくれ上がるようについてきて、腰を押し戻せば、それは内側に入り込んでいく。何度も繰り返される単調な動きだったが、いつまでも見ていられそうだった。

「んくぅっ……ふぅっ……！　んっんっ……！」

　なにかをこらえるようにリディアは少し背を丸め、身体をわずかに硬直させた。

　そのとき、少し尻が突き出された。俺は尻を掴んだ手の親指に少し力を入れ、尻たぶを軽く押し広げた。ひくひくと動く菊門が目に飛び込んできた。

　その下では、あいかわらず花弁を引きずり出しては押し込める接合部の様子も見て取れる。俺はそれを目に焼き付けようと、視線をそこに固定したまま、一心不乱に腰を動かし続けた。
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「んぅぁっ！　あっあっ！　レオンっ……まだ、ですのぉっ……？」

「もう、そろそろ」

　もうかれこれ一〇分以上は腰を動かし続けているだろうか。

　まだ効果の残る《感覚強化センスブースト》で敏感になっていて、これまでよりもかなり卑猥な光景を目にしながらの交接だから、すぐにでもイクと思っていたんだけどな。彼女と少しでも長くしていたいという思いのおかげだろうか。

　でも、それももう限界だった。

「リディア、出すよ……！」

「ええ、出して……！　そのまま、膣内なかにぃっ……!!」

　膣内射精を望むリディアの言葉に、一瞬意識が飛びそうになる。それが賢者タイムを望んでのことだとしても、いまは俺自身を求める言葉と思おう。

「いくよ、リディアっ！」

「レオン、きてぇっ！」

　俺は一度大きく腰を引き完全に陰茎を抜くと、勢いをつけて膣口を貫き、一気に最奥部を突いた。

「んひぃぃいいいいぃぃっ!!」

「うぁっ……！」




　──ドビュルルルルルルルーーッッッ！！！！　ビュルルルーッ!!　ビュグンッ！　ビュグルルッ……！




　膣内を勢いよく貫かれたリディアは、悲鳴のような喘ぎを発した。俺は先端が子宮口に当たるのを感じながら、そこをこじ開けるように押し当て、そのまま精液を流し込んだ。




　──ビュルッ！　ビュルルッ！　ビュグンッ……！




　肉壺に包まれた陰茎は何度も何度も脈打ち、そのたびに精液が放出される。

　いつもより長く、大量に出ているようで、入りきらなくなった粘液がこぽこぽと音を立てて接合部からあふれ出してきた。

「んっ……あっ……なか……で……どく、どく……ふぁぅ……！」

　壁に爪を立てて身体を支えながら全身を震わせ、俺の脈動に合わせて声を漏らしていたリディアの身体から力が抜ける。

「おっと」

　俺は慌てて彼女の後ろから覆い被さり、身体を支えてやった。

「ごめ……なさ……んくぅ……」

　動いた拍子に肉棒が膣内をこすり、【姫騎士】は身体を震わせる。

「ちょっと、しゃがもうか」

「んぅ……そう、ですわね」

　俺たちはつながったまま、ゆっくりと腰を落とした。そしてリディアが床に膝と手をつき、四つん這いになったところで俺は腰をひいて肉棒を抜き去った。

「んぁぅっ……！」

　抜く際に少し閉じかかっていた膣口にカリがひっかかり、リディアは短く喘いだ。

「はぁん……あふれ……ますのぉ……」

　肉棒が抜け、キュウと締まり始めた膣口は完全に閉じきらず、そこからドロロォと勢いよく精液があふれ出した。その一部は彼女の内ももをトロトロと流れ落ち、残りはそのまま垂直に床へと垂れ落ちて、白濁の小さな水たまりを作る。

「はぁ……はぁ……ん……ふぅ……」

　そんな光景をじっと見られていることに気付かないのか、リディアはスカートがめくれあがったままの尻をこちらにむけ、荒い呼吸を繰り返すのだった。




《《　帰還　》》




《条件を満たしました。賢者タイムを開始します》




　無事に賢者タイムがはじまり、俺たちは塔を下り始めた。

　あのあと俺は彼女が気づく前に視線を逸らし、《浄化クリーン》をかけて、いろいろと見たことをうやむやにした。

　彼女のほうはそれに気づいていないのか、あるいは気づいたうえで気にしていないのか、俺を咎めるようなことはなかった。

　帰り道は順調すぎるほど順調だった。まぁ危険な個体は倒しているし、俺たちのレベルも上がっているし、戻るにつれ敵は弱くなっていくわけだからな。ただ、往路で見逃していた、最短ルートから離れた位置にいるモンスターを倒す必要もあったので、時間は余計にかかったが。

　お互い口数も少なく、移動と戦闘を淡々と繰り返す。それは妙に心地よくて、特に示し合わせるようなことがなくても、うまく連携がとれた。少なくとも、俺はそう思った。




《賢者タイムを終了します。おつかれさまでした》




　賢者タイム終了間際に、なんとか四二階へ到達できた。

　四五階は安全地帯セーフエリアから階段までなので、それほどの距離はなかったが、四四階、四三階の二階層を一時間足らずで駆け抜けるというのは異常なハイペースだ。移動はほぼ全力疾走、出会う敵をすれ違いざまに殲滅しつつ、魔法で疲れを癒やしながら進んだおかげで、短時間での移動が可能となった。普通はいくら早くても三時間はかかるだろう。

「どうされます？　安全地帯セーフエリアを目指しますの？」

「いや、とりあえずこの階は支援魔法の効果が残ってるから、このまま進もう」

　四二階に下りてすぐ、賢者タイムが切れる直前で支援魔法をかけ直して置いたので、俺が【赤魔道士】に戻っていてもこの階は楽勝だろう。そりゃ安全策をとってここでセックスをしておくっていうのもありだし、俺としてはもう一回くらい……という思いもあるけど、あまりリディアに負担をかけたくない。

「よろしいんですの……？」

　と言うリディアの表情が少し暗い。不安があるのだろうか？

「リディアのレベルも上がったし、心配しなくても大丈夫だよ。それに俺自身支援魔法のおかげで【赤魔道士】とはいえ【騎士】と【魔導師】をあわせたくらいには強くなってるから」

　ここまでの戦闘で、リディアはさらにレベルを上げて三八に到達していた。残念ながら俺は四のままだけど。

「そ、そういうことなら仕方ありませんわね」

「仕方ない？」

「ああ、いえ。なんでもありませんわ……！　さぁ、参りましょう!!」

　仕方ないってどういうことだろう？　もしかして彼女もしたい……、いやいや、余計なことを考えるのはよそう。もしかしたら、次の階ではしなくちゃいけないかもしれないし、とにかくいまは四二階を通り抜けることだけを考えるんだ。

「おーっほっほっほっほ!!　おどきなさいませっ！　邪魔ですわっ!!」

　これまでよりも少し遅いペースで駆けながら、出会う敵をリディアが蹴散らしていく。【赤魔道士】になった俺も、【賢者】の支援魔法を受けたいまなら、この階でも充分戦力になれた。

　おかげで、四二階も無事に通り抜けることができた。

「さて、どうされます？」

「そうだな。とりあえず支援魔法をかけ直しておこう」

　リディアに、そして自分に支援魔法をかけ直す。うーん、【賢者】のときとは比べものにならないなぁ……。

　ふとリディアを見ると、口元に笑みが浮かんでいる。あまりの効果の低さに呆れているのだろうか？

「ごめんな、ショボい支援魔法で」

「なにをおっしゃるの。とても【赤魔道士】の支援魔法とは思えないと、感心しておりますのよ？」

「え、ああ、そうなの？　まぁ【賢者】のレベルアップで、スキルの効果もあがったのかな」

「ふふ。これなら、この階でしたら問題なく攻略できますわ、おーっほっほっ──」

「そっか。じゃあこのまま一気に階段を目指そうか」

「──ほぉっ!?」

　俺がそう言うと、大口を開けて笑っていたリディアは慌てて口を閉じ、目を見開いて俺を見た。

「あのっ、でも、念のため、安全地帯セーフエリアを目指しませんこと？」

「ん？　ああ、まぁそうだよな。さすがに不安は残るよな……」

「いえ、その、決して不安というわけではなく、レオンがいてくれてとても心強いのですが、これはあくまで念のため、ということですのよ？」

　む、いかんいかん。気を遣わせてしまったな。

「そうだな、リディアの言うとおり一度安全地帯セーフエリアを目指そう」

　〈魔力感知〉を常に発動しつつ、できるだけ戦闘を避けて進んでいく。途中何度か敵に遭遇したが、それはリディアが危なげなく倒してしまった。

　この調子なら、このまま階段を目指してもいいかもしれないな。

「ん？」

　ふと、強力な反応を感知した。

「どうされましたの？」

「いや、なにか妙に強い魔力反応があるんだよ……。えっと、あのへんにはたしか転移陣があったはずだけど」

「まさか、討ち漏らした階層越えですの？」

　階層越えか。たしかに、この階層にそぐわない強さの魔力反応だけど、なにか違和感が……。

「そうか、これは人だ！」

「人、ですの？」

「ああ。しかも、一〇人近い集団だから……もしかしたら救援かもしれないな」

　どうやら爆華繚乱の【密偵】さんがちゃんと仕事をしてくれたみたいだな。

「安全地帯セーフエリアに向かうより、このまま合流したほうがよさそうだな……」

「……仕方がありませんわね。待たせるのも悪いですし、参りましょうか」

「そうしよう」

　救援部隊は到着したばかりのようで、数名が階段を下りていった。三一階から上るより、四一階から下りるほうが早いと判断したのだろう。

　でも、階層越えが出ていると知って危険な上層階に転移してくることに、少し違和感がある。魔力反応を見る限り、救援部隊はかなり強そうだ。近づくにつれその魔力反応を詳しく分析できるようになり、そのメンバーは【聖騎士】【守護騎士】【装甲戦士】といった上級職ばかりだということがわかった。もしやとは思ったが、勘違いという可能性もあったので、リディアにはなにも言わなかった。

「おーっほっほっほっほ！」

　【姫騎士】は高笑いとともにサクサクと敵を倒しながら、通路を駆け抜ける。俺はそれを後方から魔法で援護しながら、彼女のあとについて走った。

「あ、そうだ、リディア」

　戦闘が一段落し、周りに敵がいなくなったところで、俺はリディアに声をかけた。駆けだそうとした【姫騎士】は、立ち止まって俺に向き直る。

「なんですの？」

「悪いんだけど、【賢者】のことは内緒にしておいて欲しいんだ」

「ええっ!?　どうしてですの？　不当な評価を覆すいい機会ではありませんの！　レオンはもっと評価されるべきですわ!!」

「はは、ありがとう。でも、いろいろと面倒なことになりそうだからさ」

「それは、そうかもしれませんけど……」

　そう言って少し悔しそうにしてくれるのが、凄く嬉しかった。

　出会いはあまりよくなかったけど、この数時間で彼女からはそれなりに評価して貰えるようになったんだ。

　これ以上は望まないほうがいいだろう。

　さて、あとひと押ししとこうか。

「それに、もし【賢者】のことを報告するのなら、クラスチェンジの条件を話さなくちゃいけない。いつ、どこで、どうやってクラスチェンジしたのかを、詳しく説明する必要があるだろう」

「そ、それは……」

　クラスチェンジについては『極楽への階段』での出来事を話せばいいかもしれない。でも、その条件を知られ、そのうえで【姫騎士】とウェアウルフを倒し、四五階まで往復したとなれば、なにをしたのか容易に想像できるというものだ。

「わ、わたくしは、別に……その、気に、しませんわよ？」

「ありがとう。でも、俺が気にするんだよ」

「え？」

「リディアがさらし者になるようなことは、できればしたくない」

「レオン……」

　【姫騎士】の頬が少し赤くなる。俺も顔が熱いし、赤くなってるのかなぁ……。

「そ、それにさ、俺はこの塔で適度に稼げば食いっぱぐれることはなさそうだし、今後の生活のためにもあんまり波風が立つようなことはしたくないんだ」

　照れくさくって、苦し紛れに出た言葉だけど、まるっきり嘘ってわけじゃない。

　この町に来て、ほとんど毎日命を削りながら生活をしていた。でもいまの俺なら、一日でこれまでのひと月ぶん以上を稼げるんだ。だったら、適度に働いて適度に休む、という生活も、悪くないんじゃないかな。

「そう……ですの……」

　俺の言葉を聞いたリディアは、少し暗い調子でそう言って眉を下げた。

　でも、すぐに微笑みを俺に向けてくれる。

「レオンがそう望むなら、わたくしは【賢者】について口外しないと、誓いますわ」

　彼女と秘密を共有できたことが嬉しくて、でも探索が終わりに近づいていることを考えると、それ以上に寂しくなった。

　行動を再開し、都合三〇分ほどで四一階を走破した俺たちは、無事転移陣近くまで戻ってこられた。

　そこには、揃いの鎧に身を包んだ、見るからに強そうな男女が陣取っていた。

「あ、あれは……？」

　救援部隊の姿を目にしたリディアが、驚きの声を上げる。

　部隊のひとりが、こちらに気づいた。それは白に近い金髪と、青緑の瞳が印象的な好青年だった。ただ、魔力反応を分析するにその男性は他の人たちに比べると、かなり実力は劣るようだ。

「リディア！」

　見目麗しい好青年が、親しげにリディアの名を呼ぶ。その光景に、俺の胸はチクリと痛んだ。

　俺の知らないリディアがいることに、俺よりも彼女と親しげな様子の男性に、嫉妬でも抱いているのだろうか？

　だが、その小さいとげのようなひっかかりも、リディアの言葉で霧散することになる。

「お兄さま!?」

　あの好青年は、リディアの兄であるらしい。

　つまり、救援部隊としてここへ来たのは冒険者ではなく、やはり防衛軍だったわけだ。

　兄に向かって駆けだしていくリディアの後ろ姿に、俺はほっと胸を撫で下ろした。その安堵が、無事に帰還できたことに由来するのか、突然現れた好青年がリディアの兄と判明したからなのかは自分でもよくわからないけど。

「お兄さまが、なぜここに？」

「ギルドマスターから連絡を受けてね」

「冒険者ではなく、防衛軍に直接？　それにしても、来るのが早すぎじゃありません？」

「旋せん風ぷう烈れっ火かが引退して半月だからな。少し前から警戒は促されていたのさ」

　なるほど、言われてみれば間引きをメインに行っていたのはドーガさん率いる旋風烈火だったな。そこが解散したから、元メンバーだった神官のノエルが狼牙剣乱に入ったんだったか。

「とにかく、一度ここを出よう。話は塔の外でゆっくり聞かせてもらうからな」

「えっと……はい……」

　少し強い兄の語気に、リディは軽くうなだれて返事をした。
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　四一階の転移陣で塔を出た俺たちは、そのまま冒険者ギルドへ帰還の報告に行った。

　【姫騎士】の帰還に、冒険者たちは色めき立った。リディアは生還を祝う声に軽く応えながら移動し、受付で簡単な報告を行う。

「悪いが会議室をひとつ押さえてほしい」

　リディアの兄は、そう言って会議室を用意させた。そこへ、リディアと彼女の兄、そして俺が入室する。ほかの同行者は二名を護衛として残し、あとは軍の駐屯地に帰ってもらった。

　しばらく無言のときが続いた。

　リディアの兄は、入室後俺たちの向かいに座ってから、ずっと腕を組んで俯いたまま黙っていた。

「あの、お兄さま……」

「もう少し、待て」

　と、こんな具合にリディアが話しかけてもこの調子で、室内は妙な緊張感に包まれている。

　用意してもらった紅茶がぬるくなり始めたころ、四一階から下へと下りた別働隊によって、爆華繚乱が保護されたとの報告が入り、リディアはほっと胸を撫で下ろしていた。

　それから一〇分ほどのちに、ガチャリと扉が開いた。

「ごめんごめん、待たせたみたいだね」

　陽気な口調とともに入室してきたのは、爆華繚乱のリーダーだった。

「問題ない、座ってくれ」

「あいよ」

　彼女のおかげで、張り詰めていた空気が少し弛緩したように感じられた。

　リーダーはずかずかと大股で歩き、リディアの隣にどっかりと腰を下ろす。長テーブルをはさんでリディアと彼の兄が向かいあって座り、その両隣に俺とリーダーがいる、という状態だ。

「あらためて自己紹介しておこう。領主代行のライアン・クヴィンだ」

　その挨拶に、爆華繚乱のリーダーが軽く目を見開いた。

「領主代行自らお出ましとは、ご苦労なこって」

　彼女はそう言って軽く肩をすくめたあと、不敵な笑みを浮かべて再び口を開く。

「アタイは爆華繚乱のリーダーで、リタってんだ。よろしくね」

「うむ」

　あまり褒められた態度じゃあないが、冒険者に礼儀作法を要求する貴族は少ない。ライアンさんも気にした様子はなく、鷹揚にうなずいた。

「えっと、レオンです。いまはソロでやってます」

「ふむ」

　俺の名乗りに少し眉を寄せたライアンさんは、続けてリディアに視線を送る。

「わたくしは……名乗るまでもありませんわね」

「そうだな」

　リディアの言葉にライアンさんはそう答え、俺とリタも釣られるようにうなずいた。

「ではリディア」

　自己紹介を終えたライアンさんは、テーブルに手を乗せて指を組み、鋭い視線を妹に向けた。

　その瞬間、弛緩していた部屋の空気が再び張り詰めるのを感じた。

「説明を聞こうか？」

「説明、とは……？」

　兄の静かな問いに、リディアは少し顔を引きつらせながら問い返す。

「なぜあそこにいたのか、その説明だよ」

「それは……もちろん転移陣を使うために──」

「なぜ転移陣よりも奥から現れたのかと聞いているのだよ」

「うぅ……」

　質問の意図を知りながら、とぼけようとしたリディアだったが、どうやらうまくいかなかったみたいだ。

　リディアは兄であるライアンさんが少し苦手らしいし、ちょっとばかり助け船を出してやったほうがいいかもしれない。

「あの、いいですか？」

「……なにかな？」

　ライアンさんはかなり不機嫌な様子で、リディアに顔を向けたまま視線だけを俺に向けた。少し肝が冷えるのを感じながら、俺は三六階でリディアと合流してから四一階を目指したこと、そこまでに結構な数の階層越えがいたこと、そして四一階到着時点でまだ余裕があったので、少し上層まで偵察を兼ねて、無理のない範囲でモンスターを討伐したことなどを話した。

「……つまり、君はリディアに寄生して上層階の探索を続けたというわけか？」

「お兄さま、なにをっ!?」

「アンタ！　貴族だからって言っていいことと悪いことがあるよっ!!」

　領主代行の言葉に俺がなにかを思うより先に、ふたりの女性から抗議の声が上がる。ライアンさんも意外だったのか、少し鼻白んだが、すぐに口を開いた。

「だが、君はあの【赤魔道士】だろう？　足手まといの──」




　──バンッッ!!




　テーブルを叩く音がふたつ、同時に鳴った。

「レオンは足手まといなどではありませんわっ!!」

「ソイツぁ足手まといなんかじゃねぇよっ!!」

　そしてリディアとリタの両名が、ほぼ同時に声を上げた。

　ふたりは驚いたように互いを見合うと、フッと笑みをこぼした。

「お、おい、いったいどうしたのだ？」

　ライアンさんが呆然とした様子で声を上げる。正直、俺もかなり戸惑っていた。

「ふぅ……仕方がありませんわね。すべて正直にお話ししますわ」

　観念したように息を吐いたあと、リディアは爆華繚乱と塔に入ったところから、救援部隊に合流するまでのことを詳しく説明した。

　ただし、俺とセックスをしたことや賢者タイムのことは隠したままで。

「ウェアウルフを討伐しただと？　信じられない……」

　俺が〈収納庫ストレージ〉から取り出したウェアウルフの毛皮と魔石を目にしながら、ライアンさんは唖然とした様子で呟いた。

「いーや、アタイは信じるね。レオンの支援魔法はすごいんだから！」

　たしかにレベルアップしたいまの俺とリディアなら、俺が【赤魔道士】のままでもなんとかウェアウルフを討伐できたかもしれない。しかし合流直後の互いのレベルでは、手も足も出なかっただろう。危機を救われたリタが、あのときの俺を過大に評価しているだけだ。

「え、ええ……そう、ですわね」

　思わぬ方向からの援護射撃を得て、逆にうろたえてしまったリディアだったが、幸いライアンさんは呆然としたままウェアウルフの毛皮を手でモフモフしていたので、妹の変化に気づかなかった。ってか、兄妹揃って好きだな、モフモフ。

　しばらく沈黙が続き、意識の大半をモフモフに奪われているライアンさん以外の視線は、全員彼に集まっている。同じ沈黙でも、最初呼ばれてリタが来るまでのときより、随分と和やかな雰囲気にはなったかな。

「ん？　あー、こほん……失礼。これは返そう」

　ようやく俺たちの視線に気付いたライアンさんは、咳払いをして表情を改め、ウェアウルフの毛皮と魔石を俺へと返した。そして彼は再び机の上に肘をついて指を組み、リディアに厳しい視線を向ける。

　……緊張感はあんまりないけど。

「なるほど、そちらのレオン君が有能であり、そのおかげでリディアが助かったのはわかった。しかし、ならばなぜ上層階を目指した？」

「それは……」

「運良くウェアウルフを倒せたのなら、下の階で待っていた爆華繚乱と合流すべきではないか？　そうして救援部隊を待ってもいいし、可能なら三一階まで撤退してもよかったはずだ」

「ですが、救援部隊は四一階から下へ下ろうとしたのでしょう？　結果的には、その間の安全が確保できましたし、リタさんたちと楽に合流できたのではなくて？」

　一応口答えはしたものの、自身の非を自覚しているせいか、リディアの言葉にあまり力はない。

「結果的に、というなら防衛軍が動いたのだから、お前は無理にウェアウルフと戦わず、三七階の安全地帯セーフエリアで待機していればよかったのだ。ウェアウルフは確かに強敵だが、それに後れを取る防衛軍ではない」

　たしかに彼の言うとおりだ。結果論でしかないけど、防衛軍がこんなにも早く動くなら、リディアは無理にセックスをする必要はなかったんだよな。

　四一階で防衛軍を見たとき俺は真っ先にそう思って、かなり申し訳ない気持ちになった。リディアのほうも無理に俺とする必要がなかったと知って、気分を損ねているんじゃないかと思ってるんだけど、少なくともそんな様子は見られなかった。

　兄から〝三七階の安全地帯セーフエリアで待機していればよかった〟と言われても、特に変化はない。彼女にとって処女を捧げ、何度も犯されたことより、探索を進め、レベルアップできたことのほうが大きいのだろうか？

　それはそれで寂しいと思ってしまうんだから、俺って身勝手な男だよな。

「防衛軍が来るかどうかもわからないのに、安全地帯セーフエリアで待機など……」

「ならウェアウルフを倒した時点で下を目指すべきだったな。防衛軍が動かないとなれば、救援隊は冒険者で組まれる。狼牙剣乱、旋風烈火がいないいま、救援隊は三一階から来ると考えるのが自然だろう」

　ウェアウルフを倒したあと、上を目指したのはリディアのわがままだからな。そして彼女がそんなわがままを言った要因となるのが、賢者タイムだ。

　申し訳ないけどそれについてはやっぱり黙っていて欲しいし、この場は素直に謝るのが正解だろう。ここはひとつ、俺がリディアをそそのかしたことにして和解を……。

「申し訳なかったね、レオンくん」

「え？」

　どう謝罪しようかと考えていると、急にライアンさんがそう言って俺に頭を下げた。

「妹の身勝手に付き合わされて、かなりの負担だっただろう？」

「いえ、むしろリディア……さん、のほうに負担を強いる形になったというか」

「とにかく、君にとって上層階はかなり危険な場所だったはずだ。そんななか妹に連れ回されながらよくぞ連れ帰ってくれた。謝罪とともに礼をさせていただく。ありがとう」

　ライアンさんはひと息にそう言うと、机に手をついて再び頭を下げた。

　こうなると、俺からはなにも言えなくなってしまったなぁ。

「レオンは上層階でも立派に戦いましたわ！　あまり彼を過小評価しないでくださいませ！」

　リディアが文句を言うと、頭を上げたライアンさんは妹をねめつけた。

「彼がいかに有能だろうと、Ｄランク冒険者であり、レベル二〇初級リミットレベルの【赤魔道士】であることに変わりはない」

「うぅ……」

　それを言われると、どうしようもないなぁ。

「そ、そもそも、どうしてお兄さまがいらっしゃるの？　戦闘は得意ではないはずでしてよ？」

「そんなもの、お前が心配だからに決まっているだろう」

「え……？　あ、う……」

　兄のまっすぐな言葉と視線に、【姫騎士】は言葉を詰まらせる。しばらくは視線を泳がせ、口をパクパクとしていたが、リディアはほどなく観念したようにうなだれた。

「……心配かけてごめんなさい、お兄さま」

　妹の謝罪を聞いたライアンさんは、ふっと表情を緩めた。

「リディア、よく無事に帰ってきてくれた。父上に続いてお前まで、となると、さすがに私もキツいからな……」

　ライアンさんの言葉に、リディアは顔を上げ、訝しげな表情を浮かべる。

「父上に続いて……？　お父さまに、なにか……」

「ああ。近々ギルドから発表はあると思うから、他のふたりにもこの場で伝えておくが」

　ライアンさんはそこで言葉を切り、俺とリタさんを見たあと、再びリディアに視線を戻す。

「Ｓランクパーティー七しち天てん万ばん闘とうが全滅した」

　Ｓランク。

　それは大陸中央にそびえ立つ最難関の塔『ウヌの塔』の上層階を探索できる冒険者、およびパーティーにのみ与えられる、最高ランクだ。

　そしてＳランクに達した者は、勇者と称される。

「そ、そんな……先月九九階を攻略したと……」

「ああ。その後入念な準備を整え、半月ほど前に一〇〇階へのアタックに向かった」

　申請された探索予定日数は一〇日。その一〇日を過ぎても帰還しなかったため、捜索隊が出された。

「九一階から九九階までを防衛軍と冒険者ギルド総出で捜索したが、七天万闘の痕跡は見つからなかった」

「なら、一〇〇階に──」

「一〇〇階にはボスがいるだけだ。九九階までの捜索だけでも命がけなのに、一〇〇階へ挑むなど不可能だ」

　捜索隊は一〇〇階へと続く階段の周りに張り込み、様子を窺った。しかし五日経っても誰も帰ってこなかったため、冒険者ギルドは七天万闘は全滅したとの判断を下した。

「過去、ウヌの塔の一〇〇階に挑んで帰ってきた者はいない。父上たちならあるいは、と思ったが……」

　ライアンさんとリディアの父親であるこの町の領主は、勇者パーティー七天万闘のメンバーだ。パーティーの全滅は、彼らの父親の死を意味する。

「でも、遺体などが確認されたわけでは、ありませんのね？」

「それは、そうだが」

「なら、きっと帰ってきますわ！　いつか、ひょっこりと……下品な笑い声と、いっしょ、に……」

　リディアの声は徐々に小さくなっていき、やがて彼女は背中を丸めてうなだれてしまった。

　なにか声をかけてあげたほうがいいんだろうか。




　──コンコン。




　不意に、ドアがノックされた。

「ライアン様、そろそろ……」

　ドアの外から聞こえた声に、ライアンさんはため息をついたあと、顔を上げて俺とリタさんを交互に見た。

「話はここまでだ。もう、帰ってもかまわないよ」

　そう言われて、俺はリディアを見た。彼女はうなだれたまま、小さく肩をふるわせていた。

「あの、リディ──」

「──悪いが、ここからさきは家族の、そして貴族の時間だ」

　そう言われると、なにも言えない……。

「探索で得た素材は君が持っているのか？」

「ええ」

　さっき出したウェアウルフの素材も、いまは〈収納庫ストレージ〉に収納済みだ。

「それは謝礼として受け取っておいてくれ」

「えっと、でも……」

「もちろんそれだけでは足りないだろうから、残りは後日支払うよ」

「いや、そういう意味じゃ──」




　──ガチャリ。




　俺の言葉を遮るように、会議室のドアが開いた。

「レオン様、リタ様、おつかれさまでした」

　外から全身鎧に身を包んだ【守護騎士】の男性が入ってきて、俺の背中に手を回し、外へと誘導する。最後にひと言だけ、リディアになにか言っておきたい。

「リディア、ありがとう！」

　さよならとは言いたくなくて、でもまた会えるとは限らないし……。

　そう考えると、自然にその言葉が出た。

　その瞬間、うなだれていたリディアの震えが止まったように見えた。そして顔を上げようとしたみたいだが、それを確認する前に、俺は【守護騎士】に、丁寧かつ強引に誘導されて部屋を追い出されてしまった。

「あーあ、なんだかとんでもないことになっちまったねぇ」

　同じく部屋を追い出されたリタさんが、軽く伸びをしながらそう言った。

「ま、なんにせよアンタのおかげで助かったよ」

　リタさんがそう言って俺に手を差し出してきた。

「困ったときは、お互い様ですから」

　そう答えながら、俺は彼女の手を握った。

「でも、アンタがいなけりゃアタイらは全滅してたかもしれないんだ。今日のところはみんなが心配だから帰るけど、今度あらためて礼はさせてもらうよ」

「別に、気を使わなくても」

「そうしないとアタイの気が収まらないのさ。無理やりにでも礼はさせてもらうよ。じゃあね」

　それだけ言い残すと、リタさんは去って行った。俺もさっさと帰ってゆっくり……。

「あー、宿……」

　ここにきて、俺は宿を取っていないことを思い出した。ウェアウルフだけでなく、ロード級のモンスターを何匹も倒した戦利品があるので相当な稼ぎになる。だからエメリアのところへ行く余裕は充分にあるんだけど……。

「でも、なぁ……」

　なんとなく気が乗らないので、俺はギルドからほど近いそこそこの宿を取った。

　相当疲れていたのか、ベッドに倒れ込むなり俺はすぐに意識を手放した。
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　翌日、昼過ぎまでゆっくり休んだ俺は、宿屋で昼食をとってギルドへ出かけた。

　この時間帯は、一日で一番人が少ないかもしれないな。

　人がまばらな冒険者ギルド内を歩いていると、受付台でヒマそうにしていたミリアムさんが俺に気づいた。

　ニコニコしながら手を振ってくれたので、俺は迷わず彼女の前に立つ。

「レオンくん、昨日は大変だったみたいね」

「ええ、まぁ」

　昨日は報告やらなんやらの手続きをライアンさんとリディアに任せていたので、ミリアムさんと話す機会がなかったんだよな。会議室を出る頃には彼女の勤務時間も終わってたみたいだし。

　正直かなり疲れていたから、あのあと話す気力はなかったと思うけど。

「それで、今日はなんの用かしら？」

「ドロップアイテムの納品を」

「いいわよ。どうぞ」

　ミリアムさんに促され、俺は昨日入手したドロップアイテムと魔石を受付台に並べてた。ちなみにこの受付台には幻覚魔法が掛けられていて、冒険者本人と担当受付嬢以外にはやりとりが見えないようになっている。

「ゴブリンロードの骨に、コボルトロードの牙……すごいわねぇ……。はい、次どうぞ」

　ミリアムさんはアイテムや魔石をテキパキと鑑定しては引き上げて、所定の収納箱へと収めていく。そうやって空いたスペースに、次から次へと俺はアイテムを出していった。

「うわー、ジェネラル級のがこんなに……あら、ウェアウルフ？　本当に倒してたのねぇ」

　量が量だったので三〇分ほど時間はかかったが、無事すべての納品が終わり、俺は二〇〇万ガルバ近い報酬を得た。特にウェアウルフの毛皮が高額だったらしいけど、本当にもらってしまってもいいのかなぁ？　謝礼だって言ってたけど……。

「ああ、それから、今回の討伐実績でＣランクになるから、カードを貸してちょうだい」

　そのうえランクアップまで……。なんだろう、俺、狼牙剣乱をクビになったときは人生終わりだ、くらいに思ってたけど、むしろあれ以降順調すぎないか？

「それにしても、レオンくんにこんなにも甲斐性があるとは思わなかったわねぇ」

　俺にギルドカードを返しながら、ミリアムさんはしみじみとそう言った。

「今回のはたまたまですよ」

「でも、Ｃランクともなればこの塔でなら安定した収入を得られるでしょう？」

「分不相応かもしれないですよ？」

「あら、リディアさんやリタさんたちの評価を聞く限り、そうでもないみたいだけど？」

　もしかすると今回のランクアップ、リディアや爆華繚乱の口添えなんかもあったのかな？

「ほんと、レオンくんってこの一日二日でずいぶん立派になったわよねぇ」

「そうですか？」

「ええ、そうよ。前はどっちかっていうとかわいい感じだったけど、いまは頼りになるイケメンって感じ」

「あはは、それはどうも……」

　あー、なんか雲行きが怪しくなってきたなぁ。

「ねぇ、私のことお嫁にもらってくれない？」

　ほらきた、いつものやつ。まぁこれまでみたいに、適当に流しとくか。

「あれ、ミリアムさんが俺のことを養ってくれるんじゃないんですか？」

「そのほうがいいの？　だったらおねーさんがんばるわよー！」

「いや、まぁ俺も冒険者として芽が出そうだし、がっつり働きたいですけどね」

「だったら共働き？　うん、それもいいわね。私、貯金はあるから家ならすぐに買えるし、レオンくんががんばってくれるなら子供も三人くらいは育てられるかな。レオンくん冒険者だから万が一のことがあっても私が職場復帰すればなんとかなるだろうし……」

　うわー、あいかわらず妄想がすごいな……。

「いやぁ、まぁミリアムさんには、俺なんかよりいい人がいずれ見つかりますよ」

　これ以上つきあうのもしんどいし、そろそろ切り上げよう。




　──バンッ！




「え……？」

　受付台を叩く、大きな音が響いた。

　幻覚魔法で会話程度は周りに聞こえなくなっている受付台だが、セキュリティの関係で一定以上の音や激しい動作は周りからもわかるようになっている。なので、いましがたミリアムさんが受付台を叩いた音はギルド内に響き渡り、あたりはしんと静まりかえった。

「そんなセリフ、もう聞き飽きたわよ」

　冷たく、低い声でミリアムさんが呟く。

「私はね、一八歳で【受付嬢】になったときから……いいえ、もっとずっと若いころからお嫁さんになるのが夢だったの。〝あなたは美人だから〟〝あなたは仕事ができるから〟〝すぐにいい人が見つかるわよ〟なんて周りの言葉を真に受けて仕事に励んでいたら、いつのまにか二〇代も後半になっていて、同僚も、後輩も、ときには先輩だって寿退職だ育児休暇だで職場を去って、そのしわ寄せはぜーんぶ私が受けて……」

「あ、あの……ミリアムさん……？」

「さすがにヤバいと思ったから、積極的にアプローチをかけても誰も相手にしてくれないし……。〝あなたは仕事もできて美人で親しみやすいから〟って、それならなんで二九になるまで彼氏のひとりもできなかったのよ!!」

　え、この人いままで彼氏いたことないの？　……それはそれで、その……重い、よなぁ。

「二九よ、二九!!　私もうすぐ三十路なの！　エルフやドワーフと違って獣人の私にはもうあとがないのっ!!」

　バンバンと両手で受付台を何度も叩きながら、ミリアムさんが叫ぶ。……どうやら俺は彼女の地雷を踏み抜いてしまったらしい。

　俺ごときの【斥候】技術じゃあこんなトラップは見抜けないよ……。

「いや、その、ミリアムさん全然若いですし、ね？」

　獣人って種族によっては俺たちヒューマンと比べても少し寿命は短いらしいけど、そのぶん若い期間が長いって話だし、実際ミリアムさんはまだまだきれいだし、焦ることないんじゃないかなぁ。

「そのうちだれかが──」

「そのうちっていつよ？　だれかってだれよっ!?」

　言いながらミリアムさんは、受付台越しに手を伸ばし、俺の襟首を掴んだ。

「ぐぇ……ちょ……ま……」

「だったらいますぐっ！　あなたがっ!!　私と結婚しなさいよぉーっ!!」

　襟首を掴むミリアムさんが、俺の身体をガクガクと揺らす。

「ちょっ──まっ──ミリア──ム──さ──」

　なんだこれ、全然振りほどけない！【受付嬢】には受付台越しに向かいあった相手を制圧できる能力があるって話だけど、まさかそのせいで……？

「ねぇ、お願いよレオンくん……」

　ようやく俺の身体を揺するのをやめたミリアムさんは、上目遣いに俺を見つめた。眉は下がり、目からはぼろぼろと涙が流れている。

「もう私にはあとがないの……レオンくんしかいないの……。ねぇ、いいでしょう？」

「ぐ……ぎぎ……くるし……」

　身体を揺らすのはやめたものの、襟首はつかんだままで、それが徐々に締まってくる。やばい……意識が……。

「私、料理もお掃除も得意よ？　子育てだってちゃんとするわ。絶対にレオンくんを幸せにしてみせるから！　ねぇ、いいで──ぐむむっ……!!」

　ふっと首が軽くなる。

「先輩、どうどう……」

「はーいミリアムちゃん落ち着きましょうねー」

「いやっ放してぇっ!!」

「げほっ……ごほっ……」

　咳き込みながら前を見ると、ほかの受付嬢にミリアムさんが鎮圧されているようだった。

「いやぁーっ！　私はっレオンくんとっ結婚するのぉーっ!!」

「はいはい、わかったわかった。奥でゆっくり話そうねー」

「やだぁっ！　レオンくんっレオンく──むぐぐっ……」

　結局ミリアムさんは、先輩らしい受付嬢に羽交い締めにされたあげく口を押さえられ、そのまま奥へと連れ去られていった。そのあと、一緒にミリアムさんをなだめていた後輩らしき背の低い受付嬢が、とことことこちらへ歩いてくる。

「あの、ご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした」

「いえ……」

　ぺこりと頭を下げた後輩さんだが、顔を上げて俺を見る視線は、なにやら鋭かった。

「えっと、なにか？」

「あの、その気がないんなら、あんまり思わせぶりなことを言わないであげてくれませんか？」

　どうやら彼女は俺たちの会話を聞いていたようだ。たしか受付台の向こう側では、情報が共有できるよう幻覚魔法の効果がほとんどないんだったか。

「いや、でも、あれはいつものノリというか……。ほら、ミリアムさんって誰にでもプロポーズしてたから」

「……そうなんですか？　そういえばそんな噂を聞いたこともありますけど、少なくとも私がここに来てから、そんな様子は見たことありませんよ？」

　え、そうなの……？

「でもほら、なんかミリアムさんを押さえるのに慣れてるっぽいし、こういうことがしょっちゅうあるんじゃ」

「それは、その……先輩、ウォルフさんたちと揉めることが多かったから」

「え？」

　ミリアムさんが、狼牙剣乱と揉めていた？

「なんで……」

「えっと、それは、その……」

　後輩さんはうつむき、しばらく考えていたが、ほどなく顔を上げ、意を決したような表情で俺を見た。

「レオンさんが、原因なんです」

「俺？」

「はい。レオンさんの扱いが酷いんじゃないか、とかそんな感じで……」

　俺のことで、ミリアムさんがそんなことを？

「私がここに来て三年くらいですが、少なくとも先輩が誰かにプロポーズしたなんてことはないですよ？　レオンさんはほとんどここに来てなかったから、知らないかもしれないですけど……」

　それは、そうなんだけど……。

「あ、あの、ちょっと喋り過ぎちゃったかも。あとは、その後日にでもおふたりで……」

「ああ、うん……」

　ふたりで、って言われてもなぁ……。

　俺はいまもミリアムさんが、誰彼構わずプロポーズしてるもんだと思ってたし、だから軽くからかったつもりだったんだけど。もしこの後輩さんが言っていることが事実なら、俺、ミリアムさんのことをすごく傷つけたのか？

　でも、ここ何年かの事情なんて知らなかったしなぁ……。

「えっと、他になにかご用件はありますか？　なければ、その、申し訳ないんですけど今日のところは……」

「ああ、うん、大丈夫。帰るよ」

　ほんの一時間滞在しただけなんだけど、丸一日探索するより疲れたかも……。

　ギルドを出た俺はすぐ昨日泊まった宿に戻った。居心地もいいしメシも結構いけたので、一〇日ほど滞在する手続きを終え、部屋に入る。

「ふぅ……」

　大きく息を吐きながら、ベッドに倒れ込んだ。

　随分疲れたけど、つい二時間ほど前まで寝ていたこともあり、眠気はまったくない。でも動く気になれないので、なんとなしにごろごろと過ごしていると、窓の外が暗くなり始めた。

「エメリアのところにでもいくか……」

　なんのしがらみもなく、都合よく抱ける女性と過ごしたいと思った。胸にわだかまるモヤモヤしたものを、空っぽになるまで吐き出したい。そう思って身体を起こすと、コンコンとドアをノックする音が聞こえた。




《《　謝礼　》》




　ドアをノックする音に、キュゥと心臓が縮み上がるのを感じる。

　もしかして、ミリアムさん？　だとしたら、もうちょっと時間を置きたいんだけど……。

「おーいレオン、アタイだよ。リタだよ」

　陽気なその声を聞いて、ふっと胸が楽になるのを感じた俺は、立ち上がり、ドアを開けた。

「よっ！　ヒマ？」

　ドアを開けると、酒瓶とグラスを手にした虎獣人の女性が立っていた。ダンジョンでは全身鎧に身を包んでいた彼女だが、いまはタンクトップに七分丈のパンツといういたってシンプルな格好だ。

　俺より少し背の高い彼女だが、肩幅は意外と狭い。腕や脚も女性にしては立派だけど、俺とあんまり変わらないくらいかな。少し丈の短いタンクトップの裾から覗く腹筋はかなり立派だけど。まぁそれよりなにより目につくのは大きなバストだな。タンクトップの下にはなにも着ていないのか、ぽっちりと乳首の形が浮き出ているんだけど、本人は気にしていないみたいだ。

　女性冒険者の、特に前衛職は、そのあたりに無頓着な人が多いような気がする。

「まぁ、ヒマっちゃあヒマですけど」

　言いながら少し視線を上げると、にっこりと笑う彼女の顔が目に入った。しっかりとした輪郭に、少し大きな口、厚ぼったい唇。褐色の肌に、黄色い瞳が映える。オールバックにしたライトブラウンの髪に所々黒いメッシュが入っているのは、虎獣人によくある特徴だ。

「って、なんでここに？」

「なんでって、こないだの礼も兼ねて一杯どうかなと思ってね」

「いや、一杯って……ていうか、なんで俺の宿を知ってるんです？」

「さぁ？　うちの【密偵】がここだっていうから来たんだけど」

　くっ……無駄に優秀な【密偵】め……。

「ねー、いいから飲もうよー」

「もしかしてリタさん、酔ってます？」

「ちょっとちょっとー、そういうかしこまったしゃべり方はよしてよー。リタでいいよリタで」

　まぁ塔の中では普通に話していたし、本人がこう言うんなら別にいいか。

「でー、アンタはアタイと飲んでくれるの？　くれないの？」

「あー、そしたら一杯だけ」

「ひゃっほう！　じゃあ入るねー」

「おわっ……!?」

　そう言うとリタは、酒瓶を持ったまま俺の部屋に押し入った。そしてそのまま彼女は備え付けのソファーにどっかりと座り、グラスと酒瓶をローテーブルに置いた。

「ほらぁ、なにやってんのさ！　アンタも早く座って」

　言いながら彼女は、ポンポンと自分の隣に空いたソファの座面を叩く。この部屋、一応ふたりまでは泊まれるらしいんだけど、ソファはひとつしかないんだよなぁ。

「っていうか、なに我が物顔で座ってんのさ。ここ、俺の部屋だよ？」

「細かいこたぁいいんだよ！」

「ったく……」

　あきれはしたが、リタが放つ遠慮のない明るさが、いまはなんとなく心地よかった。

「はいよ」

　俺が隣に座ると、リタは持参したワイングラスをひとつよこした。酔っ払いがこんな高そうな透明のグラスを持って、割ったらどうするんだ？　なんて思いながら受け取ると、それは思ったより軽かった。

「……スライム材のやつか」

「あたりまえっしょ。ガラス製のなんてちょっとつまんだだけで脚が折れちゃうからね」

　ここの塔には出現しないが、どこかの塔に棲息するスライムというモンスターを倒すと、スライムゲルというものをドロップする。種類によってはゴブリンよりも弱いらしく、そのくせ数だけは増えるから、スライムは倒し放題。そして拾い放題のスライムゲルを錬金術かなにかで錬成してできるのがスライム材で、安価で便利な素材としていろいろな加工品に使用されているのだった。ガラスや陶磁器の代用になることが多いのかな。

「ま、とりあえず一杯いっとこうよ」

　少しくすんだ透明のグラスに、赤紫の液体が注がれていく。水で薄めた安物じゃなくて、これ結構いいワインだな。トクトクと注がれたワインは、ほどなくグラスの七割ほどまで満たされ──、

「や、入れすぎだろ」

「まーまー、いーじゃんいーじゃん」

　結局なみなみとまではいかなくとも、八割以上満たされたところで、リタはようやく注ぐのをやめてくれた。

「それじゃあ生還に！」

「うん、生還に」

「「乾杯っ！」」




　──コツン。




　スライム材製のグラス同士が軽く当たり、鈍くまぬけな音が鳴る。

「おっとと……」

　リタが考えなしにワインを注ぐもんだから、ちょっとの揺れでこぼれそうになったので、慌てて口をつけた。少し口当たりはキツいが、香りもよくて飲みやすい。

「ぷはぁ」

　結局俺はそのまま一気に飲み干してしまった。

「ふぅー……」

　アルコールの混じった呼気と一緒に、胸にわだかまっていた物が身体の外に出ていくみたいで、ちょっと楽になった。

「はは、いい飲みっぷりだけど……なにか嫌なことでもあったのかい？」

「ん？　いや、あはは……」

　なんだろう、無意識のうちにミリアムさんのことを思ってたのかな？

「で、一杯だけって話だけど、どうする？」

　……もう少し飲んでもいいかな。どうせ飲むなら、ひとりよりふたりのほうがいいし。

「どうせやることもないし、もうちょい付き合うよ」

「そうこなくっちゃ！」

　嬉しそうに言いながら、リタはふたたびお互いのグラスにワインを注いだ。

　今度は一気に飲み干さず、ふた口ほどで止めて味と香りを堪能する。

「ま、とにかくいまはさ、楽しくやろうよ」

「ああ、そうだね。俺ちょっとつまむもの買ってくるよ」

「あ、だったらアタイも一緒にいくよ」

　一度食堂に下りた俺たちは、適当につまめる物を大皿に載せてもらい、さらにワインを追加で二本頼んだ。

「ここはアタイが出すよ。アンタに払わせちゃあ意味ないだろ？」

　昨日と一昨日でかなり儲けたから俺が払おうとしたんだけど、リタはそう言って譲ってくれなかった。ここは彼女に払ってもらうのが正解なんだろうな。

　部屋に戻った俺たちはソファに並んで座り、ソーセージやチーズなんかをつまみながら、酒を飲み、談笑した。




「コボルト系がさ、あんま好きじゃないんだよねー。あいつらスカしてくるから」

「まぁ連中は警戒心が強いからなぁ。挑発もあんまり効果ない？」

「うーん、うまく乗ってくれることもあるけど、直前で我に返ったりするんだよねぇ」

「そりゃタンクには面倒な敵だなぁ。俺はタンクと組んだ経験がないからよくわからないけど」

「えー、だったら今度一緒に探索しようよー」

「お、都合が合うならぜひお願いしたいね」

　女の人とふたりっきりでお酒を飲む、なんて経験はなかったから、話題に困るんじゃないかと思ってたんだけど、杞憂だったみたいだ。冒険者同士、なんやかんやで話は合うもんだなぁ。

「ありゃ、もうお酒ないのー？」

「つまみもなくなったね。また買いに行く？」

「んー……いいや。じゃあそろそろ……」

　そう言って立ち上がると、リタはぐぐっと身体を伸ばした。

　もう少し彼女と話していたかったけど、薄暗かった窓の外はすっかり真っ暗になっている。二～三時間は話したかなぁ。

「ふぅー……」

　顔を赤くしたリタは、大きく息を吐きながらだらりと身体の力を抜いたあと、ゆるやかに歩き始めた。

「もう外も暗いから、気をつけて帰……んん？」

　てっきり部屋を出るのかと思っていたが、リタはドアとは反対側に向かって歩き始めた。そして、奥のベッドに乗り、仰向けに寝転がる。

「お、おい、どうした？　飲み過ぎて、気分でも悪いのか？」

「はぁ……アンタねぇ」

　俺の言葉にため息をついたリタが、仰向けのまま話し始めた。

「女が男の部屋に来てベッドに寝たんだから、やることたぁひとつしかないだろ？」

「んんー？」

　……なんでそうなるの？
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　ソファに座ったままではらちが明かないので、俺は立ち上がり、ベッド脇まで移動した。

　酒のせいでちょっと頭はふわふわしてるけど、冷静な判断はできる……たぶん。

「ちょっとぉ、待たせすぎじゃない？」

　ベッド脇に立った俺に目を向けながら、リタが不満げに告げる。

　頭に生えた虎耳はぺたんと寝ていて、軽く開いた足の間から覗く縞柄の尻尾がゆっくりと揺れていた。少し息が荒いのは酔っているからか、それとも、少しは緊張しているのだろうか？

「あのさ、お礼はさっき受け取ったよ？　美味い酒とメシ、あと楽しい会話」

「はは、アタイとの会話を楽しんでくれたんならなによりだけど、あれはお礼じゃなくてお祝いだねー」

「いや、お礼に一杯って言ってただろ」

「えー、そうだっけぇ？」

　ろれつはしっかりしてるけど、口調がちょっと柔らかくなっているような気がするなぁ。あと、つり目がちな目がいまはとろんとたれさがって見える。

「とにかく、無理にお礼とかいいから」

「命を救ってもらったお礼が酒とつまみだけなんて、いくらなんでも釣り合いがとれないよぅ」

　言ったあと、リタの眉が下がり、瞳がうっすらと潤んできた。

「それとも、アタイみたいなガサツな女はいや？」

　リタが泣きそうな顔でそう訴えてくる。くっ……その表情と口調は反則だろう。普段とのギャップもあってものすごくかわいいんだけど……でも、なぁ。

「ほかの娘がいいっていうんなら……代わっても、いいけど」

　虎獣人の【装甲騎士】は、そう言って目を逸らすと、わずかに口を尖らせた。

　……やっぱかわいいぞ、こいつ。

「いや、その、リタは魅力的な女性と思うよ？　話してても楽しいし」

「じゃあ！」

　嬉しそうに顔をほころばせたリタが、ガバッと上体を起こす。

「いや、でも、その……責任とか、とれないし」

　ミリアムさんのことを思い出す。自覚はなくても、俺がこれまでになにか勘違いさせるようなことをして、彼女は思い詰めたのかもしれないんだよな。風俗嬢相手ならともかく、冒険者同士とはいえただの男女がへたに身体を重ねたら、あとが怖いというかなんというか……。

「ぷっ……あははっ！」

　ふいに、リタが笑い出した。

「アンタ、なに真面目に考えてんのさぁ」

「いや、でも」

「べつにとって食おうってんでもなけりゃ、結婚してくれってわけでもないよぉ」

「う……」

　結婚という言葉が、妙に重く感じる……。

「あんまり深く考えるんじゃないよ」

「わわっ……!?」

　リタの腕が、俺の腰に絡みつく。クラスの恩恵がない素の身体能力で、ヒューマンが虎獣人に対抗できるわけもなく、俺はあっさり引き寄せられてしまった。俺を自分のすぐ近くまで抱き寄せたリタは、さらに肩へと腕を回してくる。

「うわっぷ……」

　そして俺はされるがまま、彼女の胸に顔をうずめることになった。

　ふわふわと柔らかなエメリアの乳房と違って、リタのそれは強い弾力があった。

「これはさ、今夜だけのこと」

「……今夜だけ？」

「そ。酒に酔った男と女が勢いでしちゃって、でも朝になったらそれで終わり。明日っからは対等の冒険者として、気楽に接するって感じでさ」

　そう割り切ってくれるなら、まぁ、いいのかな。

「……わかった」

　深く考えるより先に、返事が口をついて出た。酒のせいかもしれないけど、酔った勢いでっていう理由があったほうが、抵抗はないかもしれない。

「んふ……えいっ！」

「おわっ!?」

　俺はリタに抱きつかれたままベッドに引き倒され、彼女に覆い被さるかたちとなった。

「じゃ、しよっか？」

「お、おう……」

　こうなったら、楽しんだもん勝ちだよな。そう思って俺はリタにまたがり、ベッドに手をついて軽く上体を起こした。屈強な虎獣人を征服したような気分になり、胸が少し高鳴った。

「はぁ……はぁ……」

　さっきまではちょっと余裕ぶっていたリタだけど、俺に見下ろされ始めて間もなく、息が荒くなってきた。

　アルコール混じりの息を吐く口元に、視線が引き寄せられる。ぷっくりと厚ぼったい唇は、ワインと肉の脂に濡れ、てらてらと光っている。それが、なんだか魅力的に見えた。

「キス、してもいいか？」

「──っ!?」

　俺が問いかけると、リタは目を見開いて息を呑み、ほどなく視線を逸らした。

「これはさ、アンタへのお礼なんだから、アンタがしたいことを好きにやればいいのさ」

　視線を逸らしたリタは、よく見れば緊張しているようで、身体が少し強ばっていた。これは、少しほぐしてやらないとな。

「じゃあ、好きにさせてもらうよ」

　そういってゆっくりと顔を近づけていくと、リタはちらりと俺に目を向けたあと、ギュッと目を閉じた。……なんだか、やっぱりかわいいぞ、こいつ。

「ふぅ……ふぅ……んむ」

　唇が重なる。お互い脂をまとっているせいか、ねっとりとした感触だった。

「ふぅんむ……はむ……んちゅ……」

　厚ぼったい唇は、柔らかくて適度な弾力があった。

　俺はついばむようなキスを繰り返し、その唇を堪能したあと、少しリラックスして開いた彼女の口内に、ゆっくりと舌を入れた。

「んむっ!?　あふぅん……はむ……れろ……んちゅ」

　酒の匂いが混じる息を漏らしながら、彼女は俺の舌を受け入れた。気のせいかもしれないけど、彼女の口の中には、ほんの少しワインの味が残っているようだった。

　そうやってリタの口内を舌でまさぐったが、彼女は終始受け身だった。時々遠慮がちに舌を伸ばしてくるけど、俺がそこに絡んでいくと、すぐに引っ込める、といった具合に。

　……案外奥手なのかな？

「んはぁ……はぁ……はぁ……」

　キスをやめ、身体を起こすと、彼女は目尻をとろんと下げたまま、半開きの口から物欲しげに舌先を出して、俺を見つめてきた。ただ、その黄色い瞳は、焦点がちゃんと合ってないみたいだけど。

「はぁ……はぁ……あ、や……」

　続けて胸をいじろうと、タンクトップの裾に手をかけると、リタは両腕で乳房を押さえてしまった。

「あれ、好きにさせてくれるんじゃなかったの？」

「え？　あ……うぅ……」

　恥ずかしそうに顔を背けたあと、リタはゆっくりと腕を開き、身体の脇に置いた。

「ど、どうぞ……」

　うーん、やっぱり彼女、かなり奥手みたいだなぁ。でもまぁここまできてやめるって選択肢はないから、俺はタンクトップの裾に手をかけ、一気にめくりあげた。

　タンクトップがめくれた瞬間、大きな乳房がブルンっと揺れて露わになった。

「あぅぅ……」

　リタの口から小さな声が漏れる。

「すご……」

　そして彼女の乳房を目の当たりにした俺の口からも。

　彼女の乳房はとにかく大きくて、張りがあった。少し外向きになっているが、決して垂れているわけじゃない。そして、中央の薄紅色の突起は乳房に対して少し小さく、すでにぷっくりと膨らんでいた。

「やぁ……じろじろ見ないでよぅ……」

　俺が乳房を凝視していると、リタは小さな声でそう呟きながら、両手で顔を覆ってしまった。

　なんというか、ほんとにかわいいな、この娘。虎っつーか、子猫みたいだよ、ほんと。

「んぅっ！」

　乳房に手を乗せると、リタはピクンと身体を震わせた。タンクトップ一枚しか着ていなかったせいか、少し汗ばんだそこは、ひんやりとしている。俺はピタリと手のひらに貼り付く肌の感触を心地よく感じながら、ゆっくりと乳房を揉み、弾力を楽しんだ。

「はん……ん……ひぅっ……！」

　乳房を揉みながら、ときおり乳首を指でかすめてやると、面白いように反応した。両乳房を優しく揉みながら、片方の乳首に顔を近づけ舌を伸ばす。

「はぁんっ！　だめぇ……んぅうっ！」

　チロチロと舌で乳首を転がしてやると、リタはビクビクと身体を震わせ、喘いだ。ひとしきり大きな胸を楽しんだあと、俺はウェストに手を伸ばし、パンツのボタンに指をかける。

「あっ……はぁ……はぁ……」

　ふと視線を上げると、不安げな表情のリタと目が合った。でも彼女は特になにかを言うでもなく、俺を見ているだけだった。俺は視線を戻し、七分丈のパンツのボタンを外していく。前開きの下から、飾り気のない生成りのショーツが見えた。

「あ、あんまり、見ないで……」

　彼女の言葉を無視し七分丈のパンツをずり下げると、リタは特に抵抗することなく、されるがまま脱ぎ去り、ショーツにのみ覆われた股間を露わにした。

「はぅ……」

　彼女の秘部はかなり濡れているのか、クロッチで受け止めきれない粘液がショーツの表面にまで達しており、向こう側の割れ目がうっすらと透けて見えた。

　俺は股間に手を伸ばし、ショーツの上から秘部に触れる。

「ひゃぅっ……！」

　ねちょり……と指に愛液が絡みつく。

「ひぃ……あっ……んんっ！　だめ、よぅ……」

　ショーツ越しに軽くこすってやると、リタは敏感に反応した。

「じゃ、脱がすよ？」

「い、言わなくて、いいからぁ……」

　彼女の恥ずかしげな反応を楽しみながら、俺はショーツに手をかけ、ゆっくりとずらしていく。

「あ……」

　短く声は漏らしたが、ここでも彼女は抵抗せず、されるがままだった。

　クロッチが割れ目から離れる際、にちゃ……と音がなり、とろりと糸を引いた。露わになった秘部は、少し硬そうなライトブラウンの恥毛に覆われていた。割れ目はわずかに開き、奥の花弁は粘液にまみれてヒクヒクと蠢いている。

「んぅ……やっぱ……はずかし……」

　彼女は小さく呟くと、脚のあいだにあった尻尾を持ち上げて腹のほうにペタンと寝かせ、割れ目を隠してしまった。

「これじゃできないよ？」

「だってぇ」

　割れ目を隠した尻尾の先が、彼女の腹のあたりで軽く揺れている。

　ただこのままじゃどうしようもないので、俺は尻尾をつまんだ。

「ひゃぁっ!?　なに、するのよぅ」

　軽くつまんだだけで、リタの身体がビクンと大きく揺れる。

「そう言われても、なぁ？」

　少しいたずら心が芽生えた俺は、どうやら敏感になっているらしい尻尾をギュッと掴んだ。

「ひゃあああぁぁぁあああっ!!」

　すると、リタは腰を反らして全身をビクビクと震わせながら、悲鳴を上げる。

「ひぁあっ！　はな、せよぅっ……！」

「いや、でも、これがあるとさぁ」

「わ、わかったよぅ……どかす……どかすからぁ……」

　これ以上いじめるのはかわいそうなので、俺は素直に尻尾を解放してやる。すると、リタは上げていた腰をベッドにおろし、そそくさと尻尾を脇によけた。

「もう、いじわるぅ……」

　そういって少し強めの視線を俺に向けながら、口を尖らせるリタはやっぱりかわいかった。

「はは、ごめんごめん……」

　言いながら、俺は身体を起こし、上から彼女を見下ろした。

　まくり上げたタンクトップ以外、何も身につけていないリタは、膝を立てて軽く脚を開いていて、乳房と秘部を惜しげもなく晒している。鍛え抜かれながらも、女性らしさを失っていない裸体をしばらく堪能したあと、俺は身をかがめ、彼女の股間に顔をうずめた。

「え？　あ、やっ……そんなとこっ……あひぃっ！」

　舌を伸ばし、秘裂を舐める。とろとろに濡れた粘膜のせいで口の周りはべっとりと汚れたが、気にせず舌を動かした。

「ひゃっ……あっ！　だめぇっ」

　リタは抵抗するように俺の頭を押さえたが、ほとんど力が入っていなかった。

　陰唇をひとしきり舐め回した俺は、陰核に舌を伸ばす。

「ひぃぁあああっ！」

　舌先が陰核に触れるや、リタは腰を反らして大きな喘ぎ声を上げた。エメリアが言うには、ここはあまり慣れていないと快感よりも違和感のほうが強くなるって話だけど、これだけ反応するってことは、それなりに開発されているのかな？　いままでの感じだと、あんまり慣れていなさそうなんだけど。

「んっ……はぁ……はぁ……」

　舐めるのをやめ、少しだけ顔を離す。

　リタはちょっと安心してるみたいだけど、本番はここからなんだよなぁ。そう思いながら、俺はエメリアに教えられたように、人差し指と中指を軽く開いて陰核の両脇に置いた。

「はぁ……はぁ……んっ……！」

　くっと軽く力を入れて押さえてやると、包皮に包まれていた肉芽が、ぷりんっと顔を出した。

　そして俺は再び、露出した陰核に舌を伸ばす。

「ひゃぁあぁあっ！　らめぇっ！　しょれぇらめやよぉおおぉぉっ！」

　むき出しの肉芽を舐める舌がチロチロと動くたび、リタはガクガクと身体を震わせていたが、やがてシーツをギュッと握り、腰を反らしたまま全身を硬直させた。

「ひゃぁっ……！　あっ……あっ……」

　そして小刻みに身体を痙攣させながら、短い声を漏らす。さすがにこのまま攻め続けるのはかわいそうなので、俺は顔を離して様子を見た。

「はぁっ……あっ……ふぅ……ん……」

　やがて痙攣は治まり、ぐったりと身体を弛緩させたリタは、ベッドに身を預けた。

「はぁ……はぁ……いまの……なに……？」

「いや、えっと……イッたんだろ？」

　リタはだらりと仰向けになったまま、少しだけ首を動かし、虚ろな瞳を俺に向けた。

「そう、なの……？　初めて、だからぁ……わかん、にゃいよぅ……」

「え……？」

　初めて……？　その割には、なんというか、開発されているような気がする……といっても、俺はまだエメリアとリディアしか知らないから、なんとも言えないんだけど。

「えっと、初めてってことは、処女ってこと？」

「は、はっきり言うなよぅ……」

　マジか……。あ、でもリディアは多少の知識を持ってたし、最初の感じだとひとりでしてるみたいだったから、もしかしたらリタも？

「ひとりで、その、したりとかは？」

　俺が尋ねると、リタは顔を真っ赤にしたままふるふると首を横に振った。

「でも、ムラムラきたりとか、しない？」

　って、俺はなにを聞いてるんだよ……。ちょっと酔ってるのかな。

「そういうときは……お酒飲んで、寝るからぁ」

　そうなのか……。うーん、こういうのは種族特性とかがあるのかもしれないし、これ以上つっこんでも意味はないのかな。

　それよりも、だ。

「初めての相手が、俺でいいの？」

　尋ねると、リタは少し潤んだ目を俺に向け、しばらく無言で俺を見つめた。

「アンタが、いい……」

　そしてそう言って小さく頷く。

「初めてが酔った勢いとか、ほんとにいいのか？」

「酔ってなきゃ、恥ずかしくて死んじゃうよぅ……」

　リタはそう言いながら、頭をベッドにおろし、両手で顔を覆った。脚は開いたままだけど、ぷるぷると震えているし、脇によけていた尻尾が股のあいだに戻っていて、ときどきぴょこんと持ち上がっては、ぐったりと落ちる、というのを繰り返していた。恥ずかしくて隠したいのを、彼女なりに我慢しているんだろう。

　たぶん、リタは最初からそのつもりでここに来たんだろうから、俺もちゃんと応えないとな。

　俺は彼女の股間に腰を寄せ、硬直した陰茎に手を添えて位置を調整した。

「ひぅ……」

　先端が、割れ目に触れる。

　一度絶頂に達して充分に濡れた花弁が、ねっとりとまとわりついてきた。

「はぁ、はぁ……んっ……ふぅ……」

　リタの息遣いが荒くなる。

「じゃあ、挿れるよ？」

「……言わなくて、いいからぁ」

　ゆっくりと腰を押し進める。

「んふぅっ……！」

　キツい、な。

　やっぱり処女って言うのは本当だったのか。

「くふぅっ、ん……ふぁぅ……！」

　狭い膣道をむりゅむりゅとかき分けながら、肉棒はゆっくりと彼女の膣内を奥へと進んでいく。

「ぐぅ……」

　ギュウギュウと締め上げられる感触に、思わず声が漏れる。ゆっくりと、でも止まることなく進入をはたし、やがて肉棒は根本まで挿入された。

「全部、挿入はいったよ」

「はぁ、はぁ、え……？」

　リタは膣内に飲み込んだ陰茎をギュウギュウと締め上げながら、顔を少し上げて覆っていた手をどけ、目を見開いて俺を見た。

「うそ……なんで……？」

「どうした……？」

　彼女は眉を下げ、泣きそうな顔になった。

「ア、アタイ、初めてなんだよ？　ほんとだよぅ……！」

「あ、ああ。それはさっき聞いたけど」

「ほ、ほんとに挿入はいってるの……？」

　言いながらリタは戸惑いを露わにし、肘をついて上体を起こした。

「んんっ……！」

「うぉ……？」

　リタが身じろぎした拍子に膣がギュッと締まり、お互いに短い声が漏れる。それでもなんとか身体を起こしたリタが、股間に目を落とした。

「やぁ……ほんとに、挿入はいってるよぅ……」

「ああ。リタのここ、初めてで緊張してるのか、すごい締め付けだよ」

「や、ちょ……なに言って……！」

　一瞬眉を上げて抗議したリタだったが、すぐ泣き顔になる。

「でも、なんで？　痛く……ないし、血も……」

　あぁ、それを気にしてたのか。

「処女膜って、激しい動きで破れるらしいよ？」

「そ、そうなの……？」

「ああ。特に前衛職の女性冒険者はそういうことが多いらしいし」

　リディアにはしっかりと処女膜が残っていたけど、たぶんそっちの方が珍しいんじゃないかな。

「そっかぁ……」

　きょとんと目を見開いていたリタが、安堵したように表情を緩める。うつむき加減にふっと微笑んだ彼女だったが、顔を上げて俺と目が合うと、困ったように眉を下げた。

「あの、さ……寝たほうが、いいのかな？」

　軽く首を傾げて尋ねてくる彼女を、とても愛おしく感じた。

「おいで」

「えっと……」

　俺は手を広げて迎え入れようとしたけど、リタは眉を下げたまま、窺うような視線を俺に向ける。

「ほらっ」

「きゃっ……!?」

　少し前屈みになって彼女の背中に腕を回し、抱き寄せる。

　その瞬間、リタの狭い膣がぐりゅんと肉棒を刺激したが、気にせず彼女を抱きしめた。

「はぁ、ん……」

　背中に回した腕に力を入れると、少しこわばっていた彼女の身体から力が抜けた。リタはぐったりと身を預けたあと、俺の身体に抱きついた。弾力のある乳房が、ふたりの身体に挟まれてむにゅりと形を変える。

「なんか、安心する……」

「そう、よかった」

　俺たちは対面座位で挿入したまま、しばらく抱き合った。

「挿入はいってるの、わかる？」

「うん。いまは、アタイの膣内なかにいる、レオンを感じるよ」

「そっか」

「んふ、いま、ちょっとピクンってなった」

　そこから、しばらく無言で抱き合った。お互いの呼吸音が室内に響き、たまに身じろぎすると、ぬちっ……と小さな音が鳴った。

「ねぇ、動かないの？」

　ふと、リタが尋ねてきた。

「動いて欲しい？」

「わかんない……。でも、最後まで、してほしい、かな」

「そっか。そしたらさ、リタのほうで動ける？」

　対面座位で俺が動くとなると、ちょっと勢いをつけて突き上げなくちゃいけない。でも、いくら処女膜がないとはいえ、挿入が初めてのリタにはちょっと刺激が強すぎるだろう。だったら彼女のペースで動いてもらったほうがいいと思ったんだけど。

「ん、まって……ふぅっ……！」

　少しだけリタの腰が上がり、接合部からぬちゅっと音が漏れたが、すぐに力が抜けて元に戻った。

「はぅん……んぅ……ごめん、力、入んない……」

「うん、じゃあこのまま、リタは仰向けになろうか」

　俺はゆっくりと身体を前に倒していった。

「あぁ……や……」

　姿勢を変えるのが少し怖かったのか、リタがぎゅっとしがみついてきたので、俺はある程度前傾になったところでベッドに手をつき、ゆっくりと彼女の背中をおろしてやった。

「やぁ……ぎゅって、してぇ……」

　そう懇願するので、俺は彼女に覆い被さったまま再びリタを抱きしめた。

「このまま、動ける？」

「ああ、大丈夫」

　俺は彼女と抱き合ったまま、ゆっくりと腰を引いた。絡みついた肉襞がぬちぬちと剥がれていくのを感じながら、カリが膣穴に引っかかるあたりまで引き抜く。そこで今度はゆっくりと腰を押し出し、狭い膣道をかき分けながら奥まで挿入した。

「ふぅ……ん……」

「大丈夫？　痛くない？」

「ん……だいじょう、ぶ……」

　どうやらこのペースなら問題なさそうだな。

「んっ……ふっ……はぅ……」

　一定のペースを保って抽挿を繰り返す。彼女の秘道は狭いが、しっかりと濡れているので大きな抵抗はない。
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「んぁ……あっ……はぁ……」

　しばらく経つと、リタの声が艶っぽくなってきた。少しずつだけど、膣内をこすられることに快感を得始めているのかもしれない。もう少し彼女が気持ちよくなるまで続けたいけど、さすがにこのキツいま○こに出し入れするにも限界が近づいていた。

「なぁ、リタ……避妊は、してる、よな？」

　女性冒険者だから当たり前だろうけど、一応聞いておかないとな。

「んぅ……なに……？」

「避妊、だよ。してるんだろ……？」

「ひに、ん……？　なん、でぇ……？」

「もう、イキそう……！」

「え？　イク、って……出すの？」

「ああ……。リタの、おま○こ、気持ちよくって、もう……」

「やぁ……」

　くっ……マジで、もう、ヤバい……。避妊はしてても、膣内射精は嫌かもしれないし……。

「出すの？　アタイの、膣内なかに……」

「ああ、このままだと、もう……」

「レオンは、出したい……？」

「出したいっ……！」

　リタが、ふっと微笑んだ。

「いいよ、出してぇ……」

「ああ、出すぞっ……！」

　最後に俺は先端が抜けるかどうかのところまで腰を引き、少しだけ勢いをつけて奥まで貫いた。

「ひぃぅっ……!!」

「くぁあっ……！」




　──ドプンッ……！　ドビュビュッ！　ビュルルッ！　ビュルッ！




　肉棒が根本まで包み込まれるのと同時に、精液が放出された。

　狭い膣道に締め上げられながら、肉棒がドクドクと脈打つ。

「あっ……なか、どくんって……」

　その脈動を、リタも感じているようだった。

　俺は彼女の背中に回した腕をほどき、ベッドに手をついて上体を起こした。

「リタ」

「んぅ？」

「気持ちよかった？」

「んー……」

　しばらく考えるそぶりを見せたあと、彼女は小さく頭を振った。

「わかんない」

「そう」

　挿入で快感を得るには、何回かして慣れる必要があるって話だからな。俺はすごく気持ちよかっただけに、ちょっと申し訳なく思っていると、ふっとリタが微笑んだ。

「気持ちいいかはわかんないけど、いまはすごく幸せな気分だよ」

　柔らかな笑顔でそう言われ、俺の胸はどくんと高鳴った。

「レオンが、ぎゅってしてくれて……おなか、あったかくて……これが、セックスなんだねぇ……」

　本当に幸せそうな顔でそう言うリタを見ているうちに、脈動は収まり、快感は終息する。




《条件を満たしました。賢者タイムを開始します》




　そしていつものメッセージが頭に流れた。

「レオン……また、ぎゅってしてぇ」

「ああ」

　俺は請われるまま再び彼女の背中に腕を回した。

「ちょっとのあいだだけ、このままでもいい？」

「リタがそうしたいなら、いいよ」

「んふ、ありがとね……」

「でも、重くない？」

「ふふ……全然軽いよぅ」

　そうやって俺たちは、射精後も抜かずに抱き合ったまま過ごした。

　それはとても心地いい時間で……。




《賢者タイムを終了します。おつかれさまでした》




　あっという間に一時間が経った。
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　いつの間にか眠っていたみたいで、気がつけば朝になっていた。

　リタの姿はなく、昨日飲み散らかした酒瓶や食い散らかしたつまみの残骸は片付けられていた。おそらくは汚れていたであろうベッドのシーツや、股間についていた体液汚れもきれいに落ちていたので、リタが《浄化クリーン》をかけてくれたのかもしれない。前衛職であっても、簡単な生活魔法を使える冒険者は多いからな。

「ちょっと、申し訳ないことをしたなぁ」

　せめて片付けくらいは一緒にできればよかったんだけどな。

「次会ったら、ちゃんとお礼を言わないとな」

　俺は身支度をととのえ、食堂に下りた。

「よう、昨日はお楽しみだったようじゃねぇか」

　食堂に下りるなり、宿屋の主人がニヤついた髭ヅラでそう言ってきた。

「いや、ちょ……！」

　俺は慌てて周りを見回したが、幸い客は俺だけだった。

「心配すんな。こんな中途半端な時間に客はいねぇよ」

　たしかに、昼食どきまであと二～三時間という、微妙な時間だった。

「これでもこの宿を仕切ってんだ。客のプライバシーをぺちゃくちゃ喋る趣味はねぇよ」

「そ、そっすか」

「しかし、リタの奴ぁ男に興味があったんだなぁ」

「はい？」

　主人いわく、女性だけで構成された爆華繚乱のメンバーは、それぞれ人に言いづらい過去を持っているんだとか。中には男性不信に陥って、女性に目覚めている人もいるらしい。

「少なくともあそこの【密偵】は女にしか興味がないはずだぜ？　よくメンバー同士でよろしくやってるからな」

「じゃあ、リタも？」

「酔っ払ったリタをよく介抱してるみたいだが……あー、いや、これ以上はちょっと、な」

「……そうですね」

　なんだか聞いてはいけないことを聞いてしまったような気がするぞ……。

「あー、あれだ。メシにするか？」

「ええ、お願いします」

　用意された朝食セットは、メニュー表にあるのより一品多かった。




　朝食を終えたあと、俺は冒険者ギルドに向かった。

　時間帯のせいもあってか、ギルド内に人は少なく、受付はヒマそうだった。ただ、ミリアムさんの姿は見えなかった。休憩中なのかな？

「レオンさん、こちらへどうぞ」

　声のほうを見ると、昨日の後輩さんだった。

「おはようございます」

　後輩さんは【受付嬢】がよく浮かべる、アルカイックスマイルで俺を迎えてくれた。

「領主さまから謝礼が届いております。カードを出していただけますか？」

「あ、はい」

　受付台にカードを置くと、彼女はそれを手に取り、テキパキと作業を進めた。

「お待たせしました。金額をご確認ください」

　そう言って、彼女はギルドカードと一緒に受領証を受付台に置いた。そこには〇がたくさん並んでいて……。

「は、一〇〇〇万……!?」

　受領証にはそう書かれていた。

　続けて透明なカードを手に取り、そこへ軽く魔力を流してやる。そうすることでギルドカードには所有者が見たい情報が浮かび上がる。ここ数回の入出金額を見ると、たしかに一〇〇〇万ガルバが振り込まれていた。

「あの、こんなに──」

「妥当な額だと思いますよ？」

　【受付嬢】である彼女が言うんだから、そうなんだろう。

「入金を確認できましたら、こちらにサインを」

「あ、うん」

　しかし、ここ数日の状況の変化はめまぐるしいよな。

「あ、そうだ。えっと、ミリアムさんは？」

　昨夜は会いたくないと思っていたけど、リタと楽しく酒を飲み、セックスをしたおかげで、頭も心も──もちろん身体も──随分とすっきりした。一度ミリアムさんと話をして、少なくとも結婚とかそういうのはまだ考えられないってこと、ちゃんと伝えておきたいと、そう思えるくらいには冷静になっている。

「先輩、今日はお休みです」

「あ、そうなんだ」

「しばらく、休むそうです」

「……そう、なんだ」

　俺のせい、なのかな？

「レオンさんのせいじゃないですよ？」

「え？」

　まるで俺の心を読んだかのように後輩さんはそう言うと、軽く微笑んだ。それは【受付嬢】がよく見せるアルカイックスマイルじゃなく、ちょっとだけぎこちない笑顔だった。

「先輩、ここのところ働きづめで休みが溜まってたんです。それで、ギルマスに勧められて、ちょっとまとまった休みを取ることにしたんです」

「そっか」

　でも、少しは俺にも原因があるかもしれないよな……。

　そう思っていると、俺を見ていた後輩さんがふと真面目な表情になった。

「昨日は、その、ごめんなさい」

　そう言って、頭を下げる。

「えっと、なにが？」

　頭を上げた後輩さんは、所在なげに視線を泳がせながら、口を開いた。

「私、その、レオンさんが悪い、みたいなこと言っちゃって」

「いや、でも、それはたしかに……」

「あの、あれは私の憶測で、ちゃんと先輩の考えを聞いてのことじゃないですし……」

　でも、その憶測はそんなに的外れじゃないような気がするんだよなぁ。

「だから、また今度先輩に会ったときは、冒険者として普通に接してあげて欲しいんです」

「……わかったよ」

　そうだな。ミリアムさんとのことは、次に会ってから考えよう。

「ありがとうございます」

　そう言って頭を下げた後輩さんが顔を上げると、そこには【受付嬢】がよく浮かべる穏やかな笑みがあった。

「ではレオンさん。他にご用件は？」

　よし、じゃあ俺も気持ちを切り替えていくか。

「探索の申請を」

《つづく》







《　幕間　》




【姫騎士】は冒険者に憧れる




　リディアはここクヴィンの塔と塔とう下か町まちを治める領主家の三女として生を受けた。

　クヴィン家五番目の子、という立ち位置で上に兄と姉がふたりずつおり、同い年の妹と、幼いふたりの妹、そして弟がいた。

　母は五人。それぞれ仲はいい。

「おかあさまがたくさんいるのはおかしいと、学校で言われましたの」

「お父様のように強くて大きな方を、ひとりの女で支えるのはむずかしいのです。ですから、わたくしたちは力を合わせてこのクヴィン家を守っているのですよ」

　幼いころのリディアの質問に、彼女の生母はそう答えていた。

「あんたのお友達の父親は女ひとり養うのがせいぜいの甲斐性無しってことさ」

「ちょっと！　わたくしのリディアに下品なことを言わないでくださる？」

　と、五人いる母の個性は様々だった。

　彼の父であり現領主でもあるジムは、本来跡継ぎとなる予定はなく、そのため若いころから冒険者として各地の塔を渡り歩いていた。しかし跡継ぎ候補だった兄が若くに亡くなり、やむなく領主の座を継ぐことになったジムは、まだ健康だった父に頼んで有能な家臣を育ててもらい、自分がいなくとも領地を運営できるようにしてもらった。

「ほっほっ。ライアンはジムに似ず賢いのう」

　先代はジムの長男ライアンをかわいがりつつ、内政を叩き込んだ。そして孫が一五歳になると引退して領主の座をジムに譲り、それと同時にライアンは領主代行となった。

　ちなみに次男は父に憧れて冒険者となり、町を出ている。

「がはは！　おうリディア！　元気にしておったか？」

「おとうさまー！　またぼうけんのおはなしきかせてー」

　リディアは父親の冒険譚を聞くのが好きだった。

　そして成長した彼女は、父親と同じ冒険者になることを決意した。

「よろしい。ではまず【荷運び】として冒険者のサポートを二年続けなさい。これは冒険者になるための条件その一だ」

　ほとんど家にいない放任主義の父に代わって、ライアンは妹にそう告げた。貴族か、あるいは裕福な商家にでも嫁いで穏やかに暮らして欲しいという生母の要望を受けての条件である。

「その一ということは、その二もありますの？」

「も、もちろんだとも……！　ただし、それはその一をクリアしてから伝える」

「わかりましたわ」

　貴族令嬢として育てられたリディアが、二年ものあいだ下働きを続けることはできないだろうと、ライアンも、他の兄妹や母たちも思っていた。

　しかしリディアは、見事二年間の【荷運び】をやり遂げた。

「あー、そうだな。ではこれを自在に操れるようになるんだ」

　そう言って渡されたのは、父が愛用していた戦斧バトルアックスだった。

　通常の戦斧バトルアックスよりも斧頭がひと回り大きく、大の男でも両手で持ち上げるのがやっとという特注品である。

「ただし、前衛職となれば危険も大きい。なので、盾を構え鎧に身を包んだうえで、これを片手で振り回せないようなら、冒険者になることを認めるわけにはいかない」

　かなりの無理難題だが、冒険者を諦めることこそ妹のためと思い、ライアンは心を鬼にしてそう告げた。

「つまり、それが冒険者になるための条件その二、というわけですわね？」

「そ、そうだ」

　しかし目を輝かせながら問い返す妹の姿に、ライアンは己の失敗を予感した。

　全身鎧に身を包み、大盾タワーシールドを構えて戦斧バトルアックスを振り回すというのは、リディアの憧れた父の戦闘スタイルだった。

「おう坊主。まさかクラスの恩恵なしにそれをやれってんじゃあないだろうな？」

　そう言って睨みをきかせたのは、リディアが【荷運び】として所属した冒険者パーティー旋せん風ぷう烈れっ火かのリーダーである、ドワーフの【守護騎士】ドーガだった。ドーガは勇者パーティーとして名を上げつつあった七しち天てん万ばん闘とうに元々所属しており、弟子だったジムに自身の役目を譲ったという経緯がある。

「そ、それは、もちろんですとも！」

　父の師であり、幼いころには自身も何度か戦闘訓練を受けた相手なので、ライアンはドーガに頭が上がらないのだ。

「た、ただし、判断は公正におねがいしますよ!?」

　自分を見上げる背の低い大師匠を前に、及び腰になりながらもライアンは強い口調でそう告げた。

「あぁもちろんだとも。判断を誤ればリディアのためにはならんからな」

「うふふ、望むところですわ」

　一七歳になったリディアは、Ｈランク冒険者として、冒険者ギルドに登録された。

　塔ではランクによって探索できる階層が決められており、ここクヴィンの塔の場合はＧランクで五階までとされている。本来Ｈランク冒険者は入場すら許されていないのだが、ギルドが認定したＢランク以上の冒険者が同行することを条件に、Ｇランク相当の権利を有することができる、という制度があった。

「ドーガおじさまと一緒なら、わたくしも五階まで探索ができますのね？」

「そういうこった」

　祝福の間で【戦士】にクラスチェンジしたリディアは、さっそく全身鎧と大盾タワーシールド、戦斧バトルアックスを装備して、ドーガとともに塔へと入った。

「あら、なんだか身体が軽くなりましたわ」

「そいつがクラスの恩恵ってやつだ」

　とはいえ、一七歳の少女が【戦士】レベル一の恩恵を受けたところで、まともに動くのがやっと、という状態だった。

「なぁに、レベル一〇にでもなりゃあ、そこそこ戦えるようにならぁ」

　このときドーガがパーティーでなくひとりでリディアに同行したのは、レベリングの効率をよくするためだった。とはいえ安全を第一に考えてのレベリングだったので、その効率もそれほどよくなかったし、ドーガ自身の探索もあったので、リディアの訓練はサクサクと進むような物ではなかった。

「さすがジムの娘だなぁ。飲み込みが早ぇや」

　しかし彼女には父親譲りの才能があったのか、レベルのわりに高い戦闘技術を身につけた。

「ギャウー！」

「コボルトだ。ひとりで倒してみな」

「はい！」

　動きの素早いコボルトと、重装備の【戦士】は相性が悪い。

　ドーガを警戒していたコボルトだったが、彼がかなり後方まで下がったことを確認すると、牙を剥きだして威嚇し始めた。

「さぁ、かかってらっしゃい！」

　言いながら、リディアは戦斧バトルアックスの側面で大盾タワーシールドをガンッ！　と叩いた。

「ガルゥッ！」

　【戦士】の〈挑発〉スキルが発動し、怒りに駆られたコボルトが突進してきた。リディアは盾で半身を隠しながら、どっしりと腰を落として構え、正面から迎え撃つ。

「ガァッ！」

　人身狗頭のモンスターは、まずは牽制とばかりに手にした棍棒を振り上げた。

「やぁーっ！」

　がら空きになったコボルトの胴をめがけ、リディアは盾を構えたまま突進する。

「ギャウンッ!?」

　バランスを崩されてしりもちをついたコボルトに向かって、リディアは戦斧バトルアックスを振り上げた。

「覚悟なさいっ！」

　かけ声と同時に、斧が振り下ろされる。振り下ろすといっても、ある程度持ち上げてしまえば、あとは重さに任せて落とすようなものだ。

「──っ!!」

　コボルトは叫ぶ間もなく頭から両断され、やがて魔石と牙を残して消滅した。




《レベルアップ》




「おほほ、また少し斧が軽くなりましたわ！」

　そしてドーガが最初に言ったとおり、レベル一〇になるころには戦斧バトルアックスを振り回すとまではいかないが、そこそこ戦えるようになっていた。

「中級職になること！　それまではドーガさんと一緒じゃなければ塔に入ることは認めない！」

「冒険者になるための条件その三、というわけですわね！」

　リディアはレベリングをしつつ順調にランクを上げ、一八歳になるころにはＦランクとなっていた。もうすでに立派な冒険者ではあるが、彼女が夢見る冒険者は父のように各地を転々とし、高難度の塔を探索する者を指す。

　彼女自身、自らの力不足は認識しているので、兄の出す条件をすべてクリアするつもりだった。

「おほほほほ！　ついにこのときが来ましたわっ！」

　そして二〇歳を間近に控えたころ、リディアの【戦士】レベルは一五に達し、中級職へのクラスチェンジが可能となった。

「ほっほっほ。ジムんとこの嬢ちゃんが、もう中級職になるんか。時間が経つのは早いのう」

「わたくしはこの日が来るのを待ち焦がれておりましたわ」

「ふむふむ。お前さんのスタイルからいって、出るのは【重戦士】かのう。それともジムのような特殊職が出るか……。ではそのオーブに手をかざすがよい」

「おほほほ、望むところですわ！」

　リディアは立会人であるギルドマスターに促され、祝福のオーブに手をかざした。

「あの、ギルドマスター？」

「なんじゃ。【重戦士】が出なんだか？」

「いえ、それは表示されておりますが、もうひとつございますわね」

「ほう、なんと出とるんじゃ？」

　オーブから視線を上げたリディアは、戸惑いの表情を浮かべたままギルドマスターを見て口を開いた。

「【姫騎士】と」
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　初級職から中級職、中級職から上級職へのクラスチェンジの際、マスターレベルに達していることのみで候補として現れるクラスは『通常職』と呼ばれる。対してマスターレベルに達していること以外に条件を要するものは『特殊職』と呼ばれていた。

「つまり、この【姫騎士】というものは、特殊職というわけですわね？」

「そうじゃな。条件としては初級職が【戦士】であること、女性であること、あとは……貴族であることも条件のひとつかもしれん」

「貴族であること？」

「うむ。というのも、この【姫騎士】というクラスは、儂の知る限り貴族の女子以外になれたものがおらんのじゃ。【姫騎士】は特殊職の中でもかなりのレアクラスじゃからのう」

「レアクラス……例が少ないというわけですわね」

「そうじゃな。冒険者ギルドの記録にあるかぎりじゃが、ここ数百年で一〇人に満たぬほどじゃ」

　それからリディアは、ギルドマスターから【姫騎士】の特徴についての説明を受けた。

「戦闘スタイルが変わってしまいますわねぇ」

「うむ。あと注意しなくてはならんのじゃが、特殊職によっては他のクラスへのクラスチェンジができなくなるものがあるでな。【姫騎士】もその類じゃわい」

「まさか、上級職へのクラスチェンジも？」

「いや、過去の例から言うて、その心配はない」

「でしたら、先に別の初級職を鍛えてからというのはいかがでしょう？」

「特殊職の中には、別の通常職へクラスチェンジした時点で候補が消える場合もあるでな。【姫騎士】は【戦士】以外の戦闘職にクラスチェンジすると、候補から消えるぞい」

　あまり知られていないが、特殊職にはこういったものが多い。

　余談だが、レオンは最初そのことを知らず、レベッカなどは知ったうえで彼にクラスチェンジを勧めていた。のちにクラスの知識を深めたレオンは、少しモヤモヤすることになったが、なれるかどうかわからない【賢者】以外の中級職が候補に現れる可能性も考え、パーティーの方針に従った、という経緯がある。

「一応【姫騎士】は簡単な回復魔法と支援魔法が使えるでな。そのあたりを考慮したうえで、どうするか決めるとよい」

　それからしばらく考えたあと、リディアは【姫騎士】へのクラスチェンジを決めた。

「ほんとうによいのじゃな？」

「ええ。通常職よりも特殊職のほうが強くなれるのでしょう？」

「うむ。成長は少しばかり遅いがの」

「わたくしはいずれウヌの塔を攻略すると決めております。でしたら、多少時間がかかろうとも最終的に強くなれるほうを選びますわ」
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【姫騎士】へのクラスチェンジを果たしたリディアは、ドーガの指示でいくつかの装備品を用意し、塔へ入った。

「身体が、重い、ですわ……」

「それがクラスの弊害ってやつだ。それをわかってもらうためにいままでと同じ装備で塔に入ってもらったんだが、理解してもらえたか？」

「魔道士が剣や鎧を身につけられないのも、この弊害のせいというわけですわね」

「そういうこった。そのかわりクラスに適した装備を身につければ、通常以上のパフォーマンスを得られる」

「クラスの恩恵ということですわね」

「ま、そのあたりは冒険者の基本だからな。よし、じゃあとりあえず胸甲と、太ももの装甲、それと盾を外してみろ」

　リディアはドーガの指示に従い、装備を調整した。

「ずいぶん楽になりましたわ」

「それでまぁ弊害がなくなった状態だな。【姫騎士】は胸元から腹、太ももを露出することで恩恵を得られるからな」

　それ以外にも顔を露出しなくてはならないので、【姫騎士】はフルフェイスの兜も装備できないが、リディアには関係がないのでドーガはその説明を省いた。

「それで先ほど用意したドレスアーマーの出番というわけですわね。まったく、この恩恵を考えた神様は、とんだ変態さんですわね」

「はは、同感だな。とりあえず安全地帯セーフエリアまで移動しようか」

　それから安全地帯セーフエリアにひとりで入ったリディアは、用意していたドレスアーマーに着替えた。

「おう、見事なもんだ」

「それはどうも。それにしても、あまりに無防備過ぎはしませんか？」

　露出された胸元や腹をさすりながら、リディはそう尋ねた。

「それでも下手な装甲を身につけるよりはダメージが少なくなるってんだから、クラスの恩恵ってのは不思議なもんだな」

「そういうものなのですわね」

　そう言ってリディアは呆れたようにため息をついた。

「次は武器だな。【姫騎士】は両手に武器を持つことで恩恵を得られるんだが、それはレベリングを兼ねて実践を繰り返しながら探っていくとするか」

　〝両手に武器を持つ〟というのは双剣や双斧など左右の手それぞれに武器を持ってもいいし、両手持ちの大剣、槍などの長柄ものなどを扱っても構わない。

「で、貴族令嬢らしからぬはしたない格好をした気分はどうだ？」

　ドーガの問いに【姫騎士】は不敵な笑みを浮かべる。

「不思議と、悪くはありませんわね」

　その後何日かの探索を経て、リディアの武器は長柄の斧槍ハルバードに落ち着いた。

「おーっほっほっほっほ！」

　高笑いとともに斧槍ハルバードを振り回し、モンスターを蹂躙する【姫騎士】の姿に、ドーガは苦笑を浮かべていた。

「恩恵の副作用で高揚してやがるなぁ。普段がさつな親父のほうは逆に落ち着いたもんだが……」

　親子をよく知る初老の冒険者は、そう独りごちて肩をすくめた。
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「クヴィンの塔最上階を攻略すること。これがこの町を出る条件だ」

「冒険者になるための条件その四、ですわね」

　〝中級職へのクラスチェンジ〟という条件その三をクリアしたリディアは、【姫騎士】レベルが一五になったあたりでドーガのお墨付きを得て、ソロでの探索が認められるようになった。

「もちろん、防衛軍の助力なしに、だ」

　ソロ、といっても冒険者としてパーティーを組んでいないという話であり、実際は防衛軍の兵士数名を同行させての探索である。やっていることは通常の冒険者パーティーと変わらないが、なんといっても防衛軍は総じてレベルが高い。

「ソロで攻略しろ、なんてこたぁ言わねえよなぁ？」

　ドーガの問いかけに、ライアンはうろたえることなく頷いた。

「むしろソロでやりたいなどといったら、私が止めますよ」

「ならいい。まぁ、優秀な冒険者を見いだす目、勧誘するための交渉力、なによりいい縁を得る運も、冒険者にとっては重要だからな」

「おほほほ。すぐにでも優秀なメンバーを仲間に加えてクヴィンの塔を攻略してみせますわ」

　このときリディアが目をつけたのが、狼牙剣乱だった。

「彼らはもうすでに最上階を何度も攻略済み。でしたら、一度くらいわたくしを加えていただいても問題ないはずですわ」

　通常、冒険者というのはその塔の最上階を攻略すると、次の塔へと進むのだが、狼牙剣乱はなぜかこの塔に留まり続けていた。とはいえいつ旅立ってもおかしくない状況ではあったので、リディアはその前に彼らと接触しておきたかった。あわよくば、正式加入して次の塔へともに進むのも悪くない。

「わたくしを狼牙剣乱に加入させていただけませんこと？」

「おことわりね」

　だがリディアの要望は、レベッカによって一蹴されてしまう。

「なぜですの？」

「なぜもなにも、これ以上のメンバーは不要だからよ」

「なら一度でいいので最上階の攻略を手伝っていただけません？」

「いやよ。なんでひよっこ冒険者の面倒をみなくちゃいけないの？」

「ひよっこ？　わたくしは中級冒険者で、もうすぐレベル二〇になりますのよ！」

「それが？　ウチはほとんど上級職だし。中級の前衛職ならせめてレベル三〇はないと、足手まといにしかならないわ」

「むぅ……でも、狼牙剣乱には足手まといがいるという話も……」

「あははっ！　あれはただの雑用よぉ。まぁ、あなたも雑用でよければ……」

　そこで言葉を切ったレベッカは、リディアの頭からつま先までを見て、相手を観察した。

　塔の外ではマントを羽織っているリディアだが、少し開いたところから、扇情的ともいえる肢体と装備が覗いている。縦ロールにしたローズゴールドの艶やかな髪や、落ち着いた表情、そして品のある口調。容姿で負けているとは思っていないが、それでもリディアが持つ高貴な雰囲気は、平民生まれの身にはどうしようもなく、レベッカは思わず眉をひそめてしまう。

「だめね、雑用はひとりで充分だわ」

　その後何度か助力を願い出たが、レベッカは取りつく島もなかった。

「悪い虫に近づかれちゃかなわんのだろうよ」

　ある日、顔なじみの冒険者がリディアにふとそう漏らした。

「悪い虫？」

「自分よりいい女にウォルフをとられちゃなんねぇってこったろうなぁ」

「つまり、ウォルフさんとレベッカさんは、男女の仲というわけですの？」

「なんだ。そんなことも知らんのか」

「申し訳ございませんわね。男女の機微については疎いもので」

「ま、謝るところじゃねぇわな」

「でも、そうだとして、どうしてわたくしがウォルフさんに近づいてはだめなんですの？」

「だからいったろ、ウォルフをとられたくねぇって」

「とる？　わたくしにウォルフさまをとりあげる意図などございませんわよ？」

「いまはそうかもしれんが、塔で行動を共にする男女ってのはそういう仲になりやすいのさ」

「仮にそうなったとして、なにか問題なんですの？　レベッカさんと一緒に相手をしてもらうだけだと思うのですけれど」

「いや、そりゃ……なぁ」

「それとも、ウォルフさんには女性二人を相手にする程度の甲斐性もございませんの？」

「ぷっ……！　ははははっ!!　こりゃ傑作だ。ウォルフの野郎が甲斐性なしってか！　はははっ！」

　急に笑い出した冒険者に、リディアは首を傾げる。

「なにかおかしいことを申し上げまして？　お父様には何人もの妻がおりますし、おかげでわたくしはたくさんのよい母に恵まれましたわ」

「あー、そりゃ領主様に比べられちゃあウォルフの野郎も形無しだな」

　結局リディアは〝中級の前衛職ならせめてレベル三〇はないと〟というレベッカの言葉を頼りに、ひとまずレベリングを進めることにした。

　そして二二歳になって少し経ったころ、目標だったレベル三〇となり、改めて加入を申し出ようとしたのだが、狼牙剣乱はすでに町を去ったあとだった。
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　油断、焦り、そして慢心。そんなものが、あったように思う。




　その日、家のほうががなにやらバタバタとしていて、リディアは兄と話す時間をあまり取れなかった。

「悪いが今日は護衛を用意できそうにない。探索は延期してもらえないか？」

「延期というわけには参りませんわ。本日はいよいよ狼牙剣乱に加えていただく日ですもの」

「狼牙剣乱……なら、護衛は不要か」

「ええ、問題ございませんわね。それにこのところ、護衛の方もほとんど見ているだけですし」

「……わかった。くれぐれも気をつけるように」

　そんなやりとりを経て冒険者ギルドを訪れたが、狼牙剣乱は町を出たあとだった。




「アタイら爆ばつ華か繚りよう乱らんに入るべきじゃない？」

　そんなリタの提案を受け、とりあえずお試しということで一緒に塔へ入ることになった。

　三一階から探索を始め、三六階までは順調だったし、三七階も、難なく攻略できると思っていた。

「そろそろ休憩にしようかね。ここまでぶっ通しで戦ってきたことだし」

「あら、わたくしはまだまだ戦えますわよ？」

「とか言いながら、息があがってるじゃないか、姫さん？」

「むぅ……それをいうならあなた方だって……」

　リタの提案に、リディアは余裕をもって返したつもりだったが、さすがに三一から三六階までを一気に攻略した疲れは隠しきれなかった。それは爆華繚乱のメンバーにしても同じで、本来ならこうして疲労が蓄積する前に休憩を取るべきなのだ。

「姐ねえさん、敵だよ」

　【密偵】が警告を発し、全員が身構える。現れたのはゴブリンの群れ。一匹のリーダー格と数匹の手下というよくある編成だった。

「リーダー格、ソルジャーにしちゃちょっと強そうだね……」

「階層越えかもしれないよ、姐さん」

「にしたってゴブリンジェネラルとソルジャーってとこだろ？　ま、楽勝だね」

　リタの言葉に、全員が頷く。三〇階台に出現したゴブリンの群れなのだから、たとえ階層越えが発生したとしてもその見立てで問題ないはずだった。

　リディアには、Ｃランクパーティーが一緒にいるという油断があった。爆華繚乱のメンバーには、リディアにいいところを見せなければ、という焦りがあった。そして両者には、何度も探索した場所だからという慢心があった。

　だれかひとりでもいいから、ほんの少しだけ注意深く観察していれば、それがゴブリンロード率いるジェネラルの群であることに気づけただろう。

「オラオラー！　かかってきなザコどもー!!」

　リタの挑発に、群れの一匹が突進してくる。彼女はそれを余裕で押し返し、怯んだ隙に戦槌ウォーハンマーで反撃を加え、一撃のもとに葬り去るはずだった。

「えっ……？」

　しかし敵の接近は彼女の予想に反して速く、強烈だった。踏ん張る直前に体当たりを受けたリタは仰け反り、そこへゴブリンジェネラルが棍棒を振り抜く。

「ぐぁーっ！」

「リーダー!!」

　盛大に吹っ飛ばされたリタへ、【神官】が駆け寄る。

　常に前線を支えていたリタが後退したことで、戦列は一気に乱れた。いままでほとんどソロで活動していたリディアはまだ集団での戦闘に馴染めておらず、二手三手と判断が遅れていく。

　過去に四九階までを何度も往復し、同じ群れを幾度となく倒してきた爆華繚乱だったが、軸となるリタが一時戦線を離脱したせいでペースを乱され、かなりの苦戦を強いられた。

「リーダー、大丈夫!?」

　本来であれば強敵を前にいち早くメンバーに支援魔法をかけるべき【神官】は、リタが攻撃を受けたことに取り乱し、回復を優先。

「わぁーっ！　来ないでー!!」

　取り乱した【魔導師】は高火力の魔法を連続で使い、何匹かは仕留めたものの敵愾心ヘイトを稼いでしまう。

「うおりゃああーっ！」

　しばし呆然としていた【武闘家】も慌てて態勢を立て直し、敵の群れに突進して敵愾心ヘイトを稼ぐ。

「アンタらの相手は私たちだよっ！」

「ほらほら、よそ見してるとサクッと狩っちゃうよー？」

　さらに【密偵】と【狙撃手】が、【魔導師】から敵愾心ヘイトを逸らすように攻撃を仕掛ける。【密偵】は投げナイフで、【狙撃手】は弓矢で応戦したが、どちらもスキを突いてダメージを与えるような攻撃なので、効果は半減している。

「悪い、油断した！」

　そこでようやくリタが復活。

「姫さん、アタイが突進して蹴散らすから、そのあと前に出て暴れてくれるかい？」

「わかりましたわ！」

　そこからなんとかペースを取り戻し、苦戦しつつも勝利を収めた。

「まずい、姐さん……また敵だ！　たぶん、ロード!!」

「おやおや、まだ三七階だってのにどうしたっていうのさ」

　【密偵】の報告に、リタは顔を引きつらせた。

　この時点で全員にかなりの疲労が溜まっている。そのうえ【武闘家】はリタが倒れたあとリディアが来るまで敵中で奮闘して満身創痍、【密偵】は投げナイフを使い果たし、【狙撃手】は接近戦を許したせいで弓を破損され、【神官】と【魔導師】はほとんど魔力を使い果たしていた。一度でも休憩を取っていれば、連戦に耐えられたかもしれないが……。

「逃げるしかないね、こりゃ」

　逃げ出す直前に【神官】がありったけの魔力を使って支援魔法と回復魔法を全員にかけ、自力で立てなくなった彼女を、弓を失った【狙撃手】が背負う。

　【魔導師】も魔力切れ寸前だったが、ふらつきながらもなんとか歩けたので、【密偵】が肩を貸した。

「アタイが殿しんがりを担当するから、姫さんは先頭を行ってくれ」

「おことわりですわ」

「なんだって？」

「リタさんひとりであの群れを足止めできまして？　脇を抜かれたらあとは無防備なお仲間が襲われますわよ？」

「む……」

「わたくしでしたらこの斧槍ハルバードを振り回して、より広範囲に敵の足止めができますわ。ですから、殿しんがりはわたくしが担当すべきだと思いますの」

「……わかったよ。頼む」

　そこから、厳しい撤退戦が始まった。

　ゴブリンロード率いる群れは、リディアがなんとか対処していたが、完全に足止めできるわけではない

「申し訳ございません！　一匹そちらへいきますわ！」

「じゃあ次は私が！」

　リディアの足止めを抜けた敵は【密偵】と【狙撃手】が交代で対処し、スキを見てリディアが仕留める、というふうにしのいだ。

　ただ、敵は背後から迫る群れだけではない。

「姐さん、大丈夫かい!?」

「ふんっ、この階のザコなんざ、アタイたちで充分さっ」

　遭遇した別のモンスターは、リタと【武闘家】でなんとか対応できた。

「支援魔法を……！」

　三六階に下りてすぐ、【神官】が全員に支援魔法をかけ直した。これまでの逃走でほんの少しだけ魔力を回復していた彼女は、ギリギリのところで意識を保てたが、もう指一本動かせないような状態だ。

　モンスターは階層を越えるのに時間がかかる。その時間を利用してなんとか距離を稼いだが、自力で歩けない【魔導師】と【神官】を抱えての逃走である。一行はほどなく敵に追いつかれた。

「突き当たりを左へ！」

「安全地帯セーフエリアには寄れないのかい!?」

「この階はこのまま下層を目指したほうが早いのよ！」

　【密偵】の指示で逃走ルートを選択し、下層をめざす。それから何度か角を曲がり、狭い通路に入ったときだった。

「おーっほっほっほっほ！　ここから先は一匹たりとも通しませんわよー!!」

　突然リディアが集団を離れ、敵の群れに突進した。

「姫さん、なにやってんだ!?」

　リタが声をかけたとき、リディアは最後に残ったゴブリンジェネラルをなぎ払ったところだった。これで、残るはゴブリンロード一匹のみ。

「わたくしはこの個体を倒してから合流しますわ。リタさんは先に戻って、念のため救援を要請してくださいませ！」

　配下をすべて倒されたゴブリンロードは、リディアを警戒して身構えていた。

「アンタひとりじゃ無理だよ！」

　特殊職とはいえ、レベル三〇を少し過ぎた程度の中級職がひとりで戦えるほど、ゴブリンロードは弱くない。

「アタイも加勢──」

「リタさんがいなくて三一階まで戻れまして？」

「──くっ……！」

　リタ自身はまだ余力があったが、他のメンバーは満身創痍だった。唯一戦えそうなのは【密偵】くらいのもので、【武闘家】は自身の身を守るくらいはできそうだが、残る３人を護りながらでは荷が重く、ほどなく疲労で動けなくなるだろう。

「それに、三度目がないとは言い切れませんわ」

　本来上層階で出現するはずのモンスターが、通常より下の階層に現れる『階層越え』が、二回連続で発生した。さらにもう一度同じような敵に遭遇した場合、リタ抜きで他のメンバーが逃げ切れる可能性は、限りなくゼロに等しい。

「姫さん……」

　リタの声に沈痛なものを感じたリディアは、ゴブリンロードを見据えたままフッとほほ笑んだ。

「わたくしは領主の娘ですのよ？　町の住民のために身体を張るのは当たり前のことですから、気になさらないでくださいませ」

「でも、アタイらは冒険者だよ!?」

「冒険者でも、大切な領民にかわりはありませんわ」

「くっ……」

　リディアの言葉に胸を打たれ、うつむき、唇を噛んだリタだったが、すぐに顔上げる。

「必ず救援を連れてくる！　それまで死ぬんじゃないよ!!」

「ええ、わたくしは勇者になる身ですもの。このようなところで倒れたりはしませんわ。おーっほっほっほっほ！」

　【姫騎士】の高笑いを聞きながら、リタは先頭に戻る。

「《傷回復ヒール》……、《疲労回復リカバー》……！」

　最後の力を振り絞ってリディアを回復した【神官】が魔力切れで気絶する。

「急ぐよ！」

　リタの号令とともに、爆華繚乱は三五階を目指して駆けだした。
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　身体が重い。

　三一階から三七階までは効率的なルートを進み、戦闘も最低限に抑えた。さすがクヴィンの塔を知り尽くしたＣランクパーティーだけあって、進行はスムーズだったが、それでも半日以上動き続けたことに変わりはない。

　傷や肉体的な疲労は魔法で回復できるが、精神的な疲れを癒やすことはできない。それ以上に【姫騎士】の身体は深刻な事態に見舞われていたのだが、彼女にその自覚はなかった。

（武器が重い……防具が重い……こんなこと、初めてですわ……）

　魔法では回復しきれない気疲れのようなものが、身体を重く感じさせているのだと、リディアは考えていた。しかしベテラン冒険者が冷静に観察すれば、彼女が飢餓状態に近いと気付けただろう。

　探索途中に水は飲んだ。携行食をふたつみっつかじりもした。しかし、それだけでまかなえる運動量ではなかった。傷や疲労は回復できても、魔法で腹は膨れないのだ。

　その回復にしたところで、相次ぐ戦闘でのダメージを充分に癒やせず、膝や腕、肩や肘にときおり痛みが走り、動きが鈍くなっている。

「おーっほっほっほっほ！」

　それでもリディアは、自分を昂ぶらせるため声高に笑った。

「覚悟なさい！　せやぁっ!!」

　力を振り絞って、ゴブリンロードに飛びかかる。そこから連続攻撃を加えたが、敵は堅実にリディアの攻撃をいなした。

（まずいですわね……）

　ゴブリンロードが、虎視眈々とスキをねらっている。攻撃の手を緩めれば、すぐに反撃されるだろう。しかし、自分はあと何回武器を振るえるだろうか。もう随分前から、手の感覚がなくなっていた。気がつけば、斧槍ハルバードが手から離れている、ということがいつ起こってもおかしくはない。そんな絶望的な状況のなか──、

「Ｄランク冒険者レオン！」

　──ひとりの青年が救援に現れたのだった。
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　安全地帯セーフエリアの隅で膝を抱えたまま、リディアは考えを巡らせていた。

　──足手まといの赤魔道士。

　そんなレオンの評判を聞いていたせいもあってか、初対面は最悪だった。狼牙剣乱に置いてけぼりを食らった腹いせに、パーティーを解雇された彼にひどい態度を取ってしまったとリディアは反省し、謝罪した。

　彼にはもうひとつの異名があった。

　──不遇の万能職オールラウンダー。

　狼牙剣乱にいるから足手まといになっているだけで、身の丈に合ったパーティーに所属すれば、もっと活躍できるはずだと、一部の冒険者はレオンを評価していた。

『アイツが男じゃなきゃ、アタイもスカウトしてたかもねぇ』

　今回の探索が始まった直後、レオンのことが話題にあがったときにリタがそう言っていた。

（たしかに、有能ではあるのでしょうけれど……）

　救援に駆けつけてくれたレオンは、初級職でありながら恐れもせずゴブリンロードの前に立ちはだかった。

　そのあとに現れたウェアウルフにも果敢に立ち向かい、そのおかげでリディアは生き延びることができた。命の恩人、といってもいいだろう。

（だからといって、彼と、その……）

　レオンから【賢者】というクラスについて聞いたとき、望みはあると思った。むしろ、扉の外で待ち受けるレアモンスターを倒すには、その方法しかないと。

　ただ、彼が【賢者】にクラスチェンジするための条件が問題だった。

　──セックスだ。

　レオンの声が、頭のなかでぐるぐると回っている。

（さきほど会ったばかりの男性ですのよ……？　それに、初めてが、塔のなかでだなんて……）

　貴族に生まれた以上、望む相手と関係が持てるとは思っていなかった。自身の身体も、純潔も、家のためにいつか誰かに捧げる覚悟も決めていた。しかし、その機会がまさかこんなところで訪れようとは、想像もしていなかった。

（でも、他に方法はなさそうですし……）

　時間をかけて考え込んだ結果、リディアは覚悟を決めた。

「おーっほっほっほっほ！」

　覚悟は決めたが、これから起こることを考えるとやはり怖かった。だから、その恐怖を吹き飛ばすように、高らかに笑った。

「さぁ、レオン！　始めますわよっ！」

「は、始めるって、なにを？」

　そして戸惑うレオンに、それ以上に自分自身を奮い立たせるために、宣言する。

「もちろん、セックスですわ！」
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　これはあくまで儀式のようなもの。

　まだ会って間もない男性に、自身の秘部を見られるのは恥ずかしく、そもそも見せる必要もないはずだと考えた彼女は、ショーツだけを脱いで仰向けになった。

「言っておきますが、余計なところを見たら……わかっておりますわね？」

「わ、わかった！　善処します！」

　レオンも彼女の考えに賛同してくれた。思わず斧槍ハルバードに手を伸ばしてしまったが、特に問題はないだろう。

「じゃあ、脚、広げて」

　彼の指示に従い、ゆっくりと股を開く。

「はぁ……はぁ……」

　自分の息遣いが、妙にうるさかった。

「はぁ……はぁ……ん……」

　なにかが、スカートのなかに入ってくるのを感じ取った。それは、生温かい熱を孕み、ゆっくりと近づいてくる。

「はぁっ、はぁっ、んっ……ふぅ……」

　股間に、なにかが触れた。

「ふぁ……！」

　思わず腰が震え、声を漏らしてしまう。

「もしかして、もう、当たってますの……？」

「……うん」

　いま互いの陰部が触れあっているのだと考えたリディアは斧槍ハルバードから手を離し、目元を覆ってしまった。どんな顔をしているのか自分ではわからないが、見られたくないと思った。

「お、おねがい……早く、終わらせて……」

　これから貫かれるのだと思うと、怖かった。鼓動がトクトクと高鳴る。不安はあるが、それだけではないような気がした。でもその感情には気づきたくない。だから、早く終わらせて欲しい。

「んぅ……くぅ……！」

　秘部に触れたものが、強く押し当てられた。いよいよかと思ったが、それが入り口を越えることはなかった。触れあったところが、少しヒリヒリする。

「ごめん、このままじゃ、できない」

「えっ？」

　レオンの言葉に思わず声を上げ、目を覆っていた手をどけて彼を見据えた。

「い、いまさらなにをおっしゃいますの!?」

「いや、でも、ちゃんと濡れてないと、挿入はいらないよ」

　その言葉で、納得がいった。

「触るとかして、濡らさないと……」

「ぬ、濡らせばよろしいのね？」

「うん、だから──」

「──自分でやりますから、しばらくあちらを向いていただけます？」

　淑女の嗜みとして、自慰については教わっていた。

　塔を探索し、斧槍ハルバードを振り回していればそういう欲求が溜まることはないが、護衛の都合などで何日も塔には入れないときなどは、自分を慰めることもあった。

『あまり奥まで指を挿れてはいけないわよ？　それは初めての男性のためにとっておかないと』

　そう言ってくれたのは母のうちの誰だったか。

「はぁ、はぁ、ん……ふぁ……ぁ……」

　陰唇を撫で回し、陰核を軽く刺激する。指先をほんの少しだけ割れ目に埋め、なぞってやると、ねっとりとした愛液が内側からにじみ出てきた。

　やがて、ちゅぷちゅぷと音が鳴り始める。

（あうぅ……いまの音、聞かれたかしら……？）

　そんな考えが頭に浮かぶと同時に、指に絡みつく粘液の量が一気に増えたような気がした。

（もう、充分ですわね……）

　秘部から手を離し他リディアは、ふたたび仰向けに寝そべり、スカートの裾で股間をしっかりと隠した。

「はぅ……ん……もう、よろしいですわ」

　顔を逸らしていたので見えなかったが、レオンが自分へと向き直り、近づいてくる気配を感じた。

「じゃあ、いくよ……」

　──にちゃ……と音が鳴る。

　再び陰部同士が触れあったのだが、リディアの秘部は先ほどよりもはっきりと、レオンの感触や体温を感じ取っていた。思わず声が漏れそうになったが、なんとか耐えた。

（あ……）

　ぬぷり、となにかが進入してくるのを感じた。

　自分でも何度か指先で触れたことのある浅いところ。そこに指ではない、異物が入り込んでくる。

（これが、男の人の……）

　思っていたよりも柔らかい感触。しかしその内側に、硬い芯のようなものを感じられた。

「んぐぅ……！」

　ゆっくりと進んできたそれが止まると同時に、腹の奥を圧迫される。

「あ、あれ？　あれ……？」

「んっ……くぅ……！」

　レオンが戸惑いながら腰を押し出すたびに、鈍い痛みを伴う圧力が下腹を押し上げてくる。

「レ、レオン……わたくし、その……初めてですのよ……？」

　レオンの先端が触れているところには、いつか誰かに捧げるためにとっておいた純潔の証があるのだ。

「あ……そうか、ごめん……」

　リディアの言葉で、レオンもそれに思い至ったようだ。彼が申し訳なさそうな顔で、自分を見ていた。

　【姫騎士】の純潔を散らすことに、戸惑いや不安があるのだろう。

「おーっほっほ……とっくに覚悟は、できておりますわ……！」

　そんな彼の、そして自分自身の不安を取り払うように、リディアはそう告げた。笑い声に力が入らなかったのだが、それは仕方がないことだろう。

「じゃあ、いくよ」

　レオンの手が、リディアの腰をがっちりと掴んだ。そして次の瞬間──。

「ひぎぃぃぃっ……!!」

　股間から脳天までを、激痛が貫いた。

「だ、大丈夫……？」

（痛い痛い痛い痛い……！　大丈夫なわけありませんわよぉーっ!!）

　塔の探索で、数多くの傷を負ってきた。殴られ、斬られ、突かれ、引っかかれ、かじられた。致命傷とまではいかずとも、それに近い傷を負ったこともあった。しかしいま下腹に走る激痛は、これまで味わってきたどんな傷よりも痛かった。到底耐えられるものではない。そう思いながらも、リディアは口元に手を当て、無理やり口角を引き上げた。

「おー……ほっほ……。なんとも、ありませんわ……」

　精一杯の強がりだった。それに、ここで音を上げてしまってはせっかく散らしてしまった純潔が無駄になってしまう。

　痛みは徐々に治まってきている。そうすると、自身の内に異物が挿入されているのを感じとれた。今まで味わったことのない強烈な違和感。不思議と不快ではなかった。

　ただ、その違和感に慣れ、この感覚を受け入れたとき、自分が自分でなくなってしまいそうな気がした。そうなる前に、終わって欲しい。

「ですから、はやく……終わらせてぇ……んぅっ……！」

　腹の内側から、強烈な脈動を感じた。

「リディア……」

　レオンが優しく名前を呼んでくれた。リディアは、トクンと胸が高鳴るのを感じた。
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　──にちゅ……にちゅ……ずりゅ……。




「ん……ふぐ……んふぅ……」

　腹の内側を、こすられている。いまはまだその感覚より、痛みのほうが強かった。

　レオンが動き始めたとき、ふたたび激痛に襲われた。口元に当てた手を噛み、必死で耐えていると、鋭い痛みはやがて鈍くなっていった。

　ジンジンとした痛みが、下腹に留まっている。だが、それも少しずつ弱まっていった。この痛みがなくなったとき、自分はどうなってしまうのだろう。痛みの奥にある感覚に目を向けるのが、怖い。

「んぅ……まだ……ですの……？」

　だから痛みがなくなる前に、終わって欲しかった。

「リディア、避妊は……？」

「そ、それは……冒険者、ですから……もちろん……」

　なぜ、急に避妊のことを聞いてきたのだろう？

「よかった……じゃあ、そろそろ……！」

「え……？　お、お待ちになって！」

　レオンが果てる直前、リディアは彼の意図に気づいた。

「えっと、どうしたの？」

「あの……もしかして、膣内なかに……？」

「そう、だけど」

「それは、必要な、条件……ですの？」

　儀式のようなものだと、割り切っていた。避妊もしているのだし、中に出そうが外に出そうが同じことなのだろう。それでも、男性の子種を胎内に受けるという行為に、抵抗があった。それは決してレオンが相手だからというわけではない。

　子供を作るわけでもなく、愛し合っているわけでもない男性の精液を、胎内で受けてもいいのだろうか？　しかも初めての行為で……。

　リディアの胸に湧き起こったそれは、忌避感というより罪悪感に近いものだったのかもしれない。

「じゃあ、外に、出そうか？」

「いいん、ですの……？」

「わからない……。もしダメなら、もう一回やれば……」

「もう、一回……？」

　それは、だめだ。もう一度となれば、もう痛みもなくなってしまう。この疼きが痛みだけではないのだと、自分をごまかせなくなってしまう。

「おーっほっほっほ！　そのままお出しくださいませ。わたくしが責任を持って受け止めますわ」

　レオンの動きが激しくなった。

「んぎぃっ……！　んっんっんっんっ！」

　大きな痛みに、悲鳴が漏れる。しかし、その直後から、ほとんど痛みがなくなってしまった。

　腹の内側をこすられている。その感触に、自然と声が漏れる。

「んぁっ！　あっあっ……」

（ああ……もっと……）

　ふとよぎった考えに自分自身で驚き、リディアは思わず口を押さえた。

「んんっ……！」

　そのとき、レオンと目が合った。どんな顔を見られたのだろう。

「やぁ……見ないで……！」

　咄嗟に顔を手で覆った。だからといって、なにをごまかせるわけでもない。

「はぁっ、あぅん……んっんっ……まだ……ですの？」

　ずぷずぷとレオンが出入りすると、身体が震え、声が漏れてしまう。もう、ごまかせない。

「もう、すぐ……だ……！」

「おねがい……はやく……わたくし、これ以上は……！」

　この感覚に身を委ねてしまうと、きっと後戻りできなくなってしまう。

「リディア、出すよ……!!」

　レオンがそう言った瞬間、腹の内側が大きく脈打った。そして……。




　──ドビュッ!!　ビュルルッ！　ビュルッ!!




　温かいものが下腹に注ぎ込まれるのを感じた。

「あぁっ……なかで……ドクドク、してますの……」

　ドクンッ、ドクンッとレオンのモノが断続的に大きく脈打つ。頭がクラクラするような刺激にかすんでいた視界が元に戻ると、またもレオンと目が合った。

「やぁ……」

　そしてまたも顔を覆ってしまった。

「はぁ……はぁ……ふ……ぅ……」

　乱れていた呼吸が、徐々に落ち着いてきた。それとともに、どこか夢うつつだった思考もはっきりとしてくる。

「ふぐぅ……いま、わたくし……なかに、だされて……」

　レオンの精液を膣内で受けたのだと、はっきり認識した。急に、怖くなった。これからどんな顔で彼を見ればいいのだろうか。

「んぅ……ふぐぅ……」

　そんなことを考えていると、肉棒が引き抜かれるのを感じた。どろりとした液体が、自分の中から流れ出す。その生温かい粘液が尻を伝って流れ落ちていくの感じたとき、すべてが終わったのだと思った。

「うぅ……お、おわ……おわり……ぐすっ……ううぅぅ……!!」

　終わったということを、レオンの口からも聞きたかった。でも、言葉にならなかった。

　目からは涙が溢れ、唇が震え、喋ろうとしても嗚咽がこみあげて言葉にならない。

　なぜ泣いているのか自分でもよくわからなかった。

　純潔を散らしたことが悲しいわけではなかった。知り合って間もない男性に身体を許したことが悔しいわけでもなかった。

　そんな負の感情から出た涙ではない。しかしこのままだと、レオンに誤解されてしまうだろう。だから、決して彼とのセックスが不快なものではなかったのだと、伝えなければ……。

「《浄化クリーン》」

　そう思ったとき、急に全身がすっきりとした感覚に包まれた。

「え？　あれ……？」

　先ほどまであった股間や下腹の違和感までもが、綺麗さっぱりなくなっている。

「《傷回復ヒール》《疲労回復リカバー》」

　なにが起こったのかを考える間もなく、身体から疲れや痛みがなくなった。下腹にほんの少しだけ残っていた疼痛までもが消え去った。

「なぜ、安全地帯セーフエリアで回復魔法が!?」

　回復魔法をかけられたのだと気付き、思わず叫んでしまった。【賢者】というクラスの特性らしかった。レオンは続けて、リディアに支援魔法をかけた。

「ふ……ふふふ……これなら……たとえウェアウルフだろうと……」

　規格外の支援魔法によって大幅な能力の上昇を感じ取った【姫騎士】の口元に、自然と笑みが浮かぶ。

「おーっほっほっほっほ！」

　そして高笑いとともに、リディアはレオンとのセックスをいっとき忘れてしまうのだった。







電子版特典SS　続・【姫騎士】は冒険者に憧れる




　初めてのセックスはよくわからないままに終わった。

　挿入され、処女膜を破られたときは痛かったがその痛みも徐々に薄れ、異物感が別の感覚に変わっていったものの、それを明確に快感と捉えていいかはわからなかった。

　リディアは終わったあと、なぜか涙が溢れ、言葉が出なくなった。ただそれは、少なくとも負の感情から出たものではなかった。そのことをレオンに伝える前に彼は【賢者】にクラスチェンジし、リディアに魔法をかけた。

　本来安全地帯セーフエリアでは使えない回復魔法によって疲労と傷を回復し、支援魔法で能力を上げてくれた。

「ふぁっ!?」

　湧き上がる力に気を良くし、ショーツを穿く前に斧槍ハルバードを振り回したのは失態だった。レオンにスカートの中を見られたかと思うと、顔から火が出るほど恥ずかしく、リディアは思わず斧槍ハルバードの穂先を突きつけてしまった。

「ま、冗談はそのあたりにしておきまして」

　先ほどまでセックスをしていた相手にスカートの中を見られたくらいで取り乱してしまうとは、自分はいったいどうしてしまったのだろうと思いながらも、リディアは話を進めることにした。

「よし、サクッと倒してさっさと帰ろう」

　レオンの言葉通り、クヴィンの塔最強のレアモンスターであるウェアウルフをあっさり倒せた。

　最初は上昇しすぎた身体能力を制御しきれず、少しばかり醜態をさらしてしまったが、レオンのサポートもあって危なげなく勝利を収めることができた。

　この力を、もっと試したい、とリディアは思った。

　なにより、せっかくレオンが強化してくれた能力を制御できないのが悔しかった。

「えっと、その……もっと、上を目指してみませんこと？」

　リディアの提案にレオンは呆れていた。

　一刻も早く帰還するべきという彼の意見はもっともだと思うが、それでもリディアはもっと探索を続けたかった。強化されたいまの力を試したいというのはもちろんだが、それ以上に大事な理由があるような気がした。

（わたくしの現在の最高到達階層は四一階。彼の力があれば、それを更新することも可能ですわね……）

　冒険者としてそれは非常に魅力的な目標なはずだが、不思議と惹かれるものはなく、いったいなぜ彼との探索にこだわっているのか、リディア自身もよくわからなかった。ただ、このまま帰りたくないという気持ちはたしかなもので、それが単なるわがままだということも自覚していた。

「ウェアウルフのようなレアモンスターはともかく、ロード級の階層越えはまだいるかもしれませんわ！　ならば先んじて強いモンスターを討伐しておけば、下で待っている爆華繚乱のみなさまや、救援部隊の安全も確保できるというものですわ!!　なにも力試しのためだけに上層階への挑戦を提言したわけではございませんのよ、おーっほっほっほっほ！」

　リディアはそんなわがままをごまかすために、もっともらしい理由を適当に並べ立てて、レオンの説得を試みる。

「リディア、大事なことを忘れていないか」

　レオンの賢者タイムには、時間制限があることを、リディアはすっかり忘れていた。

「だからぁ！　そのときはまたセックスをすればいいじゃないって言いましたのっ!!」

　賢者タイムの制限時間内でどこまでいけるかという話をレオンが始めたとき、リディアは思わずそう叫んでしまった。

　いますぐ探索が終わるのもいやだが、それが一時間程度のびたところで満足できそうもない。そう思うと、リディアはつい啖呵を切ってしまったのだった。
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「くすん……わたくし、なんてはしたない……」

　四一階の安全地帯セーフエリアで、リディアは背中を丸めて横になり、しくしくと泣いていた。




　あれから探索は順調に進み、四一階に到達した時点で一時間が過ぎようとしていた。もっと探索を続けたかったリディアは、転移陣を目指そうとするレオンを説得しようとしたが、ふと不安になった。

　先ほどは生き残るためにセックスをしたが、もしかするとレオンは自分とセックスをするのがいやなのだろうか？　容姿には自信を持っているリディアだったが、男性の好みというのは様々だと聞いている。特にレオンは狼牙がろう剣けん乱らんに残ることにかなりこだわっていたというので、もしかするとレベッカのようなスレンダーな体型が好みなのかもしれない。あるいはチェルシーのような小柄な女性が……。

『俺としては、リディアみたいなきれいな娘とセックスをできるってのは、嬉しいからな』

　だからリディアはレオンにそう言われたとき、驚きのあまり声を失ってしまった。

　これまで社交界の場にいるときや町に顔を出したとき、冒険者になってからはギルドなどでも容姿について褒められることはよくあった。だが、これまで誰からかけられた、どんな言葉よりも、レオンから『きれい』と言われたことが嬉しいと思えた。

　そのせいもあってか、リディアは四一階の安全地帯セーフエリアで、レオンを襲うようなことをしてしまった。

　すべてが一瞬で終わってしまったので、今回もセックス自体がどうだったのかリディアにはよくわからなかった。ただ、下腹にたゆたう温かいものを感じることで、レオンとセックスをしたのだという事実だけは認識できた。

「あ、あれ……え……？」

　その温かいものが、不意に消えた。

「《浄化クリーン》できれいにしといたよ、いろいろと」

　どうやらレオンの魔法によって、膣内に残っていた精液が洗い出されたらしく、そのことがリディアにはとても寂しく思えた。とはいえ、探索途中に漏れ出ては邪魔だろうと言われれば、受け入れざるを得なかった。

「ごめんな、負担をかけて」

　どうやらレオンは、自分とのセックスがリディアの負担になっていると思っているようだった。彼の言うとおり、会って間もない男性と身体を重ねることに、負担をまったく感じないと言えば嘘になる。しかし、不快ではないのだ。

「それにその……わたくしは、べつに……レオンとするのは……いやじゃ、ありませんもの……」

　だからその気持ちをちゃんと伝えようと思った。

「ごめん、なに？」

　しかしうまく伝わらなかったようだ。

「な、なんでもありませんわっ!!」

　リディアには同じことをもう一度言う勇気は、なかった。




[image: ]




　四五階の安全地帯セーフエリアに到達した。

　そこでもう一度レオンとセックスをするのだと思うと、リディアの下腹がうずき始めた。彼女は平静を装ってレオンに背を向け、さっとショーツを脱いだが、そのときクロッチと股間とのあいだに糸がのびるのを自覚した。

（わたくし、レオンにあちらを向いておいてと言いましたかしら……？）

　いまのを見られていたらどうしよう、と思うと、さらに下腹がうずいた。リディアはそれに気づかないふりをして、最初のときのように仰向けになった。

　レオンが覆い被さってくる。

「ま、待ってくださいませ……！」

　彼の顔を、直視できなかった。それ以上に、顔を見られるのが怖かった。いま彼のアレを挿入されたら、どんな顔をしてしまうのか自分でもわからない。

「だったら、うしろから、とか？」

　レオンの提案で、立ったままうしろからすることにした。

「そうそう。それから、ちょっとだけお尻を突き出して」

　うしろから見られている。大事な部分はスカートで隠れているはずだが、それでも無防備な姿をさらしていることに変わりはない。だが背を向けたリディアから、相手は見えない。

（まさか、こんなにもドキドキするだなんて……）

　レオンはいったいどんな顔で自分を見ているのだろう？　リディアはそうは思ったが、怖くて確認できなかった。

「あ、あの、レオン……は、早く、済ませてくださいませ」

　下腹の疼きが止まらない。このままだと、あふれてしまう。

「お、おねがい、早く……」

　そのとき、リディアはとろりとしたものが内ももを伝い落ちるのを感じた。

「ぁぅ……」

　見られてしまっただろうか……。

「ん……」

　秘部に、温かいものが触れた。

「ぅぁ……ふぅ……ん」

　ゆっくりと、膣内が満たされていく。

「あっあっんふぅ……！　んっんっんっんっ！」

　レオンが腰を前後に振り、肉棒が膣内をこすりあげる。それは紛れもなく快感を伴う行為で、リディアは声を抑えることが難しくなってきた。

（……もしかすると、レオンとセックスをするのはこれが最後かもしれない）

　下腹の内側でレオンを感じながら、ふとそんな思いが去来する。

　パーティーを組んだわけでもない、ただ行き会った男女なのだ。今回は生きるためにセックスをしたが、塔を出ればあえて会う理由はなくなってしまう。

「んはぁっ！　あっあっあっあっ！」

　そう思ったリディアは、快感に身を委ねることにした。

「あっあっあっ！　レオン、激しっ……！」

　レオンの動きが激しくなった。彼がリディアの尻に股間を打ち付けるたび、全身に衝撃が伝わる。長い髪が、ふくよかな尻が、そして大きな乳房が震えた。

（ああっ、胸が……!!）

　思わず声をあげそうになった。

　快感に身を委ね、全身でレオンを感じていると、大きく揺れたリディアの乳房がドレスアーマーからポロリとはみ出てしまったのだ。

　防御力よりもクラスの恩恵を最大限に引き出すことを重視したドレスアーマーは、胸の部分に装甲がなく、胸元も大きく開いていた。探索途中は恩恵があるのでどんなに激しく動いても装備は乱れないが、安全地帯セーフエリアは別だ。完全に恩恵が失われるわけではないが、効果はかなり弱まってしまう。

（ああっ……レオンに、見られちゃう……！）

　ちらりとうしろを見ると、レオンは接合部あたりを凝視しながら、必死で腰を振っていた。

（どうやら、気づかれてはいませんわね……）

　リディアは自分の胸のかたちが、あまり好きではなかった。乳房を見られることは、秘部を見られることよりも恥ずかしいとさえ思っていた。なので、じつはスカートが大きくめくられ、レオンに尻の穴まで見られていることに気づかず安堵し、ふたたび快感に身を委ねた。

「リディア、出すよ……！」

　このとき、リディアの頭から賢者タイムのことはきれいさっぱり消えていた。

「ええ、出して……！　そのまま、膣内（なか）にぃっ……!!」

　レオンが限界を迎えたと知ったリディアは、ただ彼の精液を身に受けたくてそう口走った。

「いくよ、リディアっ！」

「レオン、きてぇっ！」

　肉棒が完全に引き抜かれた。一瞬の喪失感ののち、剛直がぞぶりと股間を貫き、それは最奥部を直撃した。

「んひぃぃいいいいぃぃっ!!」




　──ドビュルルルルルルルーーッッッ！！！！　ビュルルルーッ!!　ビュグンッ！　ビュグルルッ……！




　リディアの内側でレオンが何度も脈打ち、熱い粘液が子宮口を蹂躙する。

「んっ……あっ……なか……で……どく、どく……ふぁぅ……！」

　リディアは全身が快感に打ち震え、意識が明滅する。ふらり、と倒れそうになったところを、レオンが支えてくれた。そのままゆっくりを腰を落とし、しゃがみ込んだあと、レオンの肉棒が引き抜かれた。

「はぁん……あふれ……ますのぉ……」

　胎内からレオンの精液がどろどろとあふれだした。

「はぁ……はぁ……ん……ふぅ……」

　呼吸を整えていると、ふとレオンの視線を感じた。ちらりと彼のほうを見ると、その視線はリディアの下半身に注がれているのがわかった。そちらに目をやると、スカートはめくれ上がり、精液を垂れ流す秘部が露わになっていた。

（ふふ……今回は、見逃してあげますわ）

　そう心の中で呟きながら、リディアはこぼれた乳房をドレスアーマーでさっと覆うのだった。

《了》







あとがき




「二〇一九年、紙書籍の刊行予定ないやん……！」

　電子書籍とゲームシナリオで細々と仕事をしつつ、趣味に寄った作品をウェブにアップしていたある日、ふとそのことに気づいたのは春頃だったでしょうか。

　これはマズい……なにがなんでも新作を出すぞ！　と心に決めて、とにかく人気の出そうな要素をピックアップすることに。【ハズレ職】【追放】【賢者】【無双】【成り上がり】【ハーレム】【ダンジョン】等々、いろんなキーワードを拾い上げました。

　……なんてことをいうと「この作者は売れるために書きたくないものを無理に書いているのか？」などと思われそうなんですが、そんなことはないのでご安心を。むしろ「さてこれらの要素、いったいどう料理してくれようか、ぐふふ……」と楽しみながら書くのが小説家という者でございます。それに、売れる要素といっても先に挙げたもの以外にわんさかありまして、料理できそうなものを選ぶのもこれまた楽しいのです。

　そんなわけで、いろんな要素を詰め込みながらも、キャラクター設定なんかはかなり丁寧に作り込んだりしつつノクターンノベルズで連載を始めたところ、ありがたいことに好評をいただきまして、めでたく書籍化が決まりました。

　とっかかりは【賢者】でしたね。なにせめちゃくちゃ流行ってますし。

　で、【賢者×エロ＝賢者タイム】というなんとも短絡的かつノクターン作家らしい発想から制作は始まりました。過去の経験からいわゆる【俺Ｔｕｅｅｅ!!】系の無双ものが苦手、ということを自覚していたので、いかにも制限がありそうな【賢者タイム】というワードのおかげで、そこからの構想もかなりスムーズでしたね。

　最終的に【ハズレ職】からの【追放】を経て【成り上がり】という形に落ち着きました。【ハズレ職】に【赤魔道士】を据えたのには、小学生の頃『ファ○ナルファ○タジー』で【赤魔術士】──物語後半で【赤魔道士】にクラスチェンジ──をパーティーに加えたものの魔法習得の選択をミスってしまい、いろいろ中途半端になってしまって結果ラスボスを倒せずに最初からやり直したという苦い思い出からです。

　作者の中では長年ハズレ職だった【赤魔道士】ですが、ふと気になって調べてみたら使い方次第では非常に有能らしいですねぇ。まさかそんなところまでシンクロしてしまうとは……。

　イラストは以前『聖騎士に生まれ変わった俺は異世界再生のため子作りに励む』でもタッグを組ませていただいた宮社惣恭先生にお願いしました。レーベルのほうからも何名か候補を挙げていただいたのですが、『聖騎士～』でとてもいい仕事をしてくださったこともあって「できれば宮社先生に……」とお願いしたところ、ありがたいことに引き受けてくださいました。そして今回も素晴らしい仕事をしてくださったのは、ご覧いただいたとおりでございます。

　まずレオンですが、実は作中に一切容姿の描写がありません。作者の中では髪と目の色、なんとなくの体型は決まっていたのでお伝えしたら、驚くほどイケメンになってくれました。

　リディアは縦ロールにドレスアーマー×ハルバードですが、当初はビキニアーマーをイメージして『胸元と腹を露出』とお伝えしたのですが、まさかそんな露出方法があったのか!?　と驚きつつも断然宮社先生案のほうが断然よかったので即採用させていただきました。他のキャラクターも素晴らしく、特にミリアムはあとから無理やりねじ込んでもらったにもかかわらず、ポンコツメガネっぷりが伝わってくる素晴らしいデザインになりました。

　今回も素晴らしいイラストを本当にありがとうございました。

　さて【赤魔道士】から【賢者】に覚醒し、新たなスタートを切ったレオンの冒険はまだ始まったばかりです。彼の冒険譚にリディア、エメリア、リタ、ミリアムといった個性豊かな女性陣や、ウォルフ率いる狼牙剣乱のメンバーがどう関わってくるのか。

　引き続き『ハズレ赤魔道士は賢者タイムに無双する』をお楽しみいただければ幸いです。

ほーち
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本電子書籍は株式会社一二三書房『ハズレ赤魔道士は賢者タイムに無双する１【電子版特典SS付】(オルギスノベル)』（２０２０年１月25日 初版第一刷発行）に基づいて制作されました。
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